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１ 学校評価の進め方 

 
 
                    
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
                     
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

 
 
一 
学

期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
二

学

期 
 
 
 
三

学

期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校内評価委員会 
・RESEARCH の実施 

・学校経営方針（重点目標、具体的取組等）の作成 

・学校評価総合シートの作成 

地域・学校協議会（仮称） 
・学校経営方針の検討 

・学校評価総合シートの検討 

校長 
・保護者や地域住民への説明、意見や要望を把握 

・個々の教職員の目標設定 

校内評価委員会 
・アンケートの作成（教職員・児童生徒・保護者用）・実施 

・アンケートの集計・分析、学校評価書の作成 

地域・学校協議会（仮称） 
・学校評価書（自己評価）の検証 

校長 
・保護者や地域住民への説明、意見や要望を把握 

・次年度の計画立案 

次年度へ 
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２ 学校経営方針 

 

   学校経営方針には、校訓や目指す児童・生徒像、リサーチから明らかになった 

  実態や課題等を踏まえ、次の事項を明記します。 

 

  ・項目   …学校経営や教育活動を推進していくための枠組み 
   ・重点目標 …学校の教育目標を実現するための各項目ごとの目標 
   ・具体的取組…各重点目標を実現するための実践内容 
 
（１）項目の設定 
 
   当面の課題や中・長期的な目標を踏まえながら、共通項目と独自項目を設定し 
  ます。 
 
  ○共通項目の設定 
    モデル校の取組みによると、重点化したい項目には、校種ごとの共通性が見 

   られます。こうした項目は、中・長期的なビジョンをもって取り組む必要があ 

   ります。 

 

  ＜共通目の例＞ 

   小学校の場合 

        知、徳、体（３項目） 

   中学校の場合 

      「教育課程・学習指導」、「生徒指導」、「保護者・地域住民との連携」（３項目） 

   県立学校の場合 

       「教育課程・学習指導」、「生徒指導」、「進路指導」（３項目） 

  

-2- 

 

  ○独自項目の設定 

    特に、当面の課題や学校の特色となるような項目については、学校ごとに独 

   自に設定します。 

 

  ＜独自項目の例＞ 

   「安全管理」、「保健管理」、「特別支援教育」、「研修」、「施設・整備」、…など 

 

 

 
 



（２）重点目標と具体的な取組みの設定 

 

    RESEARCH（現状分析と把握）や学校教育目標、前年度の評価結果から得 

   た成果と課題等を基に、今年度、学校が特に力を入れて取り組もうとする「重 

   点目標」を各項目ごとに設定します。 

 

    次に、重点目標の実現のために、学校がどのような教育活動その他学校経営 

   に取り組むかという「具体的な取組み」を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学校経営方針小学校の例＞ 

 

今
年
度
の
具
体
的
な
取
り
組
み

○
三
年
生
以
上
の
自
転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト

　
着
用
を
推
進
す
る

。

○

「
早
寝
・
早
起
き

」
を
奨
励
す
る

。

○
主
体
的
に
マ
ラ
ソ
ン
に
取
り
組
ま
せ
る

。

○
外
で
元
気
に
遊
ば
せ
る

。

○
家
庭
で
の

（
親
子

）
読
書
を
奨
励
す
る

。

○
読
書
を
推
進
す
る

。

○
全
教
員
が
研
究
授
業
を
行
い
，
指
導
法
を
改
善

　
す
る

。

○
漢
字
・
計
算
の
力
を
つ
け
る

。

○

「
あ
い
さ
つ
運
動

」
に
取
り
組
む

。

○
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
ふ
れ
あ
い

（
交
流

）
活
動
を

　
推
進
す
る

。

○

「
あ
り
が
と
う

」
「
ご
め
ん
な
さ
い

」
が
素
直
に

　
言
え
る
子
を
め
ざ
す

。

○
家
庭
学
習
の
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る

。

○

「
家
族
の
一
員
と
し
て
の
仕
事

」
を
奨
励
す
る

。

○
清
掃
週
間
を
設
け
る

。

○
地
域
・
学
校
協
議
会
を
活
用
す
る

。

○
お
た
よ
り

、
H
P
を
通
し
て
情
報
発
信
を
行
う

。

○
定
期
的
に

、
学
校
公
開
を
実
施
す
る

。

○
総
合
的
な
学
習
等
の
授
業
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
の

　
自
然
や
人
々
と
触
れ
合
う

。

学校経営方針

保護者の願い

地域の願い

重点目標

○健康でたくましい子 ○よく考える子 ○仲良く助け合う子 ○進んで実行する子

教育目標

　心身ともにたくましく，思いやりがあり，進んで実行する児童を育成する。

めざす児童像 教師の願い
児童生徒の実態

健康な体 確かな学力

②基本的な生活習慣を身に
　付ける。

②進んで読書に親しむ習慣の
　形成を図る。

①業間のマラソンや外遊びを
　奨励し，体力の向上を図
　る。

①主体的な学び，好奇心を
　刺激する授業作りにより
　学習内容の定着を図る。

①温かい居心地のよい学級
　づくりをめざす。

①奉仕活動に意欲的に取り
　組める子を育成する。

②学校教育評価を工夫研究
　し，その結果を公表する。

②道徳教育の充実や福祉活動
　を一層推進する。

②自主的・継続的な学習等を
　通して，粘り強く最後まで
　やり遂げる子を育成する。

実行力 信頼される学校思いやりの心

①開かれた学校作りに取り
　組む。
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＜中学校の例＞ 

教育目標　　一人ひとりが「自ら生きる」豊かな教育の創造

―「あたたかく、正しく、たくましくやりぬく生徒」の育成―

めざす生徒像　　　　　○めあてを持ち、いきいきと取り組み 活気 ある生徒　　○行動に責任を持ち、最後までやりぬく 根気 ある生徒

○真理を求め、励まし合い鍛え合う 覇気 ある生徒　　  ○互いの人格を認め、心の交流を図る 和気 ある生徒

重　　点　　目　　標
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＜県立学校の例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校訓

１ 教育課程・
　 学習指導・研修

２ 生徒指導 ３ 進路指導
４ 保健指導・

環境整備
５ 読書指導

６ 国際交流・
   語学力の向上

教務部 生徒指導部 進路指導部 保健部 図書渉外部 国際部

具体的な取組み 具体的な取組み 具体的な取組み 具体的な取組み 具体的な取組み 具体的な取組み

①各教科において、
基礎学力の向上を図
るために、生徒の実
態に応じた目標を明
確に設定し指導す
る。

②家庭学習時間を増
やし、学習習慣の確
立を目指す。

登・下校指導、定期
的な容儀検査、ＬＨ
や総合的な学習を通
して、ルール遵守と
常識的なマナーにつ
いて自覚を促す。

①生徒の進路決定に
際し、できるだけ多
くの情報提供ときめ
細かな相談活動を行
う。

②自分の進路を実現
するために必要な努
力を、個々の生徒に
自覚させ、真剣に取
り組ませる。

行事等を通して外国
人と積極的に交流し
ようとする自覚を促
し、国際人としての
意識を高める。

基礎学力向上のため
の指導の充実を図
る。

国際化社会に対応す
べく、異文化に対す
る理解を深める

個々の生徒の希望す
る進路の実現を図
る。

毎日の校舎清掃に真
剣に取り組むととも
に、ゴミ分別を徹底
して減量化に協力す
る。また校舎外の清
掃を定期的に実施す
る。

新刊や話題性のある
図書の情報提供に努
め、定期的に「読書
の時間」を設定す
る。

進取・積極・創造

　全人教育を基本に、生徒一人一人の能力・適性・進路などに応じた教育を行い、進んで国家社
会の発展に貢献する有為の人材を育てる
　（１）知性を磨き、教養を高め、自ら学ぶ力を身につけた創造性に富む人間の育成
　（２）良識ある判断力を備え、他を思いやることのできる心豊かな人間の育成
　（３）健康や体力の増進に努め、自己の生きがいを追求する活力ある人間の育成
　（４）郷土に誇りを持ち、広い視野を持って国際舞台で活躍できる人間の育成

重点目標

規範意識の高揚とマ
ナーの向上を図る。

学校経営方針

教育方針

図書の充実と生徒の
読書意欲の向上を図
る。

校舎内外の環境整備
を促進し、環境美化
の意識を高める。

教教育育課課程程・・学学習習指指導導
○　確かな学力の定着

・ 主体的な学びの支援

・ 自主的な活動の工夫

保保護護者者・・地地域域住住民民ととのの連連携携

○ 家庭・地域との有機的連携

生生徒徒指指導導

○　自ら律し、個性を大切にした望ま

しい人間づくりの推進

進進路路指指導導

○ キャリア教育推進のための学校

体制の整備

具体的な取り組み

○ 「いつでもできる　どこでも

できる　森田の子」の自主目

標の設定・取組み・評価を支

援する。

○ 積極的な生徒指導の在り方を

追究し、自ら気づき、高めら

れる活動の工夫をする。

学校経営方針

具体的な取り組み

・学習ノートの活用方法を工夫

し、家庭学習の習慣化を支援す

る。

・基礎・基本の徹底を図るために

ドリルコンテストの在り方を

工夫する。

・主体的な学びができる授業づ

くりに努める。

・自己の学習課題を把握できる懇

談会の在り方を考える。

・生徒が自主的に学校行事を

具体的な取り組み

・自分の適性を理解し、進路選択

をするための進路相談の在り

方を工夫する。

・ 職業についての学習指導体制

を整備する。

○ 上級学校についての学習指導

体制を整備する。

具体的な取り組み

・ 学年だよりなどで、教育活動

を発信し、保護者や地域の有

識者の感想・意見も求めてい

き、教育活動に生かしていく。

・ 職場体験学習や地域調査体験

学習で地域の人材を活用す

る。

・ 保護者や地域住民が学校を訪

問しやすくする。運

営できる場を工夫する。



３ 学校評価総合シート 

 

  学校評価総合シートは、学校経営方針に示された項目、重点目標および具体的取 
 組に基づき、次の内容で作成します。 
  
  ・評価の観点…目標の実現状況を客観的に判断するよりどころ 
  ・目標指数 …各指標の目標となる数値 
 ・判断基準 …評価の観点から目標の実現状況がどの程度であるかを個人が判 
        断する基準 
 ・判定基準 …アンケートの集計結果から取組みや達成度を分析する基準とな 
        るもの 

  ・回答者  …アンケートの実施対象者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜学校評価総合シート小学校の例＞ 

 項
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 確

 な
学

目 重点目標 具体的取組 評価の観点・目標指数 判  断  基  準 判 定 基 準

重点単元（教材）をきめて教材研究した教科は、

Ａ　４教科以上ある。

Ｂ　２～３教科ある。

Ｃ　１教科ある。

【目標指数】 Ｄ　ない。

Ａ＋Ｂの合計が７０％以上

私は、日ごろの学習内容が

Ａ　ほとんど理解できる。

Ｂ　だいたい理解できる。

【目標指数】 Ｃ　半分くらいは理解できる。

Ａ＋Ｂの合計が８０％以上 Ｄ　あまり理解できていない。

あなたのお子さんは、日々の学習内容を

Ａ　ほとんど理解している。

Ｂ　おおむね理解している。

【目標指数】 Ｃ　半分くらい理解している。

Ａ＋Ｂの合計が７０％以上 Ｄ　あまり理解していない。

漢字や計算の練習を、

Ａ　毎日実施し、ノートの点検を行っている。

Ｂ　ほぼ毎日実施し、ノートの点検を行っている。

Ｃ　毎日実施しているが、ノートの点検は十分で
　　はない。

【目標指数】 Ｄ　あまり実施していない。

Ａ＋Ｂの合計が８０％以上

漢字・計算テストにおいて

Ａ　２つのテストの平均点が９５点以上である。

Ｂ　２つのテストの平均点が９０点以上である。

【目標指数】 Ｃ　２つのテストの平均点が８０点以上である。

Ａ＋Ｂの合計が７０％以上 Ｄ　２つのテストの平均点が８０点未満である。

私は、漢字・計算テストのための勉強を

Ａ　毎日取り組んだ。

Ｂ　ほぼ毎日取り組んだ。

【目標指数】 Ｃ　あまり取り組まなかった。

Ａ＋Ｂの合計が８０％以上 Ｄ　ほとんど取り組まなかった。

児童は、「授業がわかる」と感じて
いる。（成果指標）

児童は、日々の学習内容を理解して
いる。（満足度指標）

漢字・計算ドリルや小プリントを活
用し、漢字の書き取りや計算力の定
着を図っている。（取組指標）

漢字・計算テストで目標点数に到達
している。（成果指標）

児童は、漢字・計算テストに熱心に
取り組んでいる。（満足度指標）

授業研究を積極的に行
い、よくわかる授業の創
造に努める。

基礎学力の定着を図る。

校内漢字・計算テストを
実施する。

 

 

 

 

 

 

か

力

回答者のＡまたはＢと判断した割合
が７０％未満の場合は、研修体制等
を再検討する。

回答者のＡまたはＢと判断した割合
が８０％未満の場合は、指導の在り
方を再検討する。

回答者のＡまたはＢと判断した割合
が７０％未満の場合は、指導の在り
方を再検討し家庭との連携を強化す
る。

回答者のＡまたはＢと判断した割合
が８０％未満の場合は、取組体制等
を再検討する。

回答者のＡまたはＢと判断した割合
が７０％未満の場合は取組体制や指
導方法を再検討する。

回答者のＡまたはＢと判断した割合
が８０％未満の場合は、作成方法等
を再検討する。

各教科等において、重点単元（教
材）をきめて教材研究を行ってい
る。（取組指標）

 



＜中学校の例＞ 

 項
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 学

 
習
指

目 重点目標 具体的取組 評価の観点・目標指数 判定基準 回答者

学習ノートを

Ａ ほぼ毎回点検している 教職員

Ｂ ２回に１回ほど点検した

【目標指数】 Ｃ ３回に１回ほど点検した

Ａ＋Ｂが８０％以上 Ｄ 点検していない

私は、学習ノートを

Ａ ほぼ毎日提出した 生徒

Ｂ 2回に1回ほど提出した

【目標指数】 Ｃ 3回に1回ほど提出した

Ａ＋Ｂが８０％以上 Ｄ ほとんど出さなかった

あなたのお子様は、家庭学習に取り組む際に

Ａ ほぼ毎日学習ノートを活用した 保護者

Ｂ ４日以上は学習ノートを活用した

【目標指数】 Ｃ あまり学習ノートを活用しなかった

Ａ＋Ｂが７０％以上 Ｄ ほとんど学習ノートを活用しなかった

定期テスト前に

Ａ 基礎・基本が身につくようﾄﾞﾘｺﾝを工夫している 教職員

Ｂ 時々ﾄﾞﾘｺﾝを実施している

【目標指数】 Ｃ 計画的にﾄﾞﾘｺﾝを実施していない

Ａ＋Ｂが８０％以上 Ｄ ﾄﾞﾘｺﾝを一度も実施していない

私は、ドリルコンテストで

Ａ しっかり基礎・基本が身についた 生徒

Ｂ かなり基礎・基本が身についた

【目標指数】 Ｃ 少し基礎・基本が身についた

Ａ＋Ｂが７０％以上 Ｄ 基礎基本が身につかなかった

あなたは、お子様のドリルコンテストへの

Ａ 取組みに満足しており効果的だと思う 保護者

Ｂ 取組みは概ね満足しており学習の定着につながると思う

【目標指数】 Ｃ 取組みにあまり満足しておらず定着にあまりつながらないと思う

Ａ＋Ｂが７０％以上 Ｄ 取組みは不十分であり、効果がないと思う

Ｅ わからない

 

 

 

 

 

 

導

回答者のＡまたはＢ
と判断した割合が８
０％未満の場合は、
実施方法等を再検討
する

回答者のＡまたはＢ
と判断した割合が８
０％未満の場合は、
実施方法等を再検討
する

ＡまたはBと判断した
割合が７０％未満の
場合は、家庭との連
携強化につながる方
策を検討する。

回答者のＡまたはBと
判断した割合が８
０％未満の場合は取
組み体制を再検討す
る

回答者のＡまたはＢ
と判断した割合が７
０％未満の場合は取
組み体勢を再検討す
る

回答者のＡまたはＢ
の判断した割合が７
０％未満の場合は、
家庭との連携強化に
つながる方策を検討
する

判断基準

②基礎・基本の
徹底を図るため
にドリルコンテ
ストのあり方を

工夫する

確かな学
力の定着

①学習ノートを
活用し、家庭学
習の習慣を支援
する

計画的にドリルコンテストを
実施する（取組指標）

学習ノートの提出状況と内容
の点検を実施する。（取組指
標）

学習ノートを期日に提出す
る。（成果指標）

生徒は、学習ノートを活用し
家庭学習に取り組んでいる。
（満足度指標）

ドリルコンテストを通して基
礎・基本が身についた（成果
指標）

ﾄﾞﾘﾙｺﾝﾃｽﾄの取り組みは基礎基
本の定着に効果的である（満
足度指標）

 

 

 

＜県立学校の例＞ 

 
項目 重点目標 具体的取組 評価の観点・目標指数 判断基準 判定基準 回答者

家庭学習や自主的学習の時間を確保し、学習
に取り組ませたか。
Ａ 十分時間を確保し学習させた。
Ｂ おおむね時間をとれ学習させた。
Ｃ あまり学習させられなかった。

【目標指数】
Ａ＋Ｂの合計が８０％以上

計画的に家庭学習の課題を
Ａ 計画通りに課題を提供できた。
Ｂ おおむね計画どおりに課題を提供できた。
Ｃ あまり計画どおりに課題を提供できなかった。

【目標指数】 Ｄ まったく課題を提出できなかった。
Ａ＋Ｂの合計が８０％以上

家庭学習や自主的学習時間が（平日）
Ａ ３時間以上である。
Ｂ ２～３時間である。
Ｃ １～２時間である。
Ｄ １時間未満である。

【目標指数】

Ａ＋Ｂの合計が８０％以上
子供は、家庭学習を
Ａ ほぼ毎日、やっていた。
Ｂ ２日に1回程度やっていた。
Ｃ 週に２日程度やっていた。
Ｄ ほとんどやっていなかった。

【目標指数】
Ａ＋Ｂの合計が８０％以上

理解しやすい授業を目指し工夫している教員が
Ａ ほとんどである。
Ｂ 半数程度である。
Ｃ 少しはいる。
Ｄ あまりいない。

【目標指数】
Ａ＋Ｂの合計が９０％以上

授業評価を、
Ａ 学期ごとに実施した。
Ｂ ２回は実施した。
Ｃ １回実施した。
Ｄ まったくできなかった。

【目標指数】
Ａ＋Ｂの合計が８０％以上

授業の理解について、
Ａ 授業内容はよく理解できた。
Ｂ 授業内容はおおむね理解できた。
Ｃ 授業内容はあまり理解できなかった。
Ｄ 授業内容は理解できなかった。

【目標指数】
Ａ＋Ｂの合計が８０％以上

生徒

教職員

Ｄ ほとんど学習させられなかった。

教員相互および生徒に
よる授業評価を定期的
に行う。

教員の授業力を高め
る。

１

 

 

 

 

 

 

 

 

 
教育課

 

 

 

 

 

 

 

 

程
学習指導

研修

授業内容を理解している。
（満足度指標）

回答者のＡまたはＢと判
断した割合が80％未満の
場合は、取組方法等を再
検討する。

一週間ごとに毎日のタイムスケ
ジュールを立て、その中で家庭
学習や自主的学習の時間を明確
に位置付ける。　（取組指標）

授業の進度にあった適切な内容
および学習量の課題を計画的に
提供する。　（取組指標）

子供は、家庭学習に取り組んで
いる。　（満足度指標）

回答者のＡまたはＢと判
断した割合が80％未満の
場合は、指導方法等を再
検討する。

回答者のＡまたはＢと判
断した割合が80％未満の
場合は、指導方法等を再
検討する。

家庭学習や自主的学習時間が確
保されている。　（成果指標）

学力向上のために、生
徒の学習習慣の確立を
図る。

教職員

生徒の生活・学習実態
調査を実施する。教科
学習法の定期的指導と
学習用課題の充実をは
かり、家庭や始業前後
の自主的学習時間の確
保に向けた指導を行
う。

教員

教職員

保護者

授業評価を定期的に実施する。
（成果指標）

各教科で公開授業や教科研究会
を実施し、理解しやすい授業を
実施する。　（取組指標）

教職員

回答者のＡまたはＢと判
断した割合が80％未満の
場合は、取組方法等を再
検討する。

ＡまたはBと回答した割合
が80％未満の場合は、指
導方法等を再検討する。

Ａと回答した割合が80％
未満の場合は、指導方法
等を再検討する。

Ａと回答した割合が90％
未満の場合は、取組方法
等を再検討する。



①評価の観点 

  具体的な取組みを評価するための観点は、求められる指標が偏らないように設定 

 します。 

 

②判断基準 

  取組指標、成果指標、満足度指標を求めるため、それぞれの観点に基づき、判断 

 基準を設定します。 

  判断基準は、保護者、児童・生徒、教職員等へのアンケートに使用します。 

 
 
 ＜評価の観点と判断基準の例＞ 
  具体的な取組み…あいさつ運動を実施する。 
 
   ○取組指標を求めるための評価の観点 
    「時と場に応じたあいさつの指導をしている」 
    （判 断 基 準）私は、あいさつの指導を 
               Ａ：毎日継続的に行った。 
              Ｂ：週に数回行った。 
              Ｃ：月に数回行った。 
              Ｄ：学期に数回行った。 
        （ｱﾝｹｰﾄ回答者）教職員 
  
   ○成果指標を求めるための評価の観点 
       「進んであいさつをしている」 
    （判 断 基 準）私は、 
              Ａ：あいさつを毎日進んでした。 
               Ｂ：あいさつをだいたい毎日した。 
               Ｃ：自分からは進んであいさつしなかった。 
               Ｄ：ほとんどあいさつしなかった。 
    （ｱﾝｹｰﾄ回答者）児童 
   
   ○満足度指標を求めるための評価の観点 
       「気持ちよくあいさつができている」 
    （判 断 基 準）私の子どもは、 
              Ａ：進んであいさつをしている。 
               Ｂ：おおむね進んであいさつをしている。 
               Ｃ：まわりからのあいさつには応えている。 
               Ｄ：あいさつが不十分である。 
    （ｱﾝｹｰﾄ回答者）保護者 
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③定量的判断基準と定性的判断基準 
 
  定量的判断基準は、実現した回数や点数、人数などの数値で表します。 
 

 ＜取組指標を求める定量的判断基準の例＞ 

  評価の観点「校下巡視を通して子どもの安全を見守る」 

   （判 断 基 準）安全を見守る校下巡視を 

            Ａ：年１０回以上行った。 

            Ｂ：年 ７回程度行った。 

            Ｃ：年 ５回程度行った。 

            Ｄ：１回も行っていない。 

   （ｱﾝｹｰﾄ回答者）教職員 

  
 
  定性的判断基準は、判断する人に分かりやすいよう、できるだけ具体的な子ども  
 の姿や文章化された表記で設定することが有効です。 
 

 ＜満足度指標を求める定性的判断基準の改善例＞ 

  評価の観点「子どもは読書に興味をもっている」 

   （判 断 基 準）私の子どもは、読書に 

            Ａ：とても興味をもっている。 

            Ｂ：まあまあ興味をもっている。 

            Ｃ：あまり興味をもっていない。 

            Ｄ：全く興味をもっていない。 

  

-8- 

 ※具体的な姿で設定する 

   （判 断 基 準）私の子どもは、 

            Ａ：よく本を読み、家族と本について話をする。 

            Ｂ：よく本を読んでいる。 

            Ｃ：ときどき本を読んでいる。 

            Ｄ：あまり本を読んでいない。 

   （ｱﾝｹｰﾄ回答者）保護者 
 

 



④判定基準と目標指数 

   
  保護者、地域住民、児童・生徒、教職員等へのアンケート結果を自己評価に生か

していくためには、評価の観点ごとに目安となる数値（判定基準）があると、具体

的な取組みの実現状況に対する診断・分析に役立ちます。 

 

  この判定基準を評価の観点ごとの目標指数として掲げることで、具体的な取組み

の目指すところが明確になります。 

 
  目標指数や判定基準で示されている割合等の数字は、RESEARCH（現状分析と 
 把握）に基づき設定します。 
 

 

  

 ＜判定基準と目標指数の例＞ 

 

  （評価の観点）「子どもは読書に興味をもっている」 

 （判 断 基 準） 私の子どもは、 
           Ａ：よく本を読み、家族と本について話をする。 
           Ｂ：よく本を読んでいる。 
           Ｃ：ときどき本を読んでいる。 
           Ｄ：あまり本を読んでいない。  

 

 

 

 

 

（判 定 基 準）回答者のＡまたはＢと判断した割合が７０％未満の場合は、   

        取組体制および指導方法を再検討する。 

 

（目 標 指 数）Ａ＋Ｂの合計が７０％以上を目指します。 
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４ アンケート 

 

  アンケートの作成に当たっては、学校評価総合シートの判断基準をそのまま活用 

 します。 

 

  アンケートは、自己評価に必要な情報収集の一環として行われ、保護者、児童・ 

 生徒、教職員等に対して実施します。 

 

  アンケートの様式については、各学校で工夫するとともに、学校への思いや願い 

 が記入できる自由記述の欄を設けることも大切です。 

 

＜アンケート作成の例＞ 

 

-10- 

 

 

項目 重点目標 具体的取組 評価の観点・指数目標 判　断　基　準 判 定 基 準 回答者

私の子どもは家庭学習や宿題を

Ａ 毎日やっている。

Ｂ ほとんど毎日やっている。

Ｃ ２～３日に１回ぐらいの割合でやってい

Ｄ ほとんどやっていない。

望ましい家庭
学習の習慣化
を図る工夫を
する。

基礎・基本の
学習について
習熟の徹底を
図る。

確
か

学

回答者のＡまたはＢと
判断した割合が70％未
満の場合は，家庭との
連携強化につながる方
策を検討する。

保護者

【目標指数】
Ａ＋Ｂの合計が70％以上

子どもは家庭学習や宿題に取り
組んでいる。（満足度指標）

な

力

 

 

 

 

（例）学校評価アンケート（保護者用） 

 

１ 私の子どもは家庭学習や宿題を、 

 Ａ 毎日やっている。  

 Ｂ ほとんど毎日やっている。 

 Ｃ ２～３日に１回ぐらいの割合でやっている。 

 Ｄ ほとんどやっていない。 

 

２ 私の子どもは地域の学習や交流学習を 

 Ａ とても楽しいと言っている。 

 Ｂ まあまあ楽しいと言っている。 

 Ｃ あまり楽しくないと言っている。 

 Ｄ 楽しくないと言っている。 

 

３ 私の子どもは、相談できる先生が 

Ａ ２人以上はいる。 

Ｂ １人はいる。 

Ｃ いない。 

 

  
 ありがとうございました。お気づきのことがございましたら、お書きください。 



５ 学校評価集計表 

   学校評価総合シートにアンケートの集計結果を記入して、学校評価集計表を作 

  成します。 

 

   作成の手順 

 ①アンケート結果の欄には、各判断基準ごとに人数と割合を集計・計算し、記 

  入します。 

   ②判定結果の欄には、目標指数に照らし合わせて、その結果を記入します。 

 

＜学校評価集計表の例＞ 

年間の学校行事の中から
計 11 人

Ａ ７０％以上を子供に任せていた。 A 3 人 27 ％

Ｂ ５０％以上を子供に任せていた。 B 5 人 45 ％ A＋Bが

Ｃ ４０％以上を子供に任せていた。 C 3 人 27 ％ 72%

Ｄ 子供に任せたのが４０％未満であった。 D 0 人 0 ％

学校行事の内容を 計 11 人

Ａ ９０％以上を子供に任せていた。 A 2 人 18 ％

Ｂ ８０％以上を子供に任せていた。 B 4 人 36 ％ A＋Bが

Ｃ ５０％以上を子供に任せていた。 C 5 人 45 ％ 54%

Ｄ 子供に任せる学校行事の内容が４０％未満であった。 D 0 人 0 ％

私は、学校行事のため 計 145 人

Ａ ほとんどの休み時間に取り組みをしていた。 A 34 人 23 ％

Ｂ 出来る限り休み時間に取り組みをしていた。 B 42 人 29 ％ A＋Bが

Ｃ 時 、々休み時間に取り組みをしていた。 C 38 人 26 ％ 52%

Ｄ あまり活動をしたことがなかった。 D 31 人 21 ％

学級での活動が 計 6 人

Ａ 大変活発になってきた。 A 3 人 50 ％

Ｂ 徐々に活発になってきた。 B 2 人 33 ％ A＋Bが

Ｃ 時々活発な時もある。 C 1 人 17 ％ 83%

Ｄ 今までと変わらなかった。 D 0 人 0 ％

子供達の自主的な取り組みで、行事が大変活発になってきたことが 計 98 人

　 Ａ よくあてはまる。 A 75 人 77 ％

Ｂ ややあてはまる。 B 21 人 21 ％ A＋Bが

Ｃ あまりあてはまらない。 C 2 人 2 ％ 98%

Ｄ あてはまらない。 D 0 人 0 ％

一人一人の考えを大切にする活動を 計 9 人

Ａ ほとんどの授業や行事で取り入れた。 A 6 人 67 ％

Ｂ 授業や行事で取り入れることが多かった。 B 3 人 33 ％ A＋Bが

Ｃ 授業や行事で取り入れることは僅かであった。 C 0 人 0 ％ 100%

Ｄ 授業や行事で取り入れることはほとんどなかった。 D 0 人 0 ％

自分の意見を発表したり､文章で書いたりする授業を 計 6 人

Ａ 毎日行った。 A 4 人 67 ％

Ｂ ほぼ毎日行った。 B 2 人 33 ％ A＋Bが

Ｃ あまり行わなかった。 C 0 人 ％ 100%

Ｄ ほとんど行わなかった。 D 0 人 ％

私は、自分の考えを 計 145 人

Ａ いつも発表することが出来た。 A 45 人 31 ％

Ｂ だいたい発表することが出来た。 B 52 人 36 ％ A＋Bが

Ｃ 時々発表することが出来た。 C 35 人 24 ％ 67%

Ｄ ほとんど発表する事がでｊきなかった。 D 13 人 9 ％

いろいろな発表の場を設ける取り組みに 計 98 人

Ａ 大変満足しており、効果的であった。 A 78 人 80 ％

Ｂ 概ね満足しており、効果的であった。 B 18 人 18 ％ A＋Bが

Ｃ 満足しておらず、効果的とはいえなかった。 C 2 人 2 ％ 98%

Ｄ 十分とは思えず、効果がない。 D 0 人 0 ％

豊
　
　
　
か
　
　
　
な
　
　
　
心

判定結果
割合

項目 重点目標 具体的取組 　評価の観点・目標指数
人数

判断基準
アンケート結果

【目標指標】
　A＋Bの合計が８０％以上

学校行事で、子供達の活躍している姿を見るのが楽
しみであるという声が多くなっている。（満足度指標）

全教育活動を通じて、一人ひとりの考えを大切にする
活動を多く取り入れる。（取組指標）

【目標指標】
　A＋Bの合計が９０％以上

　ともに学
ぼうとする
全校集団
作り

　年間を通じ
て、学校行事を
出来るだけ子
供達に任せ、自
分たちで作り上
げたという成就
感を持たせる。

自分の考えが
相手に分かり
やすく伝えられ
るように、発表
の場を多く設定
する。 【目標指標】

　A＋Bの合計が８０％以上

【目標指標】
　A＋Bの合計が８０％以上

【目標指標】
　A＋Bの合計が８０％以上

【目標指標】
　A＋Bの合計が９０％以上

自分の意見を発表したり、文章で書いたりすることを
取り入れた授業を工夫している。（取組指標）

いろいろな発表の場を設けることは、発表の自信をつ
けさせるのに効果的である。（満足度指標）

年間の学校行事を洗い出し、児童に任せるものと任
せられないものを区別し、年度当初から取り組ませ
る。
（取組指標）

学校行事を計画、立案の段階から出来る限り任せ、
取り組ませる。（取組指標）

学校行事を自分たちの力でという意識のもと、僅かな
時間も利用し活動している。（成果指標）

学校行事で培った力で、学級での活動が活発になっ
てきた。（成果指標）

【目標指標】
Ａ＋Bの合計が８０％以上

【目標指標】
　A＋Bの合計が８０％以上

【目標指標】
　A＋Bの合計が８０％以上

自分の考えを発表できるようになってきた。（成果指
標）
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６ 学校評価書 

 

  判定結果を分析するに当たっては、３つの指標からとらえることの良さを最大限 
 に生かします。 
 
  取組指標、成果指標、満足度指標の３つの指標から得られた判定結果を総合的に 

 分析し、成果と課題として、できるだけ簡潔かつ明瞭に記述します。 

 

  判定結果どうしや目標指数とのズレがある場合は、その要因を考察することで成 

 果と課題が明らかになり、改善・向上策を検討する手がかりとなります。 

 

＜学校評価書小学校の例①＞ 

 

 

 

 

 

 

 確かな学力

 

 

 

 

 

 

基礎基本の徹底、確かな学
力の定着に努める。

教師は、基礎基本の徹底に、意図的、
計画的に取り組むことができた。また、
８３％の児童がテストで８０点以上を
とっている。しかし、子どもが自主的に
家庭学習に取り組んでいると満足して
いる保護者は、５０％以下である。

児童の知的好奇心を高めるための
方法を考え、家庭学習や自主学習
に意欲的に取り組むように工夫し
ていく。

考える場、表現する場を多く
設定する。

言語環境部会を組織し、考える場や表
現する場を計画的に多く設定した。準
備、練習したことはしっかり発表できる
が、授業をはじめあらゆる場所で自分
の考えをはっきり言うことができる児童
は、６０％程度にとどまった。

人の意見をしっかり聞き取る力や
論理的思考力を育てる方法を工夫
し、自分に自信を持たせるようにす
る。

学び方、調べ方、まとめ方、
表現の仕方、問題解決の方
法などを自分ができるように
なったと実感できる授業作り
に務める。

Ａ＋Ｂ判定の平均が８７％を超えてお
り、ほぼ達成と言えるが、児童の１４％
が「授業はまあまあ分かるがあまり楽し
いとは思わない。」と答えている。

更に、学習の喜びを実感できる授
業づくりをめざしていく。

項目 具体的取組 成果と課題 改善策・向上策

＜小学校の例②＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 5 %

7 7 %

8 % 0 %
Ａ 　

Ｂ　

Ｃ 　

Ｄ 　

33%

52%

12% 3%
Ａ　

Ｂ　

Ｃ　

Ｄ　

21%

55%

21%
3%

Ａ　

Ｂ　

Ｃ　

Ｄ　

（２）授業研究を積極的に行い、よくわかる授業の創造に努める。
　　　　＜教　師＞　各教科等において、重点単元をきめて
　　　　　　　　　　教材研究を行っている。
　　　　　　　　　　　目標指数（Ａ＋Ｂ）：７０％
　　　　　　　　　　　判定割合　　　　　 ９２．３％

　　　　＜児　童＞　日ごろの学習内容が理解できる。
　　　　　　　　　　　目標指数（Ａ＋Ｂ）：８０％
　　　　　　　　　　　判定割合　　　　　 ８４．９％

　　　　＜保護者＞　児童は、日々の学習内容を理解して
　　　　　　　　　　いる。
　　　　　　　　　　　目標指数（Ａ＋Ｂ）：７０％
　　　　　　　　　　　判定割合　　　　　 ７６．６％

　　　　☆よくわかる授業の基本は教材研究の充実である。教師は
　　　　　日ごろから努力をしているが、まだ十分とはいえないの
　　　　　で、自主的な授業研究の実施などを通して、更にに指導
　　　　　技術の向上に努めていきたい。
　　　　　Ｃ、Ｄ評価の児童の指導については、Ｔ・Ｔの充実や家
　　　　　庭学習の定着など、個々の児童に応じた方法を講じてい
　　　　　く必要がある。
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＜中学校の例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力調査に基づく授業の改
善

【取組指標】は、目標を２０％下回っ
た。全校体制での授業研究になか
なかまとまった時間が取れなかった
こと、教科によって１人しか配置され
ていない教員は授業改善に適切な
助言を得にくいことが原因と考えら
れる。
生徒による【満足度指標】は、目標を
６．２％下回った。教員の研修を積
み上げ、授業を充実させる必要性が
ある。

多忙を極める教員の勤務状況であ
るが授業は基本であるとの認識に立
ち、授業研究を最優先にする体制を
取る。
また、授業の根幹は各教科に共通
するものであるという認識を研修で
深め、他教科に学ぶという意識を徹
底させる。
更に、市教研や教科指導員等の制
度の活用を図り、授業の改善を進め
ていく。

個人進度に応じた個別指導
の推進

教職員は、自らの取組みに辛い評
価を下しているが、成果としては、や
や目標を下回ったものの、半数近い
生徒が苦手教科の克服が進んでい
ると答えた。保護者は、本校の学習
指導の状況に肯定的な評価を与
え、目標を大きく上回っている。
全般的には、本校の学習指導は良
好な状況で進められていると考えら
れる。しかし、個別指導は、学年ごと
に進めるのがせいぜいで、全校体
制が取れていない。

行事の準備や日常の生徒指導等は
学年が中心となって行われている
が、個々の教員にとっては、複数学
年のクラスで授業を行うわけである
から、全校体制による個別指導が望
ましい。敦賀市で、来年度から実施
される２学期制は、個別指導の体制
構築が主眼のひとつとなっており、
学期の半ばに存する長期休業の有
効利用をポイントとして、ふだんから
指導と評価の一体化を図っていく。

教育課程
学習指導

研修

項目
具体的
取組

成果と課題 改善策・向上策

 

＜県立学校の例＞ 

①年間学習計画を作成す
る。

ほぼすべての科目（９７．５％）
で、年間学習指導計画を十分検
討し作成することができた。
それに対して、計画どおり授業
ができた割合は、７．５ポイント低
い。

年間学習指導計画は、引き続き
毎年検討をし作成する。年間学
習指導計画に従い、授業を進め
られなかった科目については、
原因を調べ再計画する。また、
授業展開の工夫をする。

②授業研究週間を設定す
る。研究授業や授業研修
会を実施する。

授業研究週間の取組みは、計
画し実施できた。参加者は概ね
積極的に参加できた。
生徒達の中で、授業があまり理
解出来ていないと感じている割
合が３４．３％いる。

日々の教材研究は時間的ゆとり
を持って行う。授業の研修会や
研究授業には学校行事として位
置付けを明確にし、すべての先
生が参加できる環境を作る。
授業の進度が遅れることなく、生
徒達の理解が深まるよう授業を
工夫する。

①身だしなみや挨拶の指
導を徹底する。

保護者の前での身なりやあいさ
つが、教員を前にしたときよりも
評価が低い。今後、常日ごろの
身なりやあいさつの重要性を知
らせたい。

来年度も継続して、目標に取り
組む。常日ごろの身なりやあいさ
つの重要性を集会等で知らせ
る。学校外での身なりやあいさつ
の指導を行う。評価が低い生徒
への個別指導を徹底する。

②遅刻等の指導を徹底
し、規律ある生活をさせ
る。

ほんの一部であるが評価が低
い。保護者が思っている以上
に、生徒が遅刻をしている。

来年度も継続して、目標に取り
組む。C、Dと評価をしている数
を減らすために、生活実態を知
り、保護者に協力を求めて、改
善を促す。

項目
具体的
取組

成果と課題 改善策・向上策

１
教育課程
学習指導
研修

２
生徒指導
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７ 学校評価総合シート事例 
 

・小学校①、② 
・中学校 
・県立学校①、② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点
・

目
標
指

数
判

  
断

  
基
 
 準

学
習

ル
ー

ル
に
つ

い
て
、

Ｂ
　

児
童

の
実
態

や
系
統

性
を
考

慮
し

て
作

成
し
た

。

【
目

標
指
数

】
Ｃ

　
児
童

の
実
態

を
考
慮

し
て
作

成
し

た
。

Ａ
＋

Ｂ
の
合

計
が

８
０

％
以
上

Ｄ
　

こ
れ

ま
で
の

学
習
ル

ー
ル
を

参
考

に
作

成
し
た

。

家
庭

学
習

の
課
題

や
宿
題

を
、

Ａ
　

き
ち

ん
と
計

画
的
に

提
供
で

き
た

。

Ｂ
　

お
お

む
ね
計

画
的
に

提
供
で

き
た

。

【
目

標
指
数

】
Ｃ

　
あ
ま

り
計
画

的
に
は

提
供
で

き
な

か
っ

た
。

Ａ
＋

Ｂ
の
合

計
が

８
０

％
以
上

Ｄ
　

ほ
と

ん
ど
計

画
的
に

は
提

供
は

で
き
な

か
っ
た

。

私
は

、
学

習
ル
ー

ル
に
つ

い
て
、

Ａ
　

と
て

も
よ
く

守
れ
た

。

Ｂ
　

だ
い

た
い
守

れ
た
。

学
習

ル
ー
ル

を
守

り
、

し
っ
か

り
と
学

習
に
取

り
組
ん

で
い

る
。

（
成
果

指
標
）

確 か な 学

学
年

に
応
じ

た
学

習
ル

ー
ル
を

作
成
し

て
い
る

。
（
取

組
指

標
）

適
切

な
内
容

と
量

の
家

庭
学
習

を
計
画

的
に
提

供
し
て

い
る

。
（

取
組
指

標
）

Ａ
　

児
童

の
実
態

や
系
統

性
を
考

慮
し

、
児

童
の
意

見
も

 
  
 
取
り

入
れ
な

が
ら
作

成
し

た
。

基
礎

学
力

の
定
着

を
図
る

。

学
校

評
価

総
合

シ
ー

ト
事

例

望
ま
し

い
学
習

習
慣
の

定
着

を
図
る

。

判
 定

 基
 準

回
答

者

【
目

標
指
数

】
Ｃ

　
あ
ま

り
守
れ

な
か
っ

た
。

Ａ
＋

Ｂ
の
合

計
が

８
０

％
以
上

Ｄ
　

ほ
と

ん
ど
守

れ
な
か

っ
た
。

私
は

、
課

題
や
宿

題
を
提

出
日
ま

で
に

、

Ａ
　

す
べ

て
提
出

し
て
い

る
。

Ｂ
　

ほ
と

ん
ど
提

出
し
て

い
る
。

【
目

標
指
数

】
Ｃ

　
半
分

く
ら
い

は
提
出

し
て

い
る

。

Ａ
＋

Ｂ
の
合

計
が

８
０

％
以
上

Ｄ
　

ほ
と

ん
ど
提

出
で
き

て
い

な
い

。

あ
な

た
の

お
子
さ

ん
は
、

Ａ
　

毎
日

、
家
庭

学
習
に

取
り
組

ん
で

い
る

。

Ｂ
　

ほ
ぼ

毎
日
、

家
庭
学

習
に
取

り
組

ん
で

い
る
。

【
目

標
指
数

】
Ｃ

　
あ
ま

り
家
庭

学
習
に

取
り
組

ん
で

い
な

い
。

Ａ
＋

Ｂ
の
合

計
が

８
０

％
以
上

Ｄ
　

ほ
と

ん
ど
家

庭
学
習

に
取
り

組
ん

で
い

な
い
。

課
題

や
宿
題

を
期

日
ま

で
に
仕

上
げ
、

提
出
し

て
い
る

。
（

成
果

指
標
）

児
童

は
、
家

庭
学

習
（

宿
題
）

を
し
っ

か
り
と

や
っ
て

い
る

。
（

満
足
度

指
標
）

教
職

員

力

保
護

者

児
童

児
童

教
職

員

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

、
指

導
方

法
を

再
検

討
し

、
家

庭
と

の
連

携
を

強
化

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

、
家

庭
と

の
連

携
を
強

化
す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

、
実

施
方

法
や

研
修
体

制
を
再

検
討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

、
取

組
方

法
等

を
再
検

討
す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

、
指

導
方

法
を

再
検
討

す
る
。

○
○

市
立

○
○

小
学

校
　

①
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項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点
・

目
標
指

数
判

  
断

  
基
 
 準

重
点

単
元

（
教
材

）
を
き

め
て
教

材
研

究
し

た
教
科

は
、

Ａ
　

４
教

科
以
上

あ
る
。

Ｂ
　

２
～

３
教
科

あ
る
。

Ｃ
　

１
教

科
あ
る

。

【
目

標
指
数

】
Ｄ

　
な
い

。

Ａ
＋

Ｂ
の
合

計
が

７
０

％
以
上

私
は

、
日

ご
ろ
の

学
習
内

容
が

Ａ
　

ほ
と

ん
ど
理

解
で
き

る
。

Ｂ
　

だ
い

た
い
理

解
で
き

る
。

【
目

標
指
数

】
Ｃ

　
半
分

く
ら
い

は
理
解

で
き

る
。

Ａ
＋

Ｂ
の
合

計
が

８
０

％
以
上

Ｄ
　

あ
ま

り
理
解

で
き
て

い
な
い

。

あ
な

た
の

お
子
さ

ん
は
、

日
々
の

学
習

内
容

を

Ａ
　

ほ
と

ん
ど
理

解
し
て

い
る
。

Ｂ
　

お
お

む
ね
理

解
し
て

い
る
。

【
目

標
指
数

】
Ｃ

　
半
分

く
ら
い

理
解
し

て
い

る
。

Ａ
＋

Ｂ
の
合

計
が

７
０

％
以
上

Ｄ
　

あ
ま

り
理
解

し
て
い

な
い
。

漢
字

や
計

算
の
練

習
を
、

Ａ
　

毎
日

実
施
し

、
ノ
ー

ト
の
点

検
を

行
っ

て
い
る

。

Ｂ
　

ほ
ぼ

毎
日
実

施
し
、

ノ
ー

ト
の

点
検
を

行
っ
て

い
る
。

Ｃ
　

毎
日

実
施
し

て
い
る

が
、
ノ

ー
ト

の
点

検
は
十

分
で

　
　

は
な

い
。

【
目

標
指
数

】
Ｄ

　
あ
ま

り
実
施

し
て
い

な
い
。

Ａ
＋

Ｂ
の
合

計
が

８
０

％
以
上

漢
字

・
計

算
テ
ス

ト
に
お

い
て

各
教

科
等
に

お
い

て
、

重
点
単

元
（
教

材
）

を
き
め

て
教

材
研

究
を
行

っ
て
い

る
。

（
取
組

指
標

）

確 か な 学 力

回
答

者
の

が
７

０
％

を
再
検

討
す

回
答

者
の

が
８

０
％

方
を
再

検
討

回
答

者
の

が
７

０
％

方
を

再
検

る
。

回
答

者
の

が
８

０
％

を
再
検

討
す

回
答

者
の

授
業
研

究
を
積

極
的
に

行
い

、
よ

く
わ
か

る
授
業

の
創

造
に
努

め
る
。

学
校

評
価

総
合

シ
ー

ト
事

例

基
礎

学
力

の
定
着

を
図
る

。

校
内
漢

字
・
計

算
テ
ス

ト
を

実
施
す

る
。

児
童

は
、
「

授
業

が
わ

か
る
」

と
感
じ

て
い
る

。
（
成

果
指

標
）

児
童

は
、
日

々
の

学
習

内
容
を

理
解
し

て
い
る

。
（
満

足
度

指
標

）

漢
字

・
計
算

ド
リ

ル
や

小
プ
リ

ン
ト
を

活
用
し

、
漢
字

の
書

き
取

り
や
計

算
力
の

定
着
を

図
っ
て

い
る

。
（

取
組
指

標
）

漢
字

・
計
算

テ
ス

ト
で

目
標
点

数
に
到

達

判
 定

 基
 準

回
答

者

Ａ
　

２
つ

の
テ
ス

ト
の
平

均
点
が

９
５

点
以

上
で
あ

る
。

Ｂ
　

２
つ

の
テ
ス

ト
の
平

均
点
が

９
０

点
以

上
で
あ

る
。

【
目

標
指
数

】
Ｃ

　
２
つ

の
テ
ス

ト
の
平

均
点
が

８
０

点
以

上
で
あ

る
。

Ａ
＋

Ｂ
の
合

計
が

７
０

％
以
上

Ｄ
　

２
つ

の
テ
ス

ト
の
平

均
点
が

８
０

点
未

満
で
あ

る
。

私
は

、
漢

字
・
計

算
テ
ス

ト
の

た
め

の
勉
強

を

Ａ
　

毎
日

取
り
組

ん
だ
。

Ｂ
　

ほ
ぼ

毎
日
取

り
組
ん

だ
。

【
目

標
指
数

】
Ｃ

　
あ
ま

り
取
り

組
ま
な

か
っ

た
。

Ａ
＋

Ｂ
の
合

計
が

８
０

％
以
上

Ｄ
　

ほ
と

ん
ど
取

り
組
ま

な
か

っ
た

。

教
職

員

教
職

員

教
職

員

保
護

者

児
童

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

未
満

の
場

合
は

、
研

修
体

制
等

る
。

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

未
満

の
場

合
は

、
指

導
の

在
り

す
る

。

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

未
満

の
場

合
は

、
指

導
の

在
り

討
し

家
庭

と
の

連
携

を
強

化
す

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

未
満

の
場

合
は

、
取

組
体

制
等

る
。

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
７

０
％

未
満

の
場

合
は

取
組

体
制

や
指

導
方
法

を
再
検

討
す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

、
作

成
方

法
等

を
再
検

討
す
る

。
児

童

○
○

市
立

○
○

小
学

校
　

①

し
て

い
る
。

（
成

果
指

標
）

児
童

は
、
漢

字
・

計
算

テ
ス
ト

に
熱
心

に
取
り

組
ん
で

い
る

。
（

満
足
度

指
標
）
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項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点
・

目
標
指

数
判

  
断

  
基
 
 準

基
礎

学
力

の
定
着

を
図
る

。
読

書
活

動
の
充

実
を
図

る
。

「
朝

の
読

書
」
で

は
、

Ｂ
　

時
間

に
は
教

室
に
行

き
、
児

童
と

と
も

に
読
書

し
て

　
　

い
る

。

【
目

標
指
数

】

Ａ
＋

Ｂ
の
合

計
が

８
０

％
以
上

図
書

室
に

は
、
児

童
に
読

ま
せ

た
い

本
が

図
書

室
の
環

境
整

備
の

充
実
を

図
っ
て

い
る
。

（
取
組

指
標

）

「
朝

の
読
書

」
の

充
実

を
図
っ

て
い
る

。
（
取

組
指
標

）
Ａ

　
多
様

な
ジ
ャ

ン
ル
の

本
を
児

童
に

紹
介

す
る
な

ど
、

　
　

時
間

い
っ
ぱ

い
意
欲

的
に
取

り
組

ん
で

い
る
。

Ｃ
　

児
童

が
本
の

選
択
に

時
間
を

と
る

な
ど

、
読
書

の
時

　
　

間
が

十
分
確

保
で
き

て
い

な
い

。

Ｄ
　

教
室

に
行
く

の
が
遅

れ
る

な
ど

、
十
分

な
指
導

が
　

　
で
き

て
い
な

い
。

学
校

評
価

総
合

シ
ー

ト
事

例

判
 定

 基
 準

回
答

者

Ａ
　

十
分

に
揃
っ

て
い
る

。

Ｂ
　

お
お

む
ね
揃

っ
て
い

る
。

【
目

標
指
数

】
Ｃ

　
あ
ま

り
揃
っ

て
い
な

い
。

Ａ
＋

Ｂ
の
合

計
が

６
０

％
以
上

Ｄ
　

ほ
と

ん
ど
な

い
。

私
は

、

Ａ
　

週
に

３
回
程

度
、
図

書
室
で

本
を

読
ん

で
い
る

。

Ｂ
　

週
に

２
回
程

度
、
図

書
室
で

本
を

読
ん

で
い
る

。

【
目

標
指
数

】
Ｃ

　
週
に

１
回
程

度
、
図

書
室
で

本
を

読
ん

で
い
る

。

Ａ
＋

Ｂ
の
合

計
が

６
０

％
以
上

Ｄ
　

図
書

室
に
は

ほ
と
ん

ど
行
か

な
い

。

あ
な

た
の

お
子
さ

ん
は
、

家
庭
で

Ａ
　

読
書

を
す
る

習
慣
が

つ
い

て
い

る
。

Ｂ
　

し
ば

し
ば
本

を
読
ん

で
い

る
。

【
目

標
指
数

】
Ｃ

　
あ
ま

り
本
を

読
ま
な

い
。

Ａ
＋

Ｂ
の
合

計
が

６
０

％
以
上

Ｄ
　

ほ
と

ん
ど
本

を
読
ま

な
い
。

児
童

は
図
書

室
を

積
極

的
に
利

用
し
て

い
る
。

（
成
果

指
標

）

児
童

は
、
読

書
に

親
し

ん
で
い

る
。
（

満
足
度

指
標
）

保
護

者

確 か な 学 力

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

、
取

組
体

制
等

を
再
検

討
す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
６

０
％

未
満

の
場

合
は

、
環

境
整

備
の

在
り
方

等
を
再

検
討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
６

０
％

未
満

の
場

合
は

、
指

導
方

法
や

内
容
等

を
検
討

す
る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
６

０
％

未
満

の
場

合
は

、
家

庭
へ

の
啓

発
活
動

等
を
検

討
す
る

。

教
職

員

教
職

員

児
童

○
○

市
立

○
○

小
学

校
　

① 
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項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評
価

の
観

点
・

目
標
指

数
判

  
断

 
 基

  
準

総
合

的
な

学
習

の
時

間
で

は
、

Ａ
　

学
期

に
１

回
以

上
は

地
域

に
出
か

け
、

地
域

の
人
と

　
　

積
極

的
に

交
流

し
て

い
る

。

Ｂ
　

学
期

に
１

回
以

上
は

地
域

の
人
に

学
校

に
き

て
も
ら

　
　

い
、

交
流

活
動

を
行

っ
て

い
る
。

【
目
標

指
数

】

Ｃ
　

で
き

る
だ

け
地

域
の

人
と

交
流
す

る
よ

う
心

が
け

　
　

て
い

る
。

Ａ
＋
Ｂ

の
合

計
が

６
０
％

以
上

Ｄ
　

交
流

学
習

は
ほ

と
ん

ど
し

て
い
な

い
。

私
は

、
こ

れ
ま

で
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活
動

に

Ａ
　

２
回

以
上

参
加

し
て

い
る

。

Ｂ
　

１
回

参
加

し
た

こ
と

が
あ

る
。

【
目
標

指
数

】
Ｃ

　
参

加
し

た
い
が

、
ま

だ
参

加
し
た

こ
と

は
な

い
。

Ａ
＋
Ｂ

の
合

計
が

５
０
％

以
上

Ｄ
　

興
味

や
関

心
が

な
い

。

学
校

の
、

人
権

を
尊

重
す

る
心

や
態

度
を

育
て

る
た

め
の

取
組

や
指

導
に

つ
い
て

Ａ
　

十
分

満
足

し
て

い
る

。

Ｂ
　

お
お

む
ね

満
足

し
て

い
る

。

【
目
標

指
数

】
Ｃ

　
や

や
満

足
し
て

い
る

。

Ａ
＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０
％

以
上

Ｄ
　

満
足

し
て

い
な

い
。

発
表

集
会

活
動

は
、

Ａ
　

計
画

通
り

に
実

施
し

、
活

動
内
容

の
見

直
し

等
も

　
　

適
宜

行
っ

て
い

る
。

Ｂ
　

計
画

通
り

に
実

施
し

て
い

る
。

【
目
標

指
数

】
Ｃ

　
あ

ま
り

計
画
通

り
に

は
実

施
で
き

て
い

な
い

。

低
・
中

・
高

学
年

別
発
表

集
会

活
動

を
実

施
し
て

い
る

。
（

取
組
指

標
）

総
合

的
な

学
習

の
時

間
に

お
い

て
、

人
権

を
テ

ー
マ

に
し

た
学

習
を

行
う

。

自
他

の
人

権
を

尊
重

す
る

心
や

態
度

を
育

て
る

。

お
互

い
の

思
い

を
伝

え
合

う
場

面
を
多

く
設

定
す

る
。

回
答

者
が

６
０

を
再

検
討

す
る

回
答

者
が

５
０

を
再

検
討

す
る

地
域
の

人
と

交
流

す
る
学

習
に

積
極

的
に

取
り
組

ん
で

い
る

。
（
取

組
指

標
）

児
童
は

、
関

心
を

持
っ
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動
に

関
わ

っ
て

い
る
。

（
成

果
指

標
）

学
校
は

、
人

権
を

尊
重
す

る
心

や
態

度
を

育
て
よ

う
と

し
て

い
る
。

（
満

足
度

指
標

）

学
校
評

価
総
合
シ

ー
ト
事
例

豊 か な 心

回
答

者
が

７
０

再
検

る
。

回
答

者
が

７
０

を
再

検
討

す
る

判
 
定
 
基

 準
回

答
者

Ａ
＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０
％

以
上

Ｄ
　

ほ
と

ん
ど

計
画

通
り

に
は

実
施
で

き
て

い
な

い
。

ト
ー

ク
の

日
に

は
、

Ａ
　

毎
月

必
ず

ト
ー

ク
を

実
施

し
、
仲

間
づ

く
り

に
　

　
生

か
し

て
い
る

。

Ｂ
　

毎
月

必
ず

ト
ー

ク
を

実
施

し
、
話

し
合

い
活

動
を

　
　

行
っ

て
い

る
。

Ｃ
　

お
お

む
ね

ト
ー

ク
を

実
施

し
、
日

ご
ろ

の
生

活
を

　
　

振
り

返
ら

せ
て

い
る

。

（
目
標

指
標

）
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

６
０
％

以
上

Ｄ
　

回
数

、
内

容
と

も
ト

ー
ク

を
十
分

に
実

施
で

き
て

　
　

い
な

い
。

学
級
で

、
一

つ
の

テ
ー
マ

に
つ

い
て

話
し

合
い
、

自
己

を
見

つ
め
る

時
間

（
ト

ー
ク

の
日
）

を
設

定
し

て
い
る

。
（

取
組

指
標

）

教
職

員

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
６

０
％

未
満

の
場

合
は

、
取

組
体

制
等

を
再

検
討

す
る
。

の
Ａ

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

合
％

未
満

の
場

合
は

、
取

組
体

制
等

。

の
Ａ

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

合
％

未
満

の
場

合
は

、
取

組
内

容
等

。

教
職

員

児
童

教
職

員

保
護

者

○
○
市
立
○

○
小
学
校

　
①

の
Ａ

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

合
％

未
満

の
場

合
は

、
取

組
内

容
の

討
と

家
庭

へ
の

連
絡

等
を

強
化

す

の
Ａ

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

合
％

未
満

の
場

合
は

、
取

組
体

制
等

。
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項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評
価

の
観

点
・

目
標
指

数
判

  
断

 
 基

  
準

私
は

、
学

級
や

集
会

活
動

に
お

い
て

Ａ
　

だ
い

た
い

自
分

の
思

い
や

感
想
を

友
達

と
伝

え
合
う

　
　

こ
と

が
で

き
て

い
る

。

Ｂ
　

と
き

ど
き

は
自

分
の

思
い

や
感
想

を
友

達
に

伝
え
る

　
　

こ
と

が
で

き
て

い
る

。

Ｃ
　

自
分

の
思

い
や

感
想

を
友

達
に
伝

え
る

こ
と

が
　

　
あ

ま
り

で
き
な

い
。

（
目
標

指
標

）
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０
％

以
上

Ｄ
　

自
分

の
思

い
や

感
想

を
ほ

と
ん
ど

言
う

こ
と

が
　

　
で

き
な

い
。

私
は

、
集

会
活

動
の

時
間

を

Ａ
　

と
て

も
楽

し
み

に
し

て
い

る
。

Ｂ
　

楽
し

み
に

し
て

い
る

。

【
目
標

指
数

】
Ｃ

　
あ

ま
り

楽
し
み

に
し

て
い

な
い
。

Ａ
＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０
％

以
上

Ｄ
　

ま
っ

た
く

楽
し

み
に

し
て

い
な
い

。

研
修

会
で

は
、

Ａ
　

課
題

の
本

質
を

し
っ

か
り

と
理
解

し
、

積
極

的
に

　
　

発
言

し
た

り
、

手
立

て
を

考
え
た

り
し

て
い

る
。

Ｂ
　

課
題

の
本

質
を

し
っ

か
り

と
理
解

し
、

自
分

の
　

　
考

え
を

持
っ
て

い
る

。

Ｃ
　

課
題

の
本

質
を

十
分

に
理

解
で
き

な
い

と
き

が
あ

 
　

り
、
そ

の
と

き
は

自
分
の

意
見

に
自

信
が
持

て
な

い
。

（
目
標

指
標

）
Ｄ

　
周

り
の

意
見
を

参
考

に
し

な
が
ら

学
ん

で
い

る
段
階

　
　

で
ほ

と
ん

ど
聞

い
て

い
る

こ
と
が

多
い

。

児
童
は

、
様

々
な

活
動
の

場
で

、
自

分
の

思
い
を

伝
え

る
こ

と
が
で

き
る

。
（

成
果

指
標
）

児
童
は

、
集

会
活

動
等
の

活
動

を
楽

し
み

に
し
て

い
る

。
（

満
足
度

指
標

）

教
職
員

自
身

が
様

々
な
課

題
を

自
分

自
身

の
も
の

と
し

て
受

け
止
め

、
適

切
に

対
応

で
き
る

力
の

育
成

を
図
っ

て
い

る
。

（
取

組
指
標

）

お
互

い
の

思
い

を
伝

え
合

う
場

面
を
多

く
設

定
す

る
。

回
答

者
が

７
０

を
再

検
る

。

豊 か な 心

回
答

者
が

７
０

取
組

内
容

等
を

回
答

者
が

７
０

内
容

等
を

再
検

自
他

の
人

権
を

尊
重

す
る

心
や

態
度

を
育

て
る

。

判
 
定
 
基

 準
回

答
者

Ａ
＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０
％

以
上

気
が

か
り

な
児

童
に

対
し

て
、

Ａ
　

全
職

員
が

共
通

理
解

し
、

迅
速
か

つ
適

切
な

対
応
が

　
　

で
き

て
い

る
。

Ｂ
　

全
職

員
が

共
通

理
解

し
、

適
切
な

対
応

を
　

　
考

え
て

い
る
。

Ｃ
　

全
職

員
が

共
通

理
解

は
し

て
い
る

が
、

一
部

の
職
員

　
　

だ
け

が
対

応
し

て
い

る
。

（
目
標

指
標

）
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

８
０
％

以
上

Ｄ
　

共
通

理
解

が
で

き
て

お
ら

ず
、
対

応
も

不
十

分
で

　
　

あ
る

。

気
が
か

り
な

児
童

に
対
し

て
、

全
職

員
が

共
通
理

解
を

持
ち

対
応
し

て
い

る
。

（
成

果
指
標

）

の
Ａ

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

合
％

未
満

の
場

合
は

、
指

導
方

法
等

討
し

、
家

庭
へ

の
連

絡
を

強
化

す

児
童

の
Ａ

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

合
％

未
満

の
場

合
は

、
指

導
方

法
や

再
検

討
す

る
。

の
Ａ

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

合
％

未
満

の
場

合
は

、
取

組
体

制
や

討
す

る
。

教
職

員

児
童

教
職

員

○
市
立
○

○
小
学
校

研
修

会
や

事
例

を
通

し
て

、
教

職
員

の
人

権
意

識
の

高
揚

に
努

め
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

、
取

組
方

法
や

研
修

の
在

り
方

等
に

つ
い

て
再

検
討

す
る

。

　
① 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ー
ト
事
例

 

 

価
総
合
シ

 

 

学
校
評
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項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評
価

の
観

点
・

目
標
指

数
判

  
断

 
 基

  
準

判
 
定
 
基

 準
回

答
者

先
生

は
、

Ａ
　

私
の

こ
と

を
十

分
理

解
し

て
い
て

く
れ

て
、

私
の
困

っ
　

　
て

い
る

こ
と
も

し
っ

か
り

と
受
け

止
め

、
解

決
し
て

く
　

　
れ

る
。

Ｂ
　

私
の

こ
と

を
一

応
理

解
し

て
い
て

く
れ

て
、

私
の
困

っ
　

　
て

い
る

こ
と
は

き
ち

ん
と

対
応
し

て
く

れ
る

。

Ｃ
　

私
の

こ
と

を
あ

ま
り

理
解

し
て
く

れ
ず

、
私

の
困
っ

て
　

　
い

る
こ

と
に
も

き
ち

ん
と

対
応
し

て
く

れ
な

い
。

Ｄ
　

私
の

こ
と

を
理

解
し

て
く

れ
て
い

な
い

。

先
生

は
、

Ａ
　

子
ど

も
の

こ
と

を
十

分
理

解
し
て

く
れ

て
お

り
、
子

ど
　

　
も

も
先

生
の
こ

と
を

と
て

も
信
頼

し
て

い
る

。

Ｂ
　

子
ど

も
の

こ
と

を
一

応
理

解
し
て

く
れ

て
お

り
、
子

ど
　

　
も

も
先

生
の
こ

と
を

信
頼

し
て
い

る
。

Ｃ
　

子
ど

も
の

こ
と

を
あ

ま
り

理
解
し

て
お

ら
ず

、
子
ど

も
　

　
も

先
生

の
こ
と

を
あ

ま
り

よ
く
思

っ
て

い
な

い
。

（
目
標

指
標

）
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０
％

以
上

Ｄ
　

子
ど

も
の

こ
と

を
理

解
し

て
い
な

い
。

教
職
員

は
、

児
童

の
悩
み

や
意

見
を

受
け

止
め
、

し
っ

か
り

と
対
応

し
て

い
る

。
（

満
足

度
指

標
）

教
職
員

は
、

児
童

を
十
分

理
解

し
、

児
童

も
教
職

員
を

信
頼

し
て
い

る
。

（
満

足
度

指
標
）

（
目
標

指
標

）
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０
％

以
上

研
修

会
や

事
例

を
通

し
て

、
教

職
員

の
人

権
意

識
の

高
揚

に
努

め
る

。

豊 か な 心

児
童

保
護

者

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
７

０
％

未
満

の
場

合
は

、
実

施
方

法
や

研
修

の
在

り
方

等
に

つ
い

て
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
７

０
％

未
満

の
場

合
は

、
家

庭
と

の
連

携
等

を
強

化
す

る
。

自
他

の
人

権
を

尊
重

す
る

心
や

態
度

を
育

て
る

。

○
○
市
立
○

○
小
学
校

　
①

学
校
評

価
総
合
シ

ー
ト
事
例
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項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

・
目

標
指

数
判

 
 断

 
 基

 
 準

（
取

組
指

標
）

「
早

寝
・

早
起

き
・

朝
ご

は
ん

」
に

つ
い

て
の

児
童

に
対

す
る

指
導

や
保

護
者

へ
の

啓
発

活
動

を
、

「
早

寝
・

早
起

き
・

朝
ご

は
ん

」
の

指
導

を
行

っ
て

い
る

。
Ａ

　
あ

ら
ゆ

る
機

会
を

通
し

て
、

意
図
的

・
計

画
的

に
行

　
　

っ
て

い
る

。

Ｂ
　

学
級

の
時

間
や

通
信

等
を

通
し

て
、
意

図
的

・
計

画
　

　
的

に
行

っ
て

い
る

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
　

学
級

の
時

間
や

通
信

等
を

通
し

て
、
２

～
３

回
行

っ
　

　
た

。

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

Ｄ
　

ほ
と

ん
ど

行
っ

て
い

な
い

。

（
成

果
指

標
）

私
は

、

Ａ
　

睡
眠

時
間

は
８

時
間

以
上

と
り

、
朝
ご

は
ん

も
毎

日
　

　
し

っ
か

り
と

食
べ

て
い

る
。

Ｂ
　

睡
眠

時
間

は
８

時
間

以
上

と
り

、
朝
ご

は
ん

も
ほ

ぼ
　

　
毎

日
食

べ
て

い
る

。

Ｃ
　

睡
眠

時
間

は
８

時
間

よ
り

少
な

い
が

、
朝

ご
は

ん
は

　
　

ほ
ぼ

毎
日

食
べ

て
い

る
。

（
目

標
指

標
）

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
６

０
％

以
上

Ｄ
　

睡
眠

時
間

は
８

時
間

よ
り

少
な

く
、
朝

ご
は

ん
も

食
　

　
べ

な
い

と
き

が
多

い
。

（
満

足
度

指
標

）
あ

な
た

の
家

庭
で

は
、

Ａ
　

「
早

寝
・

早
起

き
・

朝
ご

は
ん

」
は
、

ほ
と

ん
ど

で
　

　
き

て
い

る
。

Ｂ
　

「
早

寝
・

早
起

き
・

朝
ご

は
ん

」
は
、

だ
い

た
い

で
　

　
き

て
い

る
。

Ｃ
　

「
早

寝
・

早
起

き
・

朝
ご

は
ん

」
は
、

あ
ま

り
で

き
　

　
て

い
な

い
。

（
目

標
指

標
）

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
６

０
％

以
上

Ｄ
　

「
早

寝
・

早
起

き
・

朝
ご

は
ん

」
に
取

り
組

ん
で

い
　

　
な

い
。

「
早

寝
・

早
起

き
・

朝
ご

は
ん

」
に

取
組

み
、

元
気

に
登

校
し

て
い

る
。

自
ら

規
則

正
し

い
生

活
を

心
が

け
る

児
童

が
増

え
て

い
る

。

健 や か な 体

回
答

者
の

Ａ
ま

が
７

０
％

未
満

を
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

が
６

０
％

未
満

家
庭

と
の

連
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

が
６

０
％

未
満

発
活

動

学
校

評
価
総

判
 
定
 
基

 準
回

答
者

（
取

組
指

標
）

チ
ャ

レ
ン

ジ
の

時
間

は
、

Ａ
　

年
間

を
通

し
て

、
児

童
と

時
間

い
っ

ぱ
い

一
緒

に
活

　
　

動
し

て
い

る
。

Ｂ
　

お
お

む
ね

児
童

と
一

緒
に

時
間

い
っ

ぱ
い

活
動

し
て

　
　

い
る

。

Ｃ
　

開
始

時
刻

に
遅

れ
、

あ
ま

り
児

童
と
一

緒
に

活
動

し
　

　
て

い
な

い
。

（
目

標
指

標
）

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

Ｄ
　

ほ
と

ん
ど

参
加

せ
ず

、
児

童
任

せ
で

あ
る

。

業
間

の
体

育
的

活
動

を
充

実
す

る
。

チ
ャ

レ
ン

ジ
（

業
間

の
体

育
的

活
動

）
の

時
間

の
充

実
に

努
め

て
い

る
。

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

の
場

合
は

、
取

組
体

制
等

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

の
場

合
は

、
取

組
体

制
や

携
の

在
り

方
を

再
検

討
す

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

の
場

合
は

、
家

庭
へ

の
啓

を
強

化
す

る
。

ト
事
例

家
庭

と
連

携
し

、
規

則
正

し
い

生
活

リ
ズ

ム
の

確
立

に
努

め
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
７

０
％

未
満

の
場

合
は

、
取

組
体

制
等

を
再

検
討

す
る

。

○
○
小

健
康

・
安

全
教

育
の

充
実

を
図

る
。

教
職

員

児
童

保
護

者

教
職

員

　
① 

学
校 

 

○
市
立

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合
シ
ー
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項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

・
目

標
指

数
判

 
 断

 
 基

 
 準

私
は

、
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
マ

ラ
ソ

ン
で

は
、

Ａ
　

校
庭

を
９

周
（

中
学

年
８

周
、

低
学

年
７

周
）

以
上

　
　

走
っ

て
い

る
。

Ｂ
　

校
庭

を
７

周
（

中
学

年
６

周
、

低
学

年
５

週
）

以
上

　
　

走
っ

て
い

る
。

Ｃ
　

校
庭

を
５

周
（

中
学

年
４

週
、

低
学

年
３

週
）

以
上

　
　

走
っ

て
い

る
。

（
目

標
指

標
）

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

Ｄ
　

歩
い

た
り

、
し

ゃ
べ

り
な

が
ら

走
る
こ

と
が

多
い

。

私
は

、
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
時

間
が

Ａ
　

と
て

も
楽

し
み

で
、

め
あ

て
を

も
っ
て

取
り

組
ん

で
　

　
い

る
。

Ｂ
　

楽
し

み
で

、
頑

張
っ

て
取

り
組

ん
で

い
る

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
　

あ
ま

り
楽

し
く

な
い

。

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

Ｄ
　

な
い

ほ
う

が
よ

い
。

児
童

を
危

険
か

ら
守

る
た

め
の

指
導

や
訓
練

を
、

Ａ
　

年
に

１
０

日
以

上
実

施
し

て
い

る
。

Ｂ
　

年
に

８
回

以
上

実
施

し
て

い
る

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
　

年
に

６
回

以
上

実
施

し
て

い
る

。

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

Ｄ
　

全
校

で
実

施
す

る
防

犯
訓

練
や

安
全

教
室

だ
け

で
済

　
　

ま
せ

た
。

私
は

、

Ａ
　

集
団

登
下

校
で

は
交

通
ル

ー
ル

を
し

っ
か

り
と

守
り

　
　

防
犯

ブ
ザ

ー
の

点
検

も
き

ち
ん

と
し
て

、
そ

れ
を

身
　

　
に

着
け

て
い

る
Ｂ

　
集

団
登

下
校

で
は

交
通

ル
ー

ル
を

守
り

、
防

犯
ブ

ザ
　

　
ー

を
ち

ゃ
ん

と
身

に
着

け
て

い
る

。

Ｃ
　

集
団

登
下

校
で

は
、

と
き

ど
き

列
か
ら

離
れ

た
り

、
　

　
歩

道
か

ら
は

み
出

た
り

し
て

い
る

。
防

犯
ブ

ザ
ー

　
　

も
身

に
着

け
て

い
な

い
と

き
が

あ
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

が
７

０
％

未
満

方
法

を

回
答

者
の

Ａ
ま

が
７

０
％

未
満

方
法

を

集
団

登
下

校
や

安
全

に
対

し
て

、
児

童
の

意
識

が
高

ま
っ

て
い

る
。

（
成

果
指

標
）

児
童

は
、

チ
ャ

レ
ン

ジ
（

業
間

の
体

育
的

活
動

）
の

マ
ラ

ソ
ン

に
熱

心
に

取
組

み
、

力
が

つ
い

て
い

る
。

（
成

果
指

標
）

児
童

は
、

チ
ャ

レ
ン

ジ
（

業
間

の
体

育
的

活
動

）
の

時
間

を
楽

し
み

に
し

て
い

る
。

（
満

足
度

指
標

）

防
犯

訓
練

の
実

施
な

ど
、

安
全

教
育

に
取

組
ん

で
い

る
。

（
取

組
指

標
）

回
答

者
の

Ａ
ま

が
７

０
％

未
満

方
法

を

回
答

者
の

Ａ
ま

が
８

０
％

未
満

方
法

を

学
校

評
価
総

判
 
定
 
基

 準
回

答
者

（
目

標
指

標
）

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

Ｄ
　

集
団

登
下

校
で

は
、

ふ
ざ

け
て

い
る
こ

と
が

多
く

、
　

　
防

犯
ブ

ザ
ー

も
あ

ま
り

身
に

着
け
て

い
な

い
。

学
校

は
、

Ａ
　

子
ど

も
の

安
全

に
関

し
て

、
十

分
に
指

導
し

て
い

　
　

る
。

Ｂ
　

子
ど

も
の

安
全

に
関

し
て

、
大

抵
の
こ

と
は

指
導

し
　

　
て

い
る

。

Ｃ
　

子
ど

も
の

安
全

に
関

し
て

、
あ

ま
り

指
導

し
て

い
な

　
　

い
。

（
目

標
指

標
）

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

Ｄ
　

子
ど

も
の

安
全

に
関

し
て

、
全

く
指
導

し
て

い
な

　
　

い
。

保
護

者

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

の
場

合
は

、
取

組
体

制
や

再
検

討
す

る
。

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

の
場

合
は

、
取

組
体

制
や

再
検

討
す

る
。

学
校

は
、

児
童

が
危

険
か

ら
身

を
守

る
た

め
の

方
法

等
を

指
導

し
て

い
る

。
（

満
足

度
指

標
）

児
童

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

の
場

合
は

、
取

組
体

制
や

再
検

討
す

る
。

児
童

教
職

員

児
童

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

の
場

合
は

、
取

組
体

制
や

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
７

０
％

未
満

の
場

合
は

、
実

施
方

法
や

家
庭

へ
の

連
絡

等
を

再
検

討
す

る
。

ト
事
例

健 や か な 体

児
童

の
危

機
管

理
意

識
の

向
上

に
努

め
る

。

○
○
小

健
康

・
安

全
教

育
の

充
実

を
図

る
。

業
間

の
体

育
的

活
動

（
業

間
の

体
育

的
活

動
）

を
充

実
す

る
。

　
① 

学
校 

 

○
市
立

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合
シ
ー
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項
目

重
点
目

標
具

体
的
取

組
評

価
の

観
点
・

目
標

指
数

判
  
断

  
基

  
準

「
学

校
一
日

公
開

」
に
関

し
て
、

Ｂ
　

学
級
通

信
等

を
通
し

て
、

参
加
を

呼
び
か

け
て

い
 
 
 
 
る

。

【
目
標

指
数
】

Ｃ
　

学
級
通

信
等

で
お
知

ら
せ
し

て
い

る
。

Ａ
＋
Ｂ

の
合
計

が
８
０

％
以

上
Ｄ
　

学
校
か

ら
の

案
内
文

書
だ

け
配
っ

て
い
る

。

Ａ
　

６
０
％

以
上

で
あ
る

。

Ｂ
　

５
０
％

以
上

で
あ
る

。

【
目
標

指
数
】

Ｃ
　

３
０
％

以
上

で
あ
る

。

Ａ
＋
Ｂ

の
合
計

が
６
０

％
以

上
Ｄ
　

３
０
％

未
満

で
あ
る

。

「
学

校
一
日

公
開

」
は
、

Ａ
　

子
ど
も

の
学

校
で
の

様
子
が

よ
く

わ
か
る

の
で

、
も

  
 
 っ

と
回

数
を

増
や
し

て
ほ
し

い
。

Ｂ
　

子
ど
も

の
学

校
で
の

様
子
が

よ
く

わ
か
る

の
で

、
こ

判
 定

 基
 準

回
答

者

 
 
 
 
れ

か
ら

も
続

け
て
ほ

し
い
。

【
目
標

指
数
】

Ｃ
　

土
日
開

催
に

し
て
ほ

し
い
。

Ａ
＋
Ｂ

の
合
計

が
７
０

％
以

上
Ｄ
　

担
任
と

懇
談

す
る
時

間
を

設
け
て

ほ
し
い

。

学
校

だ
よ
り

や
各

た
よ
り

を

Ａ
　

見
や
す

い
紙

面
づ
く

り
に
心

が
け

、
教
職

員
の

思
い

　
　

や
児
童

の
意

見
、
感

想
な

ど
が
よ

く
わ
か

る
よ

う
に

　
　

工
夫
し

て
い

る
。

Ｂ
　

教
職
員

の
思

い
や
児

童
の

意
見
、

感
想
な

ど
が

わ
か

　
　

る
よ
う

に
工

夫
し
て

い
る
。

Ｃ
　

児
童
の

意
見

や
感
想

な
ど
が

よ
く

わ
か
る

よ
う

に
工

 
 
 
 
夫

し
て

い
る

。

（
目
標

指
標
）

Ａ
＋
Ｂ

の
合
計

が
８
０

％
以

上
Ｄ
　

活
動
の

様
子

や
行
事

の
お
知

ら
せ

だ
け
に

し
て

い
　
　

る
。

○
○
市

学
校
　
①

＜
複

数
回

答
＞

Ａ
～
Ｄ

に
回
答

の
割
合

を
参

考
に

し
な
が

ら
、
「

学
校
一

日
公
開

」
の

実
施

の
在
り

方
に

つ
い

て
検

討
す
る

。

学
校
評
価
総

合
シ
ー
ト

回
答
者

の
Ａ
ま

た
Ｂ
と

判
断

し
た

割
合
が

８
０
％

未
満
の

場
合
は

、
実

施
方

法
や
取

組
体

制
等

を
再

検
討
す

る
。

回
答
者

の
Ａ
ま

た
Ｂ
と

判
断

し
た

割
合
が

６
０
％

未
満
の

場
合
は

、
授

業
内

容
の
再

検
討
や

保
護
者

へ
の
連

絡
を

強
化
す

る
。

回
答
者

の
Ａ
ま

た
Ｂ
と

判
断

し
た

割
合
が

８
０
％

未
満
の

場
合
は

、
取

組
方

法
等
を

再
検

討
す

る
。

教
職

員

教
職

員

教
職

員

保
護

者

信 頼 さ れ る 学 校 づ く り

学
校

だ
よ
り

等
を

通
し
て

学
校
の

活
動
を

保
護

者
や
地

域
の
人

に
伝
え

る
。

保
護

者
や

地
域

に
信

頼
さ

れ
る
学

校
づ
く

り
を

め
ざ
す

。
学
期

に
１
回

、
「

学
校
一

日
公
開

」
を
実

施
す

る
。

各
種
た

よ
り
の

充
実
に

努
め

て
い
る

。
（

取
組

指
標
）

Ａ
　

学
級
通

信
等

を
通
し

て
授

業
内
容

な
ど
を

知
ら

せ
、

  
 
 積

極
的

に
参

加
を
呼

び
か
け

て
い

る
。

あ
な

た
の
学

級
で

は
「
学

校
一
日

公
開

」
に
参

加
す

る
保
護

者
（

祖
父
母

）
が

、

保
護
者

や
祖
父

母
が
自

由
に

授
業
参

観
す

る
こ

と
が
で

き
る
。

（
取

組
指
標

）

参
加
す

る
保
護

者
や
祖

父
母

が
増
え

て
い

る
。

（
成
果

指
標
）

保
護
者

は
「
学

校
一
日

公
開

」
に
満

足
し

て
い

る
。
（

満
足
度

指
標

）
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○
○
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項
目

重
点
目

標
具

体
的
取

組
評

価
の

観
点
・

目
標

指
数

判
  
断

  
基

  
準

判
 定

 基
 準

回
答

者

あ
な

た
は
、

学
校

か
ら
の

各
た

よ
り
を

Ａ
　

必
ず
読

ん
で

、
子
ど

も
と
話

し
合

っ
て
い

る
。

Ｂ
　

必
ず
読

ん
で

い
る
。

【
目
標

指
数
】

Ｃ
　

あ
ま
り

読
ん

で
い
な

い
。

Ａ
＋
Ｂ

の
合
計

が
７
０

％
以

上
Ｄ
　

ほ
と
ん

ど
読

ん
で
い

な
い
。

学
年

・
学
級

だ
よ

り
は
、

Ａ
　

教
師
の

考
え

や
子
ど

も
の
様

子
が

よ
く
わ

か
り

、
満

　
　

足
し
て

い
る

。

Ｂ
　

子
ど
も

の
様

子
が
わ

か
り
、

お
お

む
ね
満

足
し

て
い

　
　

る
。

【
目
標

指
数
】

Ｃ
　

内
容
が

十
分

と
は
い

え
ず
、

あ
ま

り
満
足

し
て

い
な

　
　

い
。

Ａ
＋
Ｂ

の
合
計

が
７
０

％
以

上
Ｄ
　

内
容
が

不
十

分
で
、

ま
っ
た

く
満

足
し
て

い
な

い
。

あ
な

た
の
学

級
で

は
、
諸

活
動
に

お
い

て

Ｂ
　

特
に
校

外
学

習
等
に

お
い
て

、
ゲ

ス
ト
テ

ィ
ー

チ
ャ

　
　

ー
や
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

を
お
願

い
し

て
い
る

。

Ｃ
　

ゲ
ス
ト

テ
ィ

ー
チ
ャ

ー
や

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

は
あ

ま
り

　
　

お
願
い

し
て

い
な
い

。

（
目
標

指
標
）

Ａ
＋
Ｂ

の
合
計

が
６
０

％
以

上
Ｄ
　

ゲ
ス
ト

テ
ィ

ー
チ
ャ

ー
や

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

は
全

く
お

　
　

願
い
し

て
い

な
い
。

Ａ
　

児
童
の

興
味

・
関
心

が
高

ま
り
、

学
習
内

容
の

深
ま

　
　

り
や
広

が
り

が
見
ら

れ
る
。

Ｂ
　

児
童
の

興
味

・
関
心

が
高

ま
り
、

意
欲
的

な
学

習
態

　
　

度
が
見

ら
れ

る
。

【
目
標

指
数
】

Ｃ
　

学
習
に

対
す

る
関
心

度
が

高
ま
っ

て
い
る

。

Ａ
＋
Ｂ

の
合
計

が
６
０

％
以

上
Ｄ
　

児
童
の

学
習

に
効
果

が
見

ら
れ
る

と
い
う

こ
と

は
な

　
　

い
。

私
は

、
ゲ
ス

ト
テ

ィ
ー
チ

ャ
ー

や
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
の

方
に

Ａ
　

積
極
的

に
話

か
け
て

い
る
。

Ｂ
　

と
き
ど

き
話

か
け
て

い
る
。

Ｃ
　

あ
ま
り

話
か

け
て
い

な
い
。

【
目
標

指
数
】

Ｄ
　

ほ
と
ん

ど
話

か
け
て

い
な
い

。

Ａ
＋
Ｂ

の
合
計

が
６
０

％
以

上

○
○
市

児
童
は

、
ゲ
ス

ト
テ
ィ

ー
チ

ャ
ー
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
の

方
と
積

極
的

に
交
流

し
て

い
る

。
（
満

足
度
指

標
）

保
護
者

は
、
各

た
よ
り

を
読

ん
で
い

る
。
（

成
果
指

標
）

保
護
者

は
、
各

た
よ
り

の
内

容
に
満

足
し

て
い

る
。
（

満
足
度

指
標

）

諸
活
動

に
お
い

て
、
ゲ

ス
ト

テ
ィ
ー

チ
ャ
ー

や
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
を

お
願
い

し
、
内

容
の
充

実
を
図

る
。

（
取
組

指
標

）

ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー

チ
ャ
ー

や
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

の
活

用
に
よ

り
、
学

習
内

容
が
充

実
し

て
い

る
。
（

成
果
指

標
）

児
童

保
護

者

学
校
評
価
総

合
シ
ー
ト

回
答
者

の
Ａ
ま

た
は
Ｂ

と
判

断
し

た
割
合

が
６
０

％
未
満

の
場
合

は
、

学
習

内
容
や

実
施

方
法

等
を

再
検
討

す
る

。

回
答
者

の
Ａ
ま

た
は
Ｂ

と
判

断
し

た
割
合

が
７
０

％
未
満

の
場
合

は
、

内
容

や
配
付

方
法

等
を

再
検

討
す
る

。

回
答
者

の
Ａ
ま

た
は
Ｂ

と
判

断
し

た
割
合

が
７
０

％
未
満

の
場
合

は
、

内
容

の
再
検

討
を

す
る

。

回
答
者

の
Ａ
ま

た
は
Ｂ

と
判

断
し

た
割
合

が
６
０

％
未
満

の
場
合

は
、

取
組

方
法
や

募
集

方
法

等
を

再
検
討

す
る

。

回
答
者

の
Ａ
ま

た
は
Ｂ

と
判

断
し

た
割
合

が
６
０

％
未
満

の
場
合

は
、

学
習

内
容
や

実
施

方
法

等
を

再
検
討

す
る

。

保
護

者

教
職

員

教
職

員

保
護

者
や
地

域
に

信
頼
さ

れ
る
学

校
づ
く

り
を

め
ざ
す

。
学
校

だ
よ
り

等
を

通
し
て

学
校
の

活
動
を

保
護

者
や
地

域
の
人

に
伝
え

る
。

信 頼 さ れ る 学 校 づ く り

ゲ
ス

ト
テ
ィ

ー
チ

ャ
ー
や

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

な
ど

地
域
の

人
材
を

学
校
教

育
に

活
用
す

-23- 

立
○
○
小

学
校
　
①

事
例

る
。

Ａ
　

積
極
的

に
ゲ

ス
ト
テ

ィ
ー
チ

ャ
ー

や
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

　
　

を
お
願

い
し

、
活
動

内
容
の

充
実

に
努
め

て
い

る
。

あ
な

た
の
学

級
で

は
、
ゲ

ス
ト
テ

ィ
ー

チ
ャ
ー

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を
活

用
す

る
こ
と

で
、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学
校

評
価

総
合

シ
ー
ト

事
例

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
　

評
価

の
観

点
・

目
標

指
数

判
定

基
準

回
答

者

外
遊

び
を

奨
励

す
る

。
（

取
組

指
標

）
晴

れ
た

日
に

は
，

外
遊

び
に

出
る

よ
う

に

Ａ
毎

日
声

か
け

を
し

た
。

教
職

員

Ｂ
よ

く
声

か
け

を
し

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

声
か

け
を

し
な

か
っ

た
。

A
+
B
の

合
計

が
8
0
％

以
上

Ｄ
ほ

と
ん

ど
声

か
け

を
し

な
か

っ
た

。

進
ん

で
外

遊
び

を
す

る
。

（
成

果
指

標
）

天
気

の
よ

い
日

は
，

Ａ
毎

日
外

で
遊

ん
だ

。
児

童

Ｂ
よ

く
外

で
遊

ん
だ

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

外
で

遊
ば

な
か

っ
た

。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
ほ

と
ん

ど
外

で
遊
ば

な
か

っ
た

。

子
ど

も
は

，
放

課
後

や
休

み
に

日
に

Ａ
週

に
２

回
以

上
遊

ん
で

い
る

。
保

護
者

Ｂ
週

に
１

回
程

度
遊

ん
で

い
る

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
月

に
１

回
程

度
遊

ん
で

い
る

。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
全

く
遊

ん
で

い
な

い
。

学
年

の
走

破
目

標
を

達
成

さ
せ

る
た

め
，

Ａ
週

２
回

以
上

意
識

付
け

を
行

っ
た

。
教

職
員

Ｂ
週

１
回

意
識

付
け

を
行

っ
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
た

ま
に

意
識

付
け

を
行

っ
た

。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
意

識
付

け
を

行
わ

な
か

っ
た

。

わ
た

し
は

，
マ

ラ
ソ

ン
大

会
で

春
よ

り
秋

に
記

録
の

級
が

Ａ
２

級
以

上
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
し

た
。

児
童

Ｂ
１

級
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
し

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
同

じ
級

で
あ

っ
た
。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
級

が
下

が
っ

た
。

子
ど

も
は

，
放

課
後

や
休

み
の

日
に

マ
ラ

ソ
ン

（
体

力
づ

く
り

・
ス

ポ
少

含
む

Ａ
週

に
２

回
以

上
取

り
組

ん
で

い
た

。
保

護
者

Ｂ
週

に
１

回
程

度
取

り
組

ん
で

い
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
月

に
１

回
程

度
取

り
組

ん
で

い
た

。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
全

く
取

り
組

ん
で

い
な

い
。

○
○

市
立

子
ど

も
は

外
遊

び
を

楽
し

ん
で

い
る

。
（

満
足

度
指

標
）

マ
ラ

ソ
ン

で
学

年
の

走
破

目
標

（
高

:
5
0
k
m
,

中
:
4
0
k
m
,
低

:
3
0
k
m
)
を

達
成

さ
せ

る
。

（
取

組
指

標
）

マ
ラ

ソ
ン

大
会

で
春

よ
り

秋
に

記
録

の
級

が
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
す

る
。

（
成

果
指

標
）

子
ど

も
は

マ
ラ

ソ
ン

（
体

力
づ

く
り

）
に

意
欲

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

（
満

足
度

指
標

）

健 康 な 体

判
断

基
準

業
間

の
マ

ラ
ソ

ン
や

外
遊

び
を

奨
励

し
，

体
力

の
向

上
を

図
る

。

天
気

の
よ

い
日

は
，

元
気

に
外

で
遊

ば
せ

る
。

主
体

的
に

マ
ラ

ソ
ン

に
取

り
組

ま
せ

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

実
施

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

家
庭

と
の

連
携

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

実
施

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

実
施

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

家
庭

と
の

連
携

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

体
制

等
を

再
検

討
す

る
。

　
② 

小
学
校 

 

○
○ 
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学
校

評
価

総
合

シ
ー
ト

事
例

点
目

標
具

体
的

取
組

の
観

点
・

目
判

回
答

「
早

寝
・

早
起

き
」

を
奨

励
す

る
具

体
的

な
取

組
を

Ａ
十

分
に

行
っ

た
。

教
職

員

Ｂ
だ

い
た

い
行

っ
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

で
き

な
か

っ
た

。

A
+
B
の

合
計

が
7
5
％

以
上

Ｄ
全

く
で

き
な

か
っ

た
。

わ
た

し
は

，
目

標
時

刻
ま

で
に

Ａ
毎

日
寝

る
こ

と
が

で
き

た
。

児
童

Ｂ
週

に
３

回
以

上
寝

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
週

に
１

回
以

上
寝

る
こ

と
が

で
き

た
。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
全

く
寝

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。

子
ど

も
は
，

Ａ
声

を
か

け
な

く
て

も
，

毎
日

一
人

で
起

き
る

こ
と

が
で

き
た

。
保

護
者

Ｂ
週

に
３

回
以

上
，

声
を

か
け

な
く

て
も

一
人

で
起

き
る

こ
と

が
で

き
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
週

に
１

回
以

上
，

声
を

か
け

な
く

て
も

一
人

で
起

き
る

こ
と

が
で

き
た

。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
い

つ
も

，
声

を
か

け
て

起
こ

さ
な

い
と

起
き

な
い

。

ヘ
ル

メ
ッ

ト
着

用
を

，

Ａ
機

会
あ

る
ご

と
に

，
必

ず
指

導
し

た
。

教
職

員

Ｂ
機

会
あ

る
ご

と
に

，
ほ

ぼ
指

導
し

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
機

会
あ

る
ご

と
に

，
時

々
指

導
し

た
。

A
の

合
計

が
9
0
％

以
上

Ｄ
指

導
し

な
か

っ
た
。

自
転

車
に

乗
る

と
き

に
は

，

Ａ
必

ず
ヘ

ル
メ

ッ
ト
を

着
用

し
た

。
児

童

Ｂ
ほ

ぼ
ヘ

ル
メ

ッ
ト
を

着
用

し
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
時

々
ヘ

ル
メ

ッ
ト
を

着
用

し
た

。

A
の

合
計

が
9
0
％

以
上

Ｄ
全

く
ヘ

ル
メ

ッ
ト

を
着

用
し

な
か

っ
た

。

３
年

以
上

の
子

ど
も

は
，

自
転

車
に

乗
る

と
き

に
３

年
以

上

Ａ
必

ず
ヘ

ル
メ

ッ
ト

を
着

用
し

て
い

た
。

の
保

護
者

Ｂ
ほ

ぼ
ヘ

ル
メ

ッ
ト

を
着

用
し

て
い

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
時

々
ヘ

ル
メ

ッ
ト

を
着

用
し

て
い

た
。

A
の

合
計

が
9
0
％

以
上

Ｄ
全

く
ヘ

ル
メ

ッ
ト

を
着

用
し

な
か

っ
た

。

○
○

市
立

○
○

小
学
校

　
②

「
早

寝
・

早
起

き
」

を
奨

励
す

る
取

り
組

み
を

実
施

す
る

。
（

取
組

指
標

）

学
年

の
目

標
就

寝
時

刻
（

低
：

８
時

半
，

中
：

９
時

，
高

：
９

時
半

）
ま

で
に

ね
る

。
（

成
果

指
標

）

朝
，

一
人

で
起

き
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

満
足

度
指

標
）

子
ど

も
た

ち
に

，
安

全
の

た
め

ヘ
ル

メ
ッ

ト
着

用
を

指
導

す
る

。
（

３
年

以
上

）
（

取
組

指
標

）

自
転

車
に

乗
る

と
き

，
ヘ

ル
メ

ッ
ト

を
着

用
す

る
。

（
成

果
指

標
）

３
年

以
上

の
児

童
は

自
転

車
に

乗
る

と
き

に
，

ヘ
ル

メ
ッ

ト
を

着
用

し
て

い
る

。
（

満
足

度
指

標
）

基
本

的
な

生
活

習
慣

を
身

に
付

け
さ

せ
る

。

「
早

寝
・

早
起

き
」

を
奨

励
す

る
。

自
転

車
乗

車
時

の
ヘ

ル
メ

ッ
ト

着
用

を
推

進
す

る
。

（
３

年
以

上
）

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

家
庭

と
の

連
携

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
と

判
断

し
た

割
合

が
9
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

実
施

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
と

判
断

し
た

割
合

が
9
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

体
制

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
と

判
断

し
た

割
合

が
9
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

家
庭

と
の

連
携

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
5
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

体
制

等
を

再
検

討
す

る
。

健 康 な 体

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

家
庭

と
の

連
携

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

者
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項
目

重
　

評
価

標
指

数
定

基
準

判
断

基
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学
校

評
価

総
合

シ
ー
ト

事
例

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
の

観
点

・
目

判

授
業

の
中

で
，

漢
字

や
計

算
の

反
復

練
習

を

Ａ
必

ず
行

っ
た

。
教

職
員

Ｂ
ほ

ぼ
行

っ
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
時

々
行

っ
た

。

A
+
B
の

合
計

が
9
0
％

以
上

Ｄ
で

き
な

か
っ

た
。

わ
た

し
は

，
漢

字
や

計
算

テ
ス

ト
で

Ａ
い

つ
も

９
０

点
以

上
と

れ
た

。
児

童

Ｂ
い

つ
も

８
０

点
以

上
と

れ
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
い

つ
も

７
０

点
以

上
と

れ
た

。

A
+
B
の

合
計

が
8
0
％

以
上

Ｄ
７

０
点

以
上

と
れ

な
か

っ
た

。

漢
字

・
計

算
の

力
が

，

Ａ
よ

く
付

い
て

き
た
。

保
護

者

Ｂ
ど

ち
ら

か
一

方
は

，
よ

く
付

い
て

き
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
が

ん
ば

っ
て

い
る

が
，

力
が

あ
ま

り
付

か
な

か
っ

た
。

A
+
B
の

合
計

が
8
0
％

以
上

Ｄ
取

り
組

み
が

不
十

分
で

，
力

が
付

か
な

か
っ

た
。

各
部

会
で

，
公

開
授

業
お

よ
び

研
究

会
を

，

Ａ
５

回
以

上
実

施
で

き
た

。
教

職
員

Ｂ
４

回
以

上
実

施
で

き
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
３

回
以

上
実

施
で

き
た

。

A
+
B
の

合
計

が
9
0
％

以
上

Ｄ
３

回
以

下
し

か
実

施
で

き
な

か
っ

た
。

授
業

は
理

解
で

き
る

。
（

成
果

指
標

）
授

業
の

内
容

が
，

Ａ
よ

く
分

か
っ

た
。

児
童

Ｂ
だ

い
た

い
分

か
っ

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

分
か

ら
な

か
っ

た
。

A
+
B
の

合
計

が
8
0
％

以
上

Ｄ
分

か
ら

な
か

っ
た
。

子
ど

も
は

，
授

業
の

内
容

を

Ａ
よ

く
分

か
る

と
言

っ
て

い
る

。
保

護
者

Ｂ
だ

い
た

い
分

か
る

と
言

っ
て

い
る

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

分
か

ら
な

い
と

言
っ

て
い

る
。

A
+
B
の

合
計

が
8
0
％

以
上

Ｄ
分

か
ら

な
い

と
言

っ
て

い
る

。

○
○

市
立

○
○

小
学
校

　
②

確 か な 学 力

漢
字

や
計

算
の

反
復

練
習

に
よ

り
，

定
着

を
図

る
。

（
取

組
指

標
）

漢
字

や
計

算
テ

ス
ト

で
正

答
率

が
高

ま
る

。
（

成
果

指
標

）

子
ど

も
に

漢
字

・
計

算
の

力
が

つ
く

。
（

満
足

度
指

標
）

各
部

で
公

開
授

業
や

研
究

会
を

実
施

す
る

。
（

取
組

指
標

）

本
校

の
学

力
定

着
の

た
め

の
指

導
法

充
実

等
の

取
組

に
満

足
し

て
い

る
。

（
満

足
度

指
標

）

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

方
法

・
体

制
等

を
再

検
討

す
る

。

漢
字

・
計

算
の

力
を

つ
け

さ
せ

る
。

全
教

員
が

研
究

授
業

を
行

い
，

指
導

法
を

改
善

す
る

。

主
体

的
な

学
び

，
好

奇
心

を
刺

激
す

る
授

業
作

り
に

よ
り

学
習

内
容

の
定

着
を

図
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
9
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

実
施

方
法

お
よ

び
内

容
等

を
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

実
施

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

方
法

・
体

制
等

を
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

家
庭

と
の

連
携

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
9
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

体
制

等
を

再
検

討
す

る
。

　
評

価
標

指
数

定
基

準
回

答
者

判
断

基
準
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学
校

評
価

総
合

シ
ー
ト

事
例

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
　

評
価

の
観

点
・

目
標

指
数

判
定

基
準

回
答

者

朝
読

書
の

時
間

に
，

Ａ
毎

回
，

欠
か

す
こ

と
な

く
指

導
・

監
督

を
行

っ
た

。
教

職
員

Ｂ
2
回

に
1
回

程
度

，
指

導
・

監
督

を
行

っ
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
3
回

に
1
回

程
度

，
指

導
監

督
を

行
っ

た
。

A
+
B
の

合
計

が
9
0
％

以
上

Ｄ
ほ

と
ん

ど
指

導
・

監
督

を
し

な
か

っ
た

。

わ
た

し
は

，
各

学
年

の
目

標
冊

数
（

低
：

6
0
，

中
：

4
0
，

高
：

2
0
）

の

Ａ
本

を
読

め
た

。
児

童

Ｂ
８

割
（

低
：

4
8
さ

つ
，

中
：

3
2
冊

，
高

：
1
6
冊

）
の

本
を

読
め

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
６

割
（

低
：

3
6
さ

つ
，

中
：

2
4
冊

，
高

：
1
2
冊

）
の

本
を

読
め

た
。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
６

割
（

低
：

3
6
さ

つ
，

中
：

2
4
冊

，
高

：
1
2
冊

）
の

本
は

読
め

な
か

っ
た

。

我
が

家
で

は
，

Ａ
親

子
で

読
書

の
対

話
が

あ
り

，
読

書
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

た
。

保
護

者

Ｂ
本

を
読

む
姿

が
よ

く
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
以

前
よ

り
若

干
で

あ
る

が
，

読
書

量
が

増
え

た
。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
今

ま
で

と
変

わ
ら

な
か

っ
た

。

○
○

市
立

○
○

小
学
校

　
②

朝
読

書
の

時
間

の
充

実
を

図
る

。
（

取
組

指
標

）

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

方
法

・
内

容
等

を
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

体
制

・
家

庭
と

の
連

携
方

法
等

等
を

再
検

討
す

る
。

進
ん

で
読

書
に

親
し

む
習

慣
の

形
成

を
図

る
。

読
書

を
奨

励
す

る
。

自
分

か
ら

進
ん

で
目

標
冊

数
（

低
：

6
0
，

中
：

4
0
，

高
：

2
0
）

を
読

破
す

る
。

（
成

果
指

標
）

子
ど

も
は

読
書

に
親

し
ん

で
い

る
。

（
満

足
度

指
標

）

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
9
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

体
制

等
を

再
検

討
す

る
。

判
断

基
準

確 か な 学 力
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点
目

標
具

体
的

取
組

の
観

点
・

目
判

わ
た

し
は

，
学

級
で

ソ
ー

シ
ャ

ル
ス

キ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を

Ａ
月

に
１

回
以

上
実

施
で

き
た

。
教

職
員

Ｂ
必

要
に

応
じ

て
実

施
で

き
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
１

回
は

実
施

で
き

た
。

A
+
B
の

合
計

が
8
0
％

以
上

Ｄ
実

施
で

き
な

か
っ

た
。

わ
た

し
は

，
子

ど
も

に
「

あ
り

が
と

う
」

「
ご

め
ん

な
さ

い
」

の
言

葉
か

け

者
回

答

学
校

評
価

総
合

シ
ー
ト

事
例

項
目

重
　

評
価

標
指

数
定

基
準

を

Ａ
毎

日
，

意
識

し
て

言
う

こ
と

が
で

き
た
。

教
職

員

Ｂ
３

日
に

１
回

程
度

，
意

識
し

て
言

う
こ

と
が

で
き

た
。

保
護

者

【
目

標
指

数
】

Ｃ
１

週
間

に
１

回
程

度
，

意
識

し
て

言
う

こ
と

が
で

き
た

。

A
+
B
の

合
計

が
8
0
％

以
上

Ｄ
意

識
し

て
言

う
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た
。

わ
た

し
は

，
「

あ
り

が
と

う
」

「
ご

め
ん

な
さ

い
」

を

Ａ
素

直
に

言
う

こ
と

が
で

き
た

。
児

童

Ｂ
だ

い
た

い
，

素
直

に
言

う
こ

と
が

で
き

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

，
素

直
に

言
う

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

A
+
B
の

合
計

が
7
5
％

以
上

Ｄ
素

直
に

言
う

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

子
ど

も
は

，
「

あ
り

が
と

う
」

「
ご

め
ん

な
さ

い
」

を
，

Ａ
素

直
に

言
え

て
い

る
。

教
職

員

Ｂ
だ

い
た

い
素

直
に
言

え
て

い
る

。
保

護
者

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

素
直

に
言
え

て
い

な
い

。

A
+
B
の

合
計

が
7
5
％

以
上

Ｄ
素

直
に

言
え

て
い

な
い

。

わ
た

し
は

，
ふ

れ
あ

い
活

動
を

Ａ
計

画
を

基
に

，
よ

り
工

夫
し

て
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

教
職

員

Ｂ
計

画
的

に
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
実

施
す

る
こ

と
は

で
き

た
。

A
+
B
の

合
計

が
8
0
％

以
上

Ｄ
実

施
で

き
な

か
っ

た
。

わ
た

し
は

，
道

徳
の

授
業

を

Ａ
毎

週
実

施
し

た
。

教
職

員

Ｂ
予

定
授

業
時

数
は
確

保
で

き
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
標

準
授

業
時

数
を

確
保

で
き

な
か

っ
た

。

A
+
B
の

合
計

が
9
0
％

以
上

Ｄ
標

準
授

業
時

数
の

９
割

以
下

し
か

確
保

で
き

な
か

っ
た

。

子
ど

も
は

，
「

あ
り

が
と

う
」

「
ご

め
ん

な
さ

い
」

が
素

直
に

言
え

る
。

（
満

足
度

指
標

）

い
ろ

い
ろ

な
人

と
の

ふ
れ

あ
い

活
動

を
計

画
的

に
実

施
す

る
。

（
取

組
指

標
）

道
徳

の
授

業
を

計
画

的
に

行
う

。
（

取
組

指
標

）

思 い や り の 心

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
9
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

方
法

・
体

制
等

を
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

内
容

・
体

制
等

を
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
5
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

体
制

お
よ

び
家

庭
と

の
連

携
方

法
等

を
再

検
討

す
る

。

○
○

市
立

○
○

小
学
校

　
②

い
ろ

い
ろ

な
人

と
の

ふ
れ

あ
い

（
交

流
）

活
動

を
す

る
。

温
か

い
居

心
地

の
よ

い
学

級
づ

く
り

を
め

ざ
す

。

「
あ

り
が

と
う

」
「

ご
め

ん
な

さ
い

」
が

素
直

に
言

え
る

子
を

め
ざ

す
。

ソ
ー

シ
ャ

ル
ス

キ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
授

業
の

中
に

取
り

入
れ

る
。

（
取

組
指

標
）

子
ど

も
に

，
「

あ
り

が
と

う
」

「
ご

め
ん

な
さ

い
」

の
言

葉
か

け
を

意
識

し
て

行
う

。
（

取
組

指
標

）

「
あ

り
が

と
う

」
「

ご
め

ん
な

さ
い

」
が

素
直

に
言

え
る

。
（

成
果

指
標

）

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

実
施

方
法

お
よ

び
内

容
等

を
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

実
施

方
法

お
よ

び
家

庭
と

の
連

携
方

法
等

を
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
5
％

未
満

の
場

合
に

は
，

実
施

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

道
徳

教
育

の
充

実
や

福
祉

活
動

を
一

層
推

進
す

る
。

判
断

基
準
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学
校

評
価

総
合

シ
ー
ト

事
例

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
　

評
価

の
観

点
・

目
標

指
数

わ
た

し
は

，
い

ろ
い

ろ
な

人
と

の
ふ

れ
あ

い
活

動
が

Ａ
と

て
も

楽
し

か
っ

た
。

Ｂ
楽

し
か

っ
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

楽
し

く
な

か
っ

た
。

A
+
B
の

合
計

が
8
0
％

以
上

Ｄ
楽

し
く

な
か

っ
た
。

い
ろ

ん
な

人
と

の
ふ

れ
あ

い
を

通
し

て
，

子
ど

も
に

思
い

や
り

の

Ａ
よ

く
育

っ
て

い
る
。

Ｂ
だ

い
た

い
育

っ
て

い
る

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

育
っ

て
い

な
い

。

A
+
B
の

合
計

が
7
5
％

以
上

Ｄ
育

っ
て

い
な

い
。

わ
た

し
（

学
校

）
は

，

Ａ
十

分
意

識
付

け
を

す
る

こ
と

が
で

き
た
。

Ｂ
概

ね
意

識
付

け
を

す
る

こ
と

が
で

き
た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

意
識

付
け

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。

い
ろ

い
ろ

な
人

と
の

ふ
れ

あ
い

活
動

を
楽

し
め

て
い

る
。

（
成

果
指

標
）

「
あ

い
さ

つ
運

動
」

に
取

り
組

む
。

道
徳

教
育

の
充

実
や

福
祉

活
動

を
一

層
推

進
す

る
。

い
ろ

い
ろ

な
人

と
の

ふ
れ

あ
い

活
動

を
通

し
て

，
子

ど
も

に
思

い
や

り
の

心
が

育
っ

て
い

る
。

（
満

足
度

指
標

）

子
ど

も
や

家
庭

へ
「

あ
い

さ
つ

運
動

」
の

意
識

付
け

を
図

る
。

（
取

組
指

標
）

判
断

基
準

思 い や り の

い
ろ

い
ろ

な
人

と
の

ふ
れ

あ
い

（
交

流
）

活
動

を
す

る
。

判
定

基
準

回
答

者

児
童

心
が

，
保

護
者

教
職

員

A
+
B
の

合
計

が
8
0
％

以
上

Ｄ
意

識
付

け
を

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

わ
た

し
は

，
「

あ
い

さ
つ

運
動

」
に

Ａ
よ

く
取

り
組

ん
だ

。
児

童

Ｂ
だ

い
た

い
取

り
組

ん
だ

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

取
り

組
ま

な
か

っ
た

。

A
+
B
の

合
計

が
7
5
％

以
上

Ｄ
取

り
組

ま
な

か
っ

た
。

あ
い

さ
つ

運
動

の
取

り
組

み
に

よ
り

，
子

ど
も

に
思

い
や

り
の

心
が

，

Ａ
よ

く
育

っ
て

い
る
。

保
護

者

Ｂ
だ

い
た

い
育

っ
て

い
る

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

育
っ

て
い

な
い

。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
育

っ
て

い
な

い
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
5
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

体
制

・
方

法
等

を
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

家
庭

と
の

連
携

強
化

策
等

を
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

体
制

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
5
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

方
法

・
内

容
等

を
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

体
制

・
家

庭
と

の
連

携
方

法
等

を
再

検
討

す
る

。

○
○

市
立

○
○

小
学
校

　
②

自
分

を
振

り
返

る
こ

と
に

よ
り

，
子

ど
も

に
思

い
や

り
の

心
が

育
っ

て
い

る
。

（
満

足
度

指
標

）

自
分

を
振

り
返

り
な

が
ら

，
「

あ
い

さ
つ

運
動

」
に

取
り

組
め

る
。

（
成

果
指

標
）

心
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学
校

評
価

総
合

シ
ー
ト

事
例

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
の

観
点

・
目

判

わ
た

し
は

，
清

掃
の

指
導

・
監

督
を

，

Ａ
毎

日
欠

か
す

こ
と

な
く

行
っ

た
。

教
職

員

Ｂ
2
日

に
1
回

程
度

行
っ

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
週

1
回

程
度

行
っ

た
。

A
+
B
の

合
計

が
8
5
％

以
上

Ｄ
ほ

と
ん

ど
し

な
か

っ
た

。

わ
た

し
は

，
協

力
し

て
時

間
い

っ
ぱ

い
掃

除
を

す
る

こ
と

が
，

Ａ
よ

く
で

き
た

。
児

童

Ｂ
だ

い
た

い
で

き
た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

で
き

な
か

っ
た

。

A
+
B
の

合
計

が
8
0
％

以
上

Ｄ
で

き
な

か
っ

た
。

わ
た

し
は

，
掃

除
の

ピ
カ

ピ
カ

ポ
イ

ン
ト

賞
を

Ａ
毎

月
，

も
ら

え
た
。

児
童

Ｂ
２

ヶ
月

に
１

回
，

も
ら

え
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
１

回
，

ら
え

た
。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
も

ら
え

な
か

っ
た
。

自
分

の
勉

強
す

る
所

（
子

ど
も

部
屋

）
の

整
理

整
頓

・
清

掃
が

，

Ａ
い

つ
も

，
行

き
届

い
て

い
た

。
保

護
者

Ｂ
ほ

ぼ
，

行
き

届
い

て
い

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

，
行

き
届

い
て

い
な

か
っ

た
。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
行

き
届

い
て

い
な

か
っ

た
。

「
心

の
ノ

ー
ト

」
等

で
意

欲
付

け
を

し
，

お
手

伝
い

カ
ー

ド
で

実
践

化
を

Ａ
よ

く
図

っ
た

。
教

職
員

Ｂ
だ

い
た

い
図

っ
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

図
れ

な
か

っ
た

。

A
+
B
の

合
計

が
8
0
％

以
上

Ｄ
図

れ
な

か
っ

た
。

我
が

家
で

は
，

「
家

族
の

一
員

と
し

て
の

仕
事

（
手

伝
い

）
」

を

Ａ
毎

日
複

数
さ

せ
て

い
る

。
保

護
者

Ｂ
毎

日
さ

せ
て

い
る
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
必

要
に

応
じ

て
さ

せ
て

い
る

。

A
+
B
の

合
計

が
7
5
％

以
上

Ｄ
特

に
さ

せ
て

い
な

い
。

実 践 力 （ 生 き る 力 ）

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
5
％

未
満

の
場

合
に

は
，

家
庭

へ
の

連
絡

等
を

教
化

す
る

。

○
○

市
立

○
○

小
学
校

　
②

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
8
5
％

未
満

の
場

合
に

は
，

実
施

方
法

・
体

制
等

を
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

実
施

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

家
庭

と
の

連
携

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

体
制

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

実
施

方
法

・
体

制
等

を
再

検
討

す
る

。

協
力

し
て

時
間

い
っ

ぱ
い

掃
除

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
成

果
指

標
）

掃
除

の
チ

ェ
ッ

ク
カ

ー
ド

で
ピ

カ
ピ

カ
ポ

イ
ン

ト
賞

を
も

ら
え

る
。

（
満

足
度

指
標

）

子
ど

も
の

清
潔

な
環

境
作

り
（

勉
強

部
屋

）
へ

の
自

主
性

が
育

っ
て

い
る

。
（

満
足

度
指

標
）

「
心

の
ノ

ー
ト

」
や

授
業

を
活

用
し

意
欲

付
け

し
た

後
，

お
手

伝
い

カ
ー

ド
で

実
践

化
を

図
る

。
（

取
組

指
標
）

奉
仕

活
動

に
意

欲
的

に
取

り
組

め
る

子
を

育
成

す
る

。

清
掃

週
間

を
設

け
る

。

「
家

族
の

一
員

と
し

て
の

仕
事

」
を

奨
励

す
る

。

清
掃

の
指

導
・

監
督

を
徹

底
す

る
。

（
取

組
指

標
）

家
庭

で
子

ど
も

に
「

家
族

の
一

員
と

し
て

の
仕

事
」

を
与

え
る

。
（

取
組

指
標

）

者
回

答
　

評
価

標
指

数
定

基
準

判
断

基
準
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学
校

評
価

総
合

シ
ー
ト

事
例

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
の

観
点

・
目

判

わ
た

し
は
，

Ａ
自

分
か

ら
進

ん
で

仕
事

を
探

し
，

毎
日

手
伝

う
こ

と
が

で
き

た
。

児
童

Ｂ
自

分
の

役
割

を
持

ち
、

毎
日

手
伝

う
こ

と
が

で
き

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
時

々
、

手
伝

う
こ

と
が

で
き

た
。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
家

庭
で

手
伝

う
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た
。

子
ど

も
は
，

Ａ
自

分
か

ら
進

ん
で

仕
事

を
探

し
，

毎
日

手
伝

う
こ

と
が

で
き

て
い

た
。

保
護

者

Ｂ
自

分
の

役
割

を
持

ち
、

毎
日

手
伝

う
こ

と
が

で
き

て
い

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
時

々
、

手
伝

う
こ

と
が

で
き

て
い

た
。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
家

庭
で

手
伝

う
こ

と
が

で
き

て
い

な
か

っ
た

。

わ
た

し
は

，
授

業
の

進
度

に
あ

っ
た

適
切

な
内

容
及

び
適

量
の

課
題

を

Ａ
計

画
通

り
に

出
せ

た
。

教
職

員

Ｂ
だ

い
た

い
計

画
通
り

に
出

せ
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

計
画

通
り

に
出

せ
な

か
っ

た
。

A
+
B
の

合
計

が
9
0
％

以
上

Ｄ
ま

っ
た

く
出

せ
な

か
っ

た
。

わ
た

し
は

，
宿

題
を

Ａ
毎

日
忘

れ
ず

に
出

す
こ

と
が

で
き

た
。

児
童

Ｂ
月

に
１

回
く

ら
い

忘
れ

る
こ

と
が

あ
っ

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
週

に
１

回
く

ら
い

忘
れ

る
こ

と
が

あ
っ

た
。

A
+
B
の

合
計

が
8
0
％

以
上

Ｄ
忘

れ
る

こ
と

が
多

か
っ

た
。

こ
ど

も
は

，
家

庭
で

（
宿

題
を

含
め

て
）

Ａ
言

わ
れ

な
く

て
も

，
学

習
（

宿
題

）
に

取
り

組
ん

で
い

た
。

保
護

者

Ｂ
ほ

ぼ
言

わ
れ

な
く

て
も

，
学

習
（

宿
題

）
に

取
り

組
ん

で
い

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
言

わ
れ

る
ま

で
学

習
（

宿
題

）
に

取
り

組
ま

な
い

。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
家

庭
学

習
を

し
な

い
日

が
多

か
っ

た
。

わ
た

し
は

，
宿

題
以

外
に

自
分

で
学

習
す

る
内

容
を

考
え

、

Ａ
ほ

ぼ
毎

日
，

家
庭

学
習

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

児
童

Ｂ
週

２
回

以
上

，
家

庭
学

習
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

，
家

庭
学

習
を

で
き

な
か

っ
た
。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
ほ

と
ん

ど
，

家
庭

学
習

が
で

き
な

か
っ

た
。

宿
題

が
な

く
て

も
自

分
で

学
習

す
る

内
容

を
み

つ
け

て
学

習
を

す
る

こ
と

が
で

る
。

（
満

足
度

指
標

）

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

体
制

・
家

庭
と

の
連

携
方

法
等

を
再

検
討

す
る

。

○
○

市
立

○
○

小
学
校

　
②

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

家
庭

へ
の

連
絡

を
強

化
し

，
連

携
方

法
等

を
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

方
法

・
内

容
等

を
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
9
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

実
施

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

体
制

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

方
法

・
内

容
等

を
再

検
討

す
る

。

自
主

的
・

継
続

的
な

学
習

等
を

通
し

て
，

粘
り

強
く

最
後

ま
で

や
り

遂
げ

る
子

を
育

成
す

る
。

家
庭

学
習

の
習

慣
を

身
に

付
け

さ
せ

る
。

宿
題

を
忘

れ
ず

に
提

出
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
成

果
指

標
）

子
ど

も
が

家
庭

で
、

意
欲

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

（
成

果
指

標
）

家
庭

を
助

け
、

家
族

の
一

員
と

し
て

の
、

自
分

の
役

割
を

果
た

す
。

（
成

果
指

標
）

子
ど

も
が

家
庭

を
助

け
、

家
族

の
一

員
と

し
て

、
自

分
の

役
割

を
果

た
す

こ
と

が
で

き
る

。
（

満
足

度
指

標
）

授
業

の
進

度
に

あ
っ

た
適

切
な

内
容

及
び

適
量

の
課

題
を

計
画

的
に

出
す

。
（

取
組

指
標

）

実 践 力 （ 生 き る 力 ）

「
家

族
の

一
員

と
し

て
の

仕
事

」
を

奨
励

す
る

。

奉
仕

活
動

に
意

欲
的

に
取

り
組

め
る

子
を

育
成

す
る

。

者
回

答
　

評
価

標
指

数
定

基
準

判
断

基
準
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学
校

評
価

総
合

シ
ー
ト

事
例

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
　

評
価

の
観

点
・

目
標

指
数

判
定

基
準

回
答

者

授
業

・
学

校
行

事
の

た
め

に
地

域
の

人
材

を

Ａ
大

い
に

活
用

で
き

た
。

教
職

員

Ｂ
活

用
で

き
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

活
用

で
き

な
か

っ
た

。

A
+
B
の

合
計

が
8
0
％

以
上

Ｄ
活

用
で

き
な

か
っ

た
。

教
室

を
出

て
，

ふ
る

さ
と

の
自

然
や

地
域

の
方

々
と

ふ
れ

あ
う

学
習

を

Ａ
計

画
的

に
実

施
し

，
学

習
指

導
の

充
実

が
図

れ
た

。
教

職
員

Ｂ
計

画
的

に
実

施
で

き
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
実

施
は

で
き

た
。

A
+
B
の

合
計

が
8
0
％

以
上

Ｄ
実

施
で

き
な

か
っ

た
。

我
が

学
年

で
は

，
地

域
の

人
材

を
活

用
し

た
授

業
・

学
校

行
事

を

Ａ
年

間
に

５
人

以
上

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
教

職
員

Ｂ
年

間
に

３
人

以
上

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
年

間
に

１
人

以
上

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

A
+
B
の

合
計

が
8
0
％

以
上

Ｄ
十

分
に

実
施

で
き

な
か

っ
た

。

我
が

学
年

で
は

，
ふ

る
さ

と
の

自
然

や
地

域
の

方
々

と
ふ

れ
あ

う
学

習
を

Ａ
年

間
に

１
５

時
間

以
上

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
教

職
員

Ｂ
年

間
に

１
０

時
間

以
上

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
年

間
に

５
時

間
以

上
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
十

分
に

実
施

で
き

な
か

っ
た

。

ふ
る

さ
と

の
自

然
や

地
域

の
方

々
と

ふ
れ

あ
う

学
習

が
，

Ａ
大

変
楽

し
い

。
児

童

Ｂ
楽

し
い

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

楽
し

く
な

い
。

A
+
B
の

合
計

が
7
5
％

以
上

Ｄ
楽

し
く

な
い

。

ふ
る

さ
と

の
自

然
や

地
域

の
方

々
と

ふ
れ

あ
う

学
習

が
，

Ａ
大

変
楽

し
い

と
言

っ
て

い
る

。
保

護
者

Ｂ
楽

し
い

と
言

っ
て

い
る

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

楽
し

く
な

い
と

言
っ

て
い

る
。

A
+
B
の

合
計

が
7
5
％

以
上

Ｄ
楽

し
く

な
い

と
言

っ
て

い
る

。

授
業

・
学

校
行

事
作

り
の

た
め

，
地

域
の

人
材

を
活

用
す

る
。

（
取

組
指

標
）

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

実
施

方
法

・
体

制
等

を
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

実
施

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

実
施

方
法

・
体

制
等

を
再

検
討

す
る

。

○
○

市
立

○
○

小
学
校

　
②

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
5
％

未
満

の
場

合
に

は
，

実
施

方
法

等
を

再
検

討
し

，
家

庭
へ

の
連

絡
等

を
強

化
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
5
％

未
満

の
場

合
に

は
，

実
施

方
法

等
を

再
検

討
し

，
家

庭
へ

の
連

絡
等

を
強

化
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

実
施

方
法

・
体

制
等

を
再

検
討

す
る

。

教
室

を
出

て
，

ふ
る

さ
と

の
自

然
や

地
域

の
方

々
と

ふ
れ

あ
う

学
習

の
機

会
を

設
け

る
。

（
成

果
指

標
）

ふ
る

さ
と

の
自

然
や

地
域

の
方

々
と

ふ
れ

あ
う

学
習

が
楽

し
い

。
（

満
足

度
指

標
）

子
ど

も
は

，
ふ

る
さ

と
の

自
然

や
地

域
の

方
々

と
ふ

れ
あ

う
学

習
が

楽
し

い
と

言
っ

て
い

る
。

（
満

足
度

指
標

）

教
室

を
出

て
，

ふ
る

さ
と

の
自

然
や

地
域

の
方

々
と

ふ
れ

あ
う

学
習

を
行

う
。

（
取

組
指

標
）

地
域

の
人

材
を

活
用

し
た

授
業

・
学

校
行

事
を

行
う

。
（

成
果

指
標

）

信 頼 さ れ る 学 校

開
か

れ
た

学
校

作
り

に
取

り
組

む
。

総
合

等
の

授
業

を
通

し
て

ふ
る

さ
と

の
自

然
や

人
々

と
ふ

れ
あ

う
。

判
断

基
準
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学
校

評
価

総
合

シ
ー
ト

事
例

点
目

標
具

体
的

取
組

の
観

点
・

目
判

（
取

組
指

標
）

我
が

校
で

は
，

（
学

校
行

事
を

含
み

）

Ａ
月

に
１

回
，

学
校

公
開

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
教

職
員

Ｂ
お

お
む

ね
月

１
回

，
学

校
公

開
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
十

分
に

で
き

な
か

っ
た

。

A
+
B
の

合
計

が
8
5
％

以
上

Ｄ
ほ

と
ん

ど
で

き
な

か
っ

た
。

（
成

果
指

標
）

わ
た

し
は

，
学

校
公

開
（

行
事

を
含

む
）

を

Ａ
ほ

と
ん

ど
参

観
し

た
。

保
護

者

Ｂ
約

半
数

は
参

観
し

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
時

々
参

観
し

た
。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
ほ

と
ん

ど
参

観
し

な
か

っ
た

。

（
満

足
度

指
標

）
学

校
公

開
を

参
観

し
て

，
学

校
で

の
子

ど
も

の
様

子
が

Ａ
よ

く
分

か
っ

た
。

保
護

者

Ｂ
だ

い
た

い
分

か
っ

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

分
か

ら
な

か
っ

た
。

A
+
B
の

合
計

が
7
5
％

以
上

Ｄ
ほ

と
ん

ど
わ

か
ら

な
か

っ
た

。

（
取

組
指

標
）

学
年

だ
よ

り
・

保
健

だ
よ

り
・

給
食

た
よ

り
・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

を
通

し
て

，
情

報
を

Ａ
迅

速
・

正
確

に
発

信
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

教
職

員

Ｂ
お

お
む

ね
迅

速
・

正
確

に
発

信
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

迅
速

・
正

確
に

発
信

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

A
+
B
の

合
計

が
7
5
％

以
上

Ｄ
迅

速
・

正
確

に
発

信
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。

（
成

果
指

標
）

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
通

し
て

，
学

年
の

取
り

組
み

を

Ａ
月

に
２

回
以

上
，

情
報

発
信

が
で

き
た

。
教

職
員

Ｂ
月

に
１

回
以

上
，

情
報

発
信

が
で

き
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
学

期
に

２
回

以
上

，
情

報
発

信
が

で
き

た
。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
十

分
に

発
信

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

（
満

足
度

指
標

）
学

年
・

学
校

・
保

健
・

給
食

た
よ

り
や

Ｈ
Ｐ

な
ど

を
通

し
て

知
り

た
い

情
報

を
，

Ａ
よ

く
得

る
こ

と
が

で
き

た
。

保
護

者

Ｂ
だ

い
た

い
得

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

得
る

こ
と

が
で

き
な

っ
た

。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
得

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。

○
○

項
目

重
　

評
価

標
指

数
定

基
準

回
答

者

市
立

○
○

小
学
校

②

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

体
制

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
8
5
％

未
満

の
場

合
に

は
，

実
施

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
5
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

体
制

・
方

法
等

を
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
5
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

体
制

・
家

庭
と

の
連

携
方

法
等

を
再

検
討

す
る

。

信 頼 さ れ る 学 校
お

た
よ

り
，

H
P
を

通
し

て
迅

速
に

情
報

発
信

を
行

う
。

H
P
を

通
し

て
情

報
発

信
を

定
期

的
に

行
う

。

学
校

教
育

評
価

を
工

夫
研

究
し

，
そ

の
実

施
と

結
果

の
公

表
に

よ
り

活
性

化
を

図
る

。

お
た

よ
り

，
H
P
を

通
し

て
情

報
発

信
を

行
う

。

定
期

的
に

，
学

校
公

開
を

す
る

。
開

か
れ

た
学

校
作

り
に

取
り

組
む

。

学
校

で
の

子
ど

も
の

様
子

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
校

公
開

に
多

く
の

保
護

者
が

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

保
護

者
が

，
知

り
た

い
情

報
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

。

月
に

１
回

，
学

校
公

開
を

す
る

。

判
断

基
準
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学
校

評
価

総
合

シ
ー
ト

事
例

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
の

観
点

・
目

判

（
取

組
指

標
）

地
域

・
学

校
協

議
会

を

Ａ
有

効
に

活
用

し
，

学
校

の
活

性
化

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

Ｂ
有

効
に

活
用

し
，

意
見

や
要

望
を

取
り

上
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

活
用

で
き

な
か

っ
た

。

A
+
B
の

合
計

が
8
0
％

以
上

Ｄ
活

用
で

き
な

か
っ

た
。

（
取

組
指

標
）

学
校

評
価

委
員

会
を

Ａ
有

効
に

活
用

し
，

学
校

の
活

性
化

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

教
職

員

Ｂ
有

効
に

活
用

し
，

意
見

や
要

望
を

吸
い

上
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
開

催
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

A
+
B
の

合
計

が
7
5
％

以
上

Ｄ
十

分
に

活
用

で
き

な
か

っ
た

。

（
成

果
指

標
）

地
域

・
学

校
協

議
会

や
学

校
評

価
委

員
会

か
ら

の

Ａ
具

体
的

な
改

善
策

が
す

べ
て

実
践

さ
れ

た
。

教
職

員

Ｂ
具

体
的

な
改

善
策

が
ほ

ぼ
実

践
さ

れ
た

。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
具

体
的

な
改

善
策

が
い

く
つ

か
実

践
さ

れ
た

。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
具

体
的

な
改

善
策

を
実

践
で

き
な

か
っ

た
。

（
満

足
度

指
標

）
評

価
結

果
や

改
善

策
に

対
す

る
意

見
や

要
望

が
学

校
の

活
性

化
に

結
び

つ
い

　
評

価
標

指
数

定
基

準
回

答
者

た
。

Ａ
よ

く
あ

て
は

ま
る
。

教
職

員

Ｂ
や

や
あ

て
は

ま
る
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

あ
て

は
ま

ら
な

い
。

A
+
B
の

合
計

が
7
0
％

以
上

Ｄ
あ

て
は

ま
ら

な
い
。

○
○

市
立

○
○

小
学
校

②

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
5
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

体
制

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

方
法

・
体

制
等

を
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

方
法

・
内

容
・

体
制

等
を

再
検

討
す

る
。

信 頼 さ れ る 学 校
評

価
の

結
果

か
ら

具
体

的
な

改
善

策
を

実
践

す
る

。

評
価

結
果

や
改

善
策

に
対

す
る

意
見

や
要

望
を

学
校

の
活

性
化

に
結

び
つ

け
る

。

地
域

・
学

校
協

議
会

を
活

用
す

る
。

教
職

員
（

管
理

職
）

回
答

者
の

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

合
が

8
0
％

未
満

の
場

合
に

は
，

取
組

方
法

・
体

制
等

を
検

討
す

る
。

学
校

教
育

評
価

を
工

夫
研

究
し

，
そ

の
実

施
と

結
果

の
公

表
に

よ
り

活
性

化
を

図
る

。

学
校

評
価

委
員

会
の

活
用

を
図

っ
て

い
る

。

地
域

・
学

校
協

議
会

の
活

用
を

図
っ

て
い

る
。

判
断

基
準
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項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

・
目

標
指

数
判

定
基

準
回

答
者

学
習

ノ
ー

ト
を

Ａ
ほ

ぼ
毎

回
点

検
し

て
い

る
教

職
員

Ｂ
２

回
に

１
回

ほ
ど

点
検

し
た

【
目

標
指

数
】

Ｃ
３

回
に

１
回

ほ
ど

点
検

し
た

Ａ
＋

Ｂ
が

８
０

％
以

上
Ｄ

点
検

し
て

い
な

い

私
は

、
学

習
ノ

ー
ト

を

Ａ
ほ

ぼ
毎

日
提

出
し

た
生

徒

Ｂ
2
回

に
1
回

ほ
ど

提
出

し
た

【
目

標
指

数
】

Ｃ
3
回

に
1
回

ほ
ど

提
出

し
た

Ａ
＋

Ｂ
が

８
０

％
以

上
Ｄ

ほ
と

ん
ど

出
さ

な
か

っ
た

あ
な

た
の

お
子

様
は

、
家

庭
学

習
に

取
り

組
む

際
に

Ａ
ほ

ぼ
毎

日
学

習
ノ

ー
ト

を
活

用
し

た
保

護
者

Ｂ
４

日
以

上
は

学
習

ノ
ー

ト
を

活
用

し
た

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

学
習

ノ
ー

ト
を

活
用

し
な

か
っ

た

Ａ
＋

Ｂ
が

７
０

％
以

上
Ｄ

ほ
と

ん
ど

学
習

ノ
ー

ト
を

活
用

し
な

か
っ

た

定
期

テ
ス

ト
前

に

Ａ
基

礎
・

基
本

が
身

に
つ

く
よ

う
ﾄ
ﾞ
ﾘ
ｺ
ﾝ
を

工
夫

し
て

い
る

教
職

員

Ｂ
時

々
ﾄ
ﾞ
ﾘ
ｺ
ﾝ
を

実
施

し
て

い
る

【
目

標
指

数
】

Ｃ
計

画
的

に
ﾄ
ﾞ
ﾘ
ｺ
ﾝ
を

実
施

し
て

い
な

い

Ａ
＋

Ｂ
が

８
０

％
以

上
Ｄ

ﾄ
ﾞ
ﾘ
ｺ
ﾝ
を

一
度

も
実

施
し

て
い

な
い

私
は

、
ド

リ
ル

コ
ン

テ
ス

ト
で

Ａ
し

っ
か

り
基

礎
・

基
本

が
身

に
つ

い
た

生
徒

Ｂ
か

な
り

基
礎

・
基

本
が

身
に

つ
い

た

【
目

標
指

数
】

Ｃ
少

し
基

礎
・

基
本

が
身

に
つ

い
た

Ａ
＋

Ｂ
が

７
０

％
以

上
Ｄ

基
礎

基
本

が
身

に
つ

か
な

か
っ

た

あ
な

た
は

、
お

子
様

の
ド

リ
ル

コ
ン

テ
ス

ト
へ

の

Ａ
取

組
み

に
満

足
し

て
お

り
効

果
的

だ
と

思
う

保
護

者

Ｂ
取

組
み

は
概

ね
満

足
し

て
お

り
学

習
の

定
着

に
つ

な
が

る
と

思
う

【
目

標
指

数
】

Ｃ
取

組
み

に
あ

ま
り

満
足

し
て

お
ら

ず
定

着
に

あ
ま

り
つ

な
が

ら
な

い
と

思
う

Ａ
＋

Ｂ
が

７
０

％
以

上
Ｄ

取
組

み
は

不
十

分
で

あ
り

、
効

果
が

な
い

と
思

う

Ｅ
わ

か
ら

な
い

生
徒

は
、

学
習

ノ
ー

ト
を

活
用

し
家

庭
学

習
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

（
満

足
度

指
標

）

ド
リ

ル
コ

ン
テ

ス
ト

を
通

し
て

基
礎

・
基

本
が

身
に

つ
い

た
（

成
果

指
標

）

ﾄ
ﾞ
ﾘ
ﾙ
ｺ
ﾝ
ﾃ
ｽ
ﾄ
の

取
り

組
み

は
基

礎
基

本
の

定
着

に
効

果
的

で
あ

る
（

満
足

度
指

標
）

学
校

評
価
総

合
シ

ー
ト

事
例

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
７

０
％

未
満

の
場

合
は

取
組

み
体

勢
を

再
検

討
す

る 回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
の

判
断

し
た

割
合

が
７

０
％

未
満

の
場

合
は

、
家

庭
と

の
連

携
強

化
に

つ
な

が
る

方
策

を
検

討
す

る

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

、
実

施
方

法
等

を
再

検
討

す
る

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

、
実

施
方

法
等

を
再

検
討

す
る

Ａ
ま

た
は

B
と

判
断

し
た

割
合

が
７

０
％

未
満

の
場

合
は

、
家

庭
と

の
連

携
強

化
に

つ
な

が
る

方
策

を
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

B
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

取
組

み
体

制
を

再
検

討
す

る

学 習 指 導

②
基

礎
・

基
本

の
徹

底
を

図
る

た
め

に
ド

リ
ル

コ
ン

テ
ス

ト
の

あ
り

方
を

工
夫

す
る

確
か

な
学

力
の

定
着

①
学

習
ノ

ー
ト

を
活

用
し

、
家

庭
学

習
の

習
慣

を
支

援
す

る

計
画

的
に

ド
リ

ル
コ

ン
テ

ス
ト

を
実

施
す

る
（

取
組

指
標

）

学
習

ノ
ー

ト
の

提
出

状
況

と
内

容
の

点
検

を
実

施
す

る
。

（
取

組
指

標
）

学
習

ノ
ー

ト
を

期
日

に
提

出
す

る
。

（
成

果
指

標
）

○
○

町
立
○

○
中

学
校

判
断

基
準
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項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

・
目

標
指

数
判

定
基

準
回

答
者

教
材

研
究
に

Ａ
取

り
組

み
ど

の
授

業
で

も
改

善
が

で
き

た
教

職
員

Ｂ
取

り
組

み
概

ね
授

業
改

善
が

で
き

た

【
目

標
指

数
】

Ｃ
取

り
組

ん
だ

が
授

業
改

善
が

で
き

な
か

っ
た

Ａ
＋

Ｂ
が

８
０

％
以

上
Ｄ

教
材

研
究

が
で

き
な

か
っ

た

私
は

Ａ
ど

の
授

業
に

も
興

味
を

も
っ

て
取

り
組

ん
だ

生
徒

Ｂ
興

味
を

も
っ

て
だ

い
た

い
の

授
業

に
取

り
組

ん
だ

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

興
味

を
も

っ
て

授
業

に
取

り
組

め
な

か
っ

た

Ａ
＋

Ｂ
が

７
０

％
以

上
Ｄ

興
味

を
も

っ
て

授
業

に
取

り
組

め
な

か
っ

た

懇
談

会
で

Ａ
生

徒
の

個
々

の
学

習
状

況
や

課
題

を
し

っ
か

り
と

伝
え

る
こ

と
が

で
き

た
教

職
員

Ｂ
生

徒
の

個
々

の
学

習
状

況
や

課
題

を
だ

い
た

い
伝

え
る

こ
と

が
で

き
た

【
目

標
指

数
】

Ｃ
生

徒
の

個
々

の
学

習
状

況
や

課
題

を
あ

ま
り

伝
え

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

Ａ
＋

Ｂ
が

８
０

％
以

上
Ｄ

生
徒

の
個

々
の

学
習

状
況

や
課

題
を

全
く

伝
え

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

私
は

、
懇

談
会

で

Ａ
自

分
の

課
題

が
わ

か
り

、
次

の
目

標
が

し
っ

か
り

と
持

て
た

生
徒

Ｂ
次

の
目

標
が

か
な

り
持

て
た

【
目

標
指

数
】

Ｃ
次

の
目

標
が

少
し

持
て

た

Ａ
＋

Ｂ
が

８
０

％
以

上
Ｄ

次
の

目
標

が
待

て
な

か
っ

た

懇
談

会
で

は
、

お
子

様
の

Ａ
学

習
の

状
況

や
課

題
が

し
っ

か
り

と
わ

か
っ

た
保

護
者

Ｂ
学

習
の

状
況

や
課

題
が

か
な

り
わ

か
っ

た

【
目

標
指

数
】

Ｃ
学

習
の

状
況

や
課

題
が

少
し

し
か

わ
か

ら
な

か
っ

た

Ａ
＋

Ｂ
が

８
０

％
以

上
Ｄ

学
習

の
状

況
や

課
題

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

学
校

行
事
で

Ａ
ど

の
行

事
に

も
自

主
的

な
活

動
が

で
き

る
よ

う
場

の
設

定
の

工
夫

を
し

た
教

職
員

Ｂ
ほ

と
ん

ど
の

行
事

で
自

主
的

な
活

動
の

場
の

設
定

が
で

き
た

【
目

標
指

数
】

Ｃ
自

主
的

な
活

動
の

場
の

設
定

を
少

し
工

夫
し

た

Ａ
＋

Ｂ
が

８
０

％
以

上
Ｄ

自
主

的
な

活
動

の
場

の
設

定
が

で
き

な
か

っ
た

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

取
り

組
み

方
法

等
を

再
検

討
す

る

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
の

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

実
施

方
法

等
を

再
検

討
す

る

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

取
り

組
み

方
法

等
を

再
検

討
す

る

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

取
り

組
み

方
法

等
を

再
検

討
す

る

回
答

者
の

み
た

い
制

を
Ａ

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

合
が

７
０

％
未

満
の

場
合

は
、

取
り

組
み

体
制

を
再

検
討

す
る

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

、
実

施
方

法
等

を
再

検
討

す
る

学 習 指 導
④

懇
談

会
で

学
習

状
況

お
よ

び
課

題
の

把
握

に
努

め
る

主
体

的
な

学
び

の
支

援

③
 
教

材
研

究
に

取
り

組
み

授
業

改
善

に
努

め
る

懇
談

会
で

個
々

の
状

況
と

課
題

を
分

析
し

生
徒

や
保

護
者

に
伝

え
る

（
取

組
指

標
）

懇
談

会
で

学
習

状
況

や
課

題
が

理
解

で
き

た
（

成
果

指
標

）

懇
談

会
で

学
習

状
況

や
課

題
が

理
解

で
き

た
（

満
足

度
指

標
）

学
校

評
価
総

合
シ

ー
ト

事
例

興
味

を
持

っ
て

授
業

に
取

り
組

ん
だ

（
成

果
指

標
）

自
主

的
な

活
動

の
工

夫

自
主

的
な

活
動

の
場

の
設

定
を

工
夫

し
た

（
取

組
指

標
）

主
体

的
な

学
び

を
支

援
す

る
教

材
研

究
に

取
り

組
ん

で
い

る
（

取
組

指
標

）

○
○

町
立
○

○
中

学
校

判
断

基
準

⑤
自

主
的

な
活

動
が

で
き

る
よ

う
な

場
を

工
夫

す
る
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項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

・
目

標
指

数
判

定
基

準
回

答
者

私
は

、
文

化
祭

や
体

育
祭

な
ど

の
行

事
で

Ａ
自

主
的

な
活

動
が

し
っ

か
り

で
き

た
生

徒

Ｂ
自

主
的

な
活

動
が

か
な

り
で

き
た

【
目

標
指

数
】

Ｃ
自

主
的

な
活

動
が

少
し

で
き

た

Ａ
＋

Ｂ
が

８
０

％
以

上
Ｄ

自
主

的
に

活
動

が
で

き
な

か
っ

た

あ
な

た
の

お
子

様
は

、

Ａ
ほ

と
ん

ど
の

学
校

行
事

に
す

す
ん

で
活

動
し

て
い

た
保

護
者

Ｂ
半

数
の

学
校

行
事

に
す

す
ん

で
活

動
し

て
い

た

【
目

標
指

数
】

Ｃ
あ

ま
り

す
す

ん
で

活
動

し
て

い
な

か
っ

Ａ
＋

Ｂ
が

８
０

％
以

上
Ｄ

す
す

ん
で

活
動

し
て

い
な

か
っ

た

Ｅ
わ

か
ら

な
い

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

取
り

組
み

体
制

等
を

再
検

討
す

る

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

取
り

組
み

方
法

等
を

再
検

討
す

る

判
断

基
準

○
○

町
立
○

○
中

学
校

学 習 指 導

自
主

的
な

活
動

の
工

夫

⑤
自

主
的

な
活

動
が

で
き

る
よ

う
な

場
を

工
夫

す
る

自
主

的
な

活
動

が
で

き
た

（
成

果
指

標
）

学
校

行
事

な
ど

で
自

主
的

な
活

動
が

見
ら

れ
た

（
満

足
度

指
標

）

学
校

評
価
総

合
シ

ー
ト

事
例
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項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

・
目

標
指

数
判

定
基

準
回

答
者

「
い

つ
で

も
で

き
る

ど
こ

で
も

で
き

る
森

田
の

子
」

の
啓

蒙
活

動
に

お
い

て

Ａ
１

人
ひ

と
り

の
目

標
を

把
握

し
、

常
に
意

識
さ

せ
る

環
境

作
り

が
で

き
た

。
教

職
員

Ｂ
お

お
む

ね
意

識
さ

せ
る

環
境

作
り

が
で

き
た

。
Ｃ

と
き

お
り

意
識

さ
せ

る
環

境
作

り
が

で
き

た
。

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

Ｄ
充

実
し

た
環

境
作

り
が

で
き

な
か

っ
た

。

私
は

「
い

つ
で

も
で

き
る

ど
こ

で
も

で
き

る
森

田
の

子
」

に
つ

い
て

Ａ
自

分
の

生
活

を
見

つ
め

直
し

て
具

体
的
な

目
標

を
か

か
げ

る
こ

と
が

で
き

た
生

徒
Ｂ

向
上

し
よ

う
と

す
る

目
標

を
か

か
げ

る
こ

と
が

で
き

た
Ｃ

自
分

に
適

し
た

目
標

を
か

か
げ

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

Ｄ
目

標
を

か
か

げ
な

か
っ

た

私
は

「
い

つ
で

も
で

き
る

ど
こ

で
も

で
き

る
森

田
の

子
」

の
目

標
を

Ａ
３

項
目

以
上

が
習

慣
化

で
き

た
。

生
徒

Ｂ
２

項
目

が
習

慣
化

で
き

た
。

Ｃ
１

項
目

が
習

慣
化

で
き

た
。

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

Ｄ
習

慣
化

で
き

な
か

っ
た

。

「
い

つ
で

も
で

き
る

ど
こ

で
も

で
き

る
森

田
の

子
」

の
啓

蒙
活

動
に

お
い

て
、

生
徒

に

Ａ
３

項
目

以
上

を
習

慣
化

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

教
職

員
Ｂ

２
項

目
を

習
慣

化
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
Ｃ

１
項

目
を

習
慣

化
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
【

目
標

指
数

】
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

６
０

％
以

上
Ｄ

習
慣

化
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

あ
な

た
の

お
子

様
は

、
「

い
つ

で
も

で
き

る
度

声
も

で
き

る
森

田
の

子
」

の
目

標
を

Ａ
３

項
目

以
上

が
習

慣
化

で
き

た
。

Ｂ
２

項
目

が
習

慣
化

で
き

た
。

保
護

者
Ｃ

１
項

目
が

習
慣

化
で

き
た

。

Ｄ
習

慣
化

で
き

な
か

っ
た

。

Ｅ
わ

か
ら

な
い

「
丈

競
」

（
指

導
部

便
り

）
な

ど
、

啓
蒙

活
動

の
た

め
に

Ａ
発

刊
物

を
常

に
教

室
掲

示
し

、
日

々
話

題
に

ふ
れ

る
こ

と
が

で
き

た
。

教
職

員
Ｂ

発
刊

物
を

常
に

教
室

掲
示

し
、

と
き

お
り
話

題
に

ふ
れ

る
こ

と
が

で
き

た
。

Ｃ
発

刊
物

を
配

布
す

る
ご

と
に

内
容

を
読

み
聞

か
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

Ｄ
努

力
で

き
な

か
っ

た
。

教
育

活
動

全
体

で
「

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

で
き

る
森

田
の

子
」

を
提

唱
、

啓
蒙

で
き

た
。

（
取

組
指

標
）

向
上

し
よ

う
と

す
る

目
標

を
設

定
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

（
成

果
指

標
）

常
に

目
標

を
意

識
し

、
習

慣
化

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
（

成
果

指
標

）

生
徒

は
「

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

で
き

る
森

田
の

子
」

の
目

標
が

習
慣

化
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

（
満

足
度

指
標

）

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
６

０
％

以
上

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
７

０
％

未
満

の
場

合
は

、
取

り
組

み
方

法
等

を
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
６

０
％

未
満

の
場

合
は

、
家

庭
と

の
連

携
強

化
に

つ
な

が
る

取
り

組
み

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

生
徒

は
「

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

で
き

る
森

田
の

子
」

の
目

標
が

習
慣

化
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

（
満

足
度

指
標

）

生
徒

指
導

部
だ

よ
り

な
ど

を
発

行
し

、
読

み
聞

か
せ

る
な

ど
啓

蒙
活

動
に

努
力

で
き

た
。

（
取

組
指

標
）

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

、
取

り
組

み
体

制
等

を
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

、
取

り
組

み
方

法
等

を
再

検
討

す
る

。

学
校
評
価
総

合
シ
ー
ト

事
例

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
６

０
％

未
満

の
場

合
は

、
家

庭
と

の
連

携
強

化
に

つ
な

が
る

取
り

組
み

方
法

等
を

生 徒 指 導

○
自

ら
律

し
、

個
性

を
大

切
に

し
た

望
ま

し
い

人
間

づ
く

り
の

推
進

「
い

つ
で

も
ど

こ
で

も
で

き
る

森
田

の
子

」
の

自
主

目
標

の
設

定
、

取
り

組
み

、
評

価
を

支
援

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

、
取

り
組

み
体

制
等

を
再

検
討

す
る

。

○
○
町

立
○
○
中
学

校

積
極

的
な

生
徒

指
導

の
あ

り
方

を
追

究
し

、
自

ら
気

づ
き

、
高

判
断

基
準
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項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

・
目

標
指

数

「
一

筆
啓

上
」

の
取

り
組

み
な

ど
か

ら

Ａ
常

に
生

徒
の

良
い

と
こ

ろ
に

視
点

を
置
き

、
ほ

め
る

言
葉

か
け

が
で

き
た

。

Ｂ
常

に
生

徒
の

行
動

に
視

点
を

置
き

、
言

葉
か

け
が

で
き

た
。

Ｃ
生

徒
の

個
性

を
見

出
せ

た
が

、
言

葉
か

け
に

つ
な

が
ら

な
か

っ
た

。

判
定

基
準

回
答

者

教
職

員

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

Ｄ
生

徒
に

適
切

な
言

葉
か

け
が

で
き

な
か

っ
た

。

私
は

、
「

丈
競

」
（

指
導

部
便

り
）

な
ど

の

Ａ
発

刊
物

を
必

ず
読

み
、

常
に

自
分

の
行

動
に

生
か

し
た

。

Ｂ
発

刊
物

を
と

き
ど

き
読

み
、

自
分

の
行

動
に

生
か

し
た

。

Ｃ
発

刊
物

を
読

ん
だ

が
、

自
分

の
行

動
に

生
か

せ
な

か
っ

た
。

生
徒

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

Ｄ
全

く
発

刊
物

を
読

ま
な

か
っ

た
。

私
は

、
「

一
筆

啓
上

」
の

取
り

組
み

で

Ａ
３

回
と

も
思

い
を

込
め

た
手

紙
を

書
く

こ
と

が
で

き
た

。

Ｂ
２

回
は

思
い

を
込

め
た

手
紙

を
書

く
こ

と
が

で
き

た
。

生
徒

Ｃ
１

回
は

思
い

を
込

め
た

手
紙

を
書

く
こ

と
が

で
き

た
。

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

Ｄ
思

い
を

込
め

た
手

紙
を

書
く

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

あ
な

た
は

、
「

丈
競

」
（

指
導

部
便

り
）

や
「

一
筆

啓
上

」
の

手
紙

な
ど

の
取

り
組

み
に

、

Ａ
た

い
へ

ん
満

足
し

て
お

り
、

心
の

成
長

に
効

果
的

で
あ

る
と

思
う

。
保

護
者

Ｂ
お

お
む

ね
満

足
し

て
お

り
、

心
の

成
長

に
効

果
的

で
あ

る
と

思
う

。

Ｃ
あ

ま
り

満
足

し
て

お
ら

ず
、

心
の

成
長

に
効

果
的

で
な

い
と

思
う

。

Ｄ
満

足
し

て
お

ら
ず

、
心

の
成

長
に

効
果

的
が

な
い

と
思

う
。

Ｅ
わ

か
ら

な
い

○
○
町

立
○
○
中
学

校

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
６

０
％

以
上

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
６

０
％

未
満

の
場

合
は

、
家

庭
と

の
連

携
強

化
に

つ
な

が
る

取
り

組
み

方
法

等
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
７

０
％

未
満

の
場

合
は

、
取

り
組

み
方

法
等

を
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
７

０
％

未
満

の
場

合
は

、
取

り
組

み
方

法
等

を
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

割
合

が
８

０
％

未
満

の
場

合
は

、
取

り
組

み
体

制
等

を
再

検
討

す
る

。

生
徒

指
導

部
だ

よ
り

や
一

筆
啓

上
の

取
り

組
み

は
、

生
徒

の
心

の
成

長
に

効
果

的
で

あ
る

。
（

満
足

度
指

標
）

学
校
評
価
総

合
シ
ー
ト

事
例

一
筆

啓
上

の
取

り
組

み
な

ど
か

ら
生

徒
の

個
性

を
見

出
し

、
温

か
い

言
葉

か
け

が
で

き
た

。
（

取
組

指
標

）

判
断

基
準

生 徒 指 導

○
自

ら
律

し
、

個
性

を
大

切
に

し
た

望
ま

し
い

人
間

づ
く

り
の

推
進

積
極

的
な

生
徒

指
導

の
あ

り
方

を
追

究
し

、
自

ら
気

づ
き

、
高

め
ら

れ
る

活
動

の
工

夫
を

す
る

。

生
徒

指
導

部
だ

よ
り

な
ど

を
読

ん
で

意
識

し
た

行
動

が
で

き
た

。
（

成
果

指
標

）

一
筆

啓
上

の
活

動
な

ど
を

意
欲

的
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
た

。
（

成
果

指
標

）
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項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

・
目

標
指

数
判

定
基

準
回

答
者

進
路

指
導

に
お

い
て

Ａ
適

性
を

認
識

さ
せ

る
た

め
の

工
夫

を
３

つ
以

上
行

え
た

Ｂ
適

性
を

認
識

さ
せ

る
た

め
の

工
夫

を
２

つ
は

行
え

た

【
目

標
指

数
】

Ｃ
適

性
を

認
識

さ
せ

る
た

め
の

工
夫

を
１

つ
は

行
え

た
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

8
0
%
以

上
Ｄ

工
夫

を
す

る
余

裕
は

な
か

っ
た

私
は

、
自

分
の

職
業

適
性

に
つ

い
て

Ａ
自

分
の

適
性

を
３

つ
以

上
認

識
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

Ｂ
自

分
の

適
性

を
２

つ
は

認
識

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
【

目
標

指
数

】
Ｃ

自
分

の
適

性
を

１
つ

は
認

識
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
8
0
%
以

上
Ｄ

自
分

の
適

性
を

１
つ

も
認

識
で

き
な

い
あ

な
た

の
お

子
様

は
、

家
族

と
の

会
話

の
中

で
自

分
の

職
業

適
性

に
つ

い
て

Ａ
よ

く
話

を
す

Ｂ
時

々
話

を
す

る
【

目
標

指
数

】
Ｃ

た
ま

に
話

を
す

る
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

7
0
%
以

上
Ｄ

ほ
と

ん
ど

話
を

し
な

い
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

お
い

て
Ａ

仕
事

に
関

す
る

興
味

・
関

心
を

持
た

せ
る

た
め

の
工

夫
を

３
つ

以
上

行
え

た
Ｂ

仕
事

に
関

す
る

興
味

・
関

心
を

持
た

せ
る

た
め

の
工

夫
を

２
つ

は
行

え
た

【
目

標
指

数
】

Ｃ
仕

事
に

関
す

る
興

味
・

関
心

を
持

た
せ

る
た

め
の

工
夫

を
１

つ
は

行
え

た
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

8
0
%
以

上
Ｄ

時
間

の
確

保
が

で
き

な
か

っ
た

私
は

、
進

路
学

習
で

興
味

の
あ

る
職

業
を

Ａ
3
つ

以
上

も
つ

こ
と

が
で

き
た

Ｂ
2
つ

は
も

つ
こ

と
が

で
き

た
【

目
標

指
数

】
Ｃ

1
つ

は
も

つ
こ

と
が

で
き

た
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

8
0
%
以

上
Ｄ

１
つ

も
も

つ
こ

と
が

で
き

て
い

な
い

あ
な

た
の

お
子

様
は

、
家

族
と

の
会

話
の

中
で

自
分

の
将

来
の

な
り

た
い

職
業

に
つ

い
て

Ａ
よ

く
話

を
す

る
Ｂ

時
々

話
を

す
る

【
目

標
指

数
】

Ｃ
た

ま
に

話
を

す
る

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
7
0
%
以

上
Ｄ

ほ
と

ん
ど

話
を

し
な

い

保
護

者

回
答

者
が

A
ま

た
は

B
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
%
以

下
の

場
合

は
家

庭
と

の
連

携
強

化
を

再
検

討
す

る

教
職

員

生
徒

回
答

者
が

A
ま

た
は

B
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
%
以

下
の

場
合

は
実

施
方

法
等

を
再

検
討

す
る

回
答

者
が

A
ま

た
は

B
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
%
以

下
の

場
合

は
取

組
体

制
を

再
検

討
す

る

適
性

を
考

え
さ

せ
る

よ
う

な
工

夫
（

検
査

、
授

業
、
通

知
票

渡
し

、
個

別
相

談
な

ど
）
を

し
て

い
る

。
（

取
組

指
標

）

自
分

の
適

性
に

つ
い

て
考

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。
（
成

果
指

標
）

保
護

者

回
答

者
が

A
ま

た
は

B
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
%
以

下
の

場
合

は
家

庭
と

の
連

携
強

化
を

再
検

討
す

る

教
職

員

生
徒

回
答

者
が

A
ま

た
は

B
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
%
以

下
の

場
合

は
実

施
方

法
等

を
再

検
討

す
る

回
答

者
が

A
ま

た
は

B
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
%
以

下
の

場
合

は
取

組
体

制
を

再
検

討
す

る

職
場

見
学

・
体

験
等
の

取
り

組
み

を
工

夫
し

て
い

る
（

取
組

指
標

）

将
来

の
進

路
に

つ
い

て
、

生
徒

の
興

味
・

関
心

が
高
ま

っ
て

き
て

い
る

。
（

成
果

指
標

）

職
業

に
つ

い
て

興
味
・

関
心

を
持

た
せ

る
取

り
組

み
に
満

足
し

て
い

る
。

（
満

足
度

指
標

）

○
○
町

立
○
○
中
学

校

職
業

に
つ

い
て

の
学

習
指

導
体

制
を

整
備

す
る

。

学
校
評
価
総

合
シ

判
断

の
観

点

自
分

の
適

性
を

理
解

し
、

進
路

選
択

を
す

る
た

め
の

進
路

相
談

の
あ

り
方

を
工

夫
す

る
。

○
キ

ャ
リ

ア
教

育
推

進
の

た
め

の
学

校
体

制
の

整
備

進 路 指 導

適
性

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

る
よ

う
な

取
り

組
み

に
満

足
し

て
い

る
。

（
満

足
度

指
標

）
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評
価

の
観

点
・

目
標

判
定

基
準

回
答

者
進

学
指

導
に

お
い

て
Ａ

上
級

学
校

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

る
機

会
を

3
回

以
上

行
っ

た
Ｂ

上
級

学
校

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

る
機

会
を

2
回

行
っ

た
【

目
標

指
数

】
Ｃ

上
級

学
校

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

る
機

会
を

1
回

は
行

っ
た

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
8
0
%
以

上
Ｄ

上
級

学
校

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

る
機

会
を

も
て

な
か

っ
た

私
は

、
興

味
の

あ
る

高
校

に
つ

い
て

知
っ

て
い

る
こ

と
を

Ａ
3
つ

以
上

い
う

こ
と

が
で

き
る

Ｂ
２

つ
い

う
こ

と
が

で
き

る
【

目
標

指
数

】
Ｃ

1
つ

い
う

こ
と

が
で

き
る

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
8
0
%
以

上
Ｄ

１
つ

も
い

う
こ

と
が

で
き

な
い

あ
な

た
の

お
子

様
は

、
家

族
と

の
会

話
の

中
で

自
分

の
行

き
た

い
高

校
に

つ
い

て

Ａ
よ

く
話

を
す

る

Ｂ
時

々
話

を
す

る

【
目

標
指

数
】

Ｃ
た

ま
に

話
を

す
る

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
7
0
%
以

上
Ｄ

ほ
と

ん
ど

話
を

し
な

い

保
護

者

教
職

員

回
答

者
が

A
ま

た
は

B
と

判
断

し
た

割
合

が
7
0
%
以

下
の

場
合

は
家

庭
と

の
連

携
強

化
を

再
検

討
す

る

生
徒

回
答

者
が

A
ま

た
は

B
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
%
以

下
の

場
合

は
取

組
体

制
を

再
検

討
す

る

回
答

者
が

A
ま

た
は

B
と

判
断

し
た

割
合

が
8
0
%
以

下
の

場
合

は
実

施
方

法
等

を
再

検
討

す
る

○
○
町

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
指

数

立
○
○
中
学

校

 
上

級
学

校
に

つ
い

て
の

学
習

指
導

体
制

を
整

備
す

る
。

進 路 指 導

○
キ

ャ
リ

ア
教

育
推

進
の

た
め

の
学

校
体

制
の

整
備

上
級

学
校

に
興

味
・

関
心

を
持

つ
取

り
組

み
を

し
て

い
る
。

（
取

組
指

標
）

上
級

学
校

に
つ

い
て
、

生
徒

の
興

味
・

関
心

が
高

ま
っ

て
き

て
い

る
。

（
成

果
指

標
）

上
級

学
校

に
つ

い
て

の
興

味
・

関
心

を
持

た
せ

る
た

め
の
取

り
組

み
に

満
足

し
て

い
る
。

（
満

足
度

指
標

）

学
校
評
価
総

合
シ
ー
ト
事

例
判

断
の

観
点
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項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
・

目
標

学
年

だ
よ

り
を

Ａ
年

８
回

以
上

発
行

で
き

た
。

教
職

員
【

目
標

指
数

】
Ｂ

年
６

回
以

上
発

行
で

き
た

。
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

１
０

０
％

Ｃ
年

４
回

以
上

発
行

で
き

た
。

Ｄ
発

刊
し

な
か

っ
た

私
は

学
年

だ
よ

り
な

ど
を

読
ん

で
得

る
も

の
が

Ａ
と

て
も

あ
っ

た
と

思
う

生
徒

【
目

標
指

数
】

Ｂ
少

し
あ

っ
た

と
思

う
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

５
０

％
以

上
Ｃ

ど
ち

ら
と

も
言

え
な

い
Ｄ

な
か

っ
た

あ
な

た
は

、
学

年
だ

よ
り

な
ど

を
読

ん
で

何
か

得
る

も
の

が
Ａ

と
て

も
多

く
あ

っ
た

保
護

者
【

目
標

指
数

】
Ｂ

少
し

は
あ

っ
た

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
５

０
％

以
上

Ｃ
ど

ち
ら

と
も

言
え

な
い

Ｄ
な

か
っ

た
地

域
人

材
を

Ａ
年

に
３

回
以

上
活

用
で

き
た

。
教

職
員

【
目

標
指

数
】

Ｂ
年

に
２

回
活

用
で

き
た

。
各

学
年

１
回

以
上

Ｃ
年

に
１

回
活

用
で

き
た

。
Ｄ

活
用

で
き

な
か

っ
た

。
私

は
、

学
校

で
ゲ

ス
ト

テ
ィ

ー
チ

ャ
ー

（
外

部
講

師
）

の
授

業
を

受
け

た
と

き
Ａ

と
て

も
役

に
立

っ
た

と
思

う
生

徒
Ｂ

少
し

役
に

立
っ

た
と

思
う

Ｃ
ど

ち
ら

と
も

言
え

な
い

Ｄ
役

に
立

た
な

か
っ

た
学

校
参

観
の

機
会

を
Ａ

年
に

５
回

以
上

の
機

会
を

つ
く

り
、

の
べ

３
５

０
人

以
上

の
参

加
者

が
い

た
。

Ｂ
５

回
以

上
３

０
０

人
以

上
Ｃ

４
回

以
上

２
５

０
人

以
上

【
目

標
指

数
】

５
回

３
０

０
人

以
上

Ｄ
３

回
以

下
２

０
０

人
以

下

各
学

年
外

部
の

人
材

活
用

を
行

う
。

(
取

組
指

標
）

保 護 者 ・ 地 域 住 民 と の 連 携

の
観

点
指

数
判

断
基

準
判

定
基

準
回

答
者

学
校

評
価

総
合
シ

ー ①
学

年
だ

よ
り

な
ど

で
、

教
育

活
動

を
発

信
し

、
保

護
者

や
地

域
の

有
識

者
の

感
想

・
意

見
も

求
め

て
い

き
、

教
育

活
動

に
い

か
し

て
い

く
。

②
職

場
体

験
学

習
や

地
域

調
査

体
験

学
習

で
外

部
の

人
材

を
活

用
す

る
。

○
家

庭
・

地
域

と
の

有
機

的
連

携

③
保

護
者

や
地

域
住

民
が

学
校

を
訪

問
し

や
す

く
す

る
。

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
６

０
％

以
上

地
域

人
材

か
ら

役
立

つ
も

の
が

あ
っ

た
か

。
（

満
足

度
指

標
）

保
護

者
な

ど
が

学
校

を
訪

問
す

る
機

会
を

増
や

せ
、

参
加

者
も

増
や

せ
た

か
。

（
取

組
指

標
）

Ａ
Ｂ

合
わ

せ
て

１
０

０
％

に
達

し
な

い
場

合
改

善
策

を
検

討
す

る Ａ
Ｂ

合
わ

せ
て

５
０

％
に

達
し

な
い

場
合

改
善

策
を

検
討

す
る Ａ

Ｂ
合

わ
せ

て
５

０
％

に
達

し
な

い
場

合
改

善
策

を
検

討
す

る Ｄ
が

１
学

年
で

も
あ

っ
た

ら
改

善
策

を
検

討
す

る
。

何
回

発
行

で
き

た
か

。
（

取
組

指
標

）

何
か

得
る

も
の

が
あ

っ
た

か
。

（
成

果
指

標
）

何
か

得
る

も
の

が
あ

っ
た

か
。

（
満

足
度

指
標

）

○
○

町
立
○

○
中
学

校

教
職

員

Ａ
Ｂ

合
わ

せ
て

６
０

％
に

達
し

な
い

場
合

改
善

策
を

検
討

す
る Ｃ

・
Ｄ

で
あ

れ
ば

改
善

策
を

検
討

す
る

。
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福

井
県

立
学

校
評

価
総

合
シ

ー
ト

事
例

○
○

高
等

学
校

①

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

目
標

指
数

判
断

基
準

判
・

定
基

準
回

答
者

中
高

一
貫

教
育

に
つ

い
て

の
全

体
像

の
中

高
一

貫
関

係
の

全
体

像
を

ど
の

程
度

把
握

し
て

い
Ａ

ま
た

①
職

員
間

で
の

中
高

一
貫

教
理

解
度

を
把

握
す

る
。

ま
す

か
。

答
者

の

育
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
Ａ

：
十

分
把

握
し

て
い

る
。

の
場

合
は

、
（

）
取

組
指

標

は
Ｂ

と
判

断
し

た
回

割
合

が
７

０
％

未
満

改
善

の
方

策
等

教
職

員

る
。

【
目

標
指

数
】

Ｂ
：

だ
い

た
い

把
握

で
き

て
い

る
。

を
検

討
す

る
。

Ｃ
：

よ
く

把
握

で
き

な
い

と
こ

ろ
が

複
数

あ
る

。
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０

％
以

上

Ｄ
：

ほ
と

ん
ど

把
握

で
き

て
い

な
い

。

連
携

ク
ラ

ス
に

つ
い

て
の

説
明

会
の

状
２

中
学

で
の

説
明

会
で

、
中

高
連

携
ク

ラ
ス

に
対

し
Ａ

と
判

況
を

把
握

す
る

。
て

、
わ

か
り

や
す

く
、

充
実

し
た

説
明

が
で

き
ま

し
合

が
７

０
％

た
か

。
は

、
説

pc
（

）
取

組
指

標

Ａ
：

生
徒

・
保

護
者

の
双

方
に

、
わ

か
り

や
す

く
い

て
再

検
討

１
中

高
一

貫
教

育
に

つ
い

て
の

充
実

し
た

説
明

を
行

っ
た

。

教
育

課
程

校
内

で
の

理
解

を
深

め
、

ま
Ｂ

：
保

護
者

に
は

充
実

し
た

説
明

が
で

き
た

が
、

学
習

指
導

た
、

連
携

予
定

中
学

校
と

の
生

徒
に

は
、

わ
か

り
に

く
か

っ
た

。

、
研

修
交

流
を

進
め

る
と

と
も

に
、

Ｃ
：

生
徒

に
は

わ
か

り
や

す
い

説
明

が
で

き
た

が

断
し

た
回

答
者

の
割

未
満

の
場

合

明
会

の
持

ち
方

に
つ

を
行

う
。

教
職

員

中
高

一
貫

教
育

家
庭

や
地

域
と

の
連

携
に

も
【

目
標

指
数

】
保

護
者

に
は

、
説

明
不

十
分

だ
っ

た
。

配
慮

す
る

。
Ｄ

：
生

徒
・

保
護

者
の

双
方

に
難

し
く

、
説

明
不

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

足
で

あ
っ

た
。

②
連

携
ク

ラ
ス

に
つ

い
て

説
説

明
会

の
理

解
度

に
つ

い
て

把
握

す
中

学
校

で
実

施
さ

れ
た

中
高

連
携

ク
ラ

ス
の

説
明

会
Ａ

ま
た

明
会

を
連

携
予

定
の

２
中

る
。

で
は

ど
の

程
度

ま
で

内
容

を
理

解
で

き
ま

し
た

か
答

者
の

割
合

、
。

学
の

保
護

者
・

生
徒

の
双

Ａ
：

ほ
ぼ

１
０

０
％

理
解

で
き

た
。

の
場

合
は

、
（

）
成

果
指

標

方
に

対
し

て
実

施
す

る
。

Ｂ
：

８
０

％
程

度
理

解
で

き
た

。
つ

い
て

再
検

討

は
Ｂ

と
判

断
し

た
回

が
７

０
％

未
満

説
明

の
方

法
に

生
徒

を
行

う
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
：

５
０

％
程

度
し

か
理

解
で

き
な

か
っ

た
。

Ｄ
：

５
０

％
未

満
し

か
理

解
で

き
な

か
っ

た
。

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

説
明

会
の

印
象

に
つ

い
て

把
握

す
る

。
２

中
学

で
開

か
れ

た
中

高
連

携
ク

ラ
ス

の
説

明
会

で
Ａ

ま
た

は
、

ど
の

程
度

ま
で

内
容

を
理

解
で

き
ま

し
た

か
。

答
者

（
）

満
足

度
指

標

Ａ
．

ほ
ぼ

１
０

０
％

理
解

で
き

た
。

の
場

合

Ｂ
．

８
０

％
程

度
理

解
で

き
た

。
つ

い
て

再は
Ｂ

と
判

断
し

た
回

の
割

合
が

７
０

％
未

満

は
、

説
明

の
方

法
に

保
護

者

検
討

を
行

う
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
目

標
指

数
】

Ｃ
．

５
０

％
程

度
し

か
理

解
で

き
な

か
っ

た
。

Ｄ
．

５
０

％
未

満
し

か
理

解
で

き
な

か
っ

た
。

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上
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福

井
県

立
学

校
評

価
総

合
シ

ー
ト

事
例

○
○

高
等

学
校

①

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

目
標

指
数

判
断

基
準

判
・

定
基

準
回

答
者

中
高

一
貫

教
育

に
つ

い
て

の
全

体
像

の
中

高
一

貫
関

係
の

全
体

像
を

ど
の

程
度

把
握

し
て

い
Ａ

ま
た

①
職

員
間

で
の

中
高

一
貫

教
理

解
度

を
把

握
す

る
。

ま
す

か
。

答
者

の

育
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
Ａ

：
十

分
把

握
し

て
い

る
。

の
場

合
は

、
（

）
取

組
指

標

は
Ｂ

と
判

断
し

た
回

割
合

が
７

０
％

未
満

改
善

の
方

策
等

教
職

員

る
。

【
目

標
指

数
】

Ｂ
：

だ
い

た
い

把
握

で
き

て
い

る
。

を
検

討
す

る
。

Ｃ
：

よ
く

把
握

で
き

な
い

と
こ

ろ
が

複
数

あ
る

。
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０

％
以

上

Ｄ
：

ほ
と

ん
ど

把
握

で
き

て
い

な
い

。

連
携

ク
ラ

ス
に

つ
い

て
の

説
明

会
の

状
２

中
学

で
の

説
明

会
で

、
中

高
連

携
ク

ラ
ス

に
対

し
Ａ

と
判

況
を

把
握

す
る

。
て

、
わ

か
り

や
す

く
、

充
実

し
た

説
明

が
で

き
ま

し
合

が
７

０
％

た
か

。
は

、
説

pc
（

）
取

組
指

標

Ａ
：

生
徒

・
保

護
者

の
双

方
に

、
わ

か
り

や
す

く
い

て
再

検
討

１
中

高
一

貫
教

育
に

つ
い

て
の

充
実

し
た

説
明

を
行

っ
た

。

教
育

課
程

校
内

で
の

理
解

を
深

め
、

ま
Ｂ

：
保

護
者

に
は

充
実

し
た

説
明

が
で

き
た

が
、

学
習

指
導

た
、

連
携

予
定

中
学

校
と

の
生

徒
に

は
、

わ
か

り
に

く
か

っ
た

。

、
研

修
交

流
を

進
め

る
と

と
も

に
、

Ｃ
：

生
徒

に
は

わ
か

り
や

す
い

説
明

が
で

き
た

が

断
し

た
回

答
者

の
割

未
満

の
場

合

明
会

の
持

ち
方

に
つ

を
行

う
。

教
職

員

中
高

一
貫

教
育

家
庭

や
地

域
と

の
連

携
に

も
【

目
標

指
数

】
保

護
者

に
は

、
説

明
不

十
分

だ
っ

た
。

配
慮

す
る

。
Ｄ

：
生

徒
・

保
護

者
の

双
方

に
難

し
く

、
説

明
不

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

足
で

あ
っ

た
。

②
連

携
ク

ラ
ス

に
つ

い
て

説
説

明
会

の
理

解
度

に
つ

い
て

把
握

す
中

学
校

で
実

施
さ

れ
た

中
高

連
携

ク
ラ

ス
の

説
明

会
Ａ

ま
た

明
会

を
連

携
予

定
の

２
中

る
。

で
は

ど
の

程
度

ま
で

内
容

を
理

解
で

き
ま

し
た

か
答

者
の

割
合

、
。

学
の

保
護

者
・

生
徒

の
双

Ａ
：

ほ
ぼ

１
０

０
％

理
解

で
き

た
。

の
場

合
は

、
（

）
成

果
指

標

方
に

対
し

て
実

施
す

る
。

Ｂ
：

８
０

％
程

度
理

解
で

き
た

。
つ

い
て

再
検

討

は
Ｂ

と
判

断
し

た
回

が
７

０
％

未
満

説
明

の
方

法
に

生
徒

を
行

う
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
：

５
０

％
程

度
し

か
理

解
で

き
な

か
っ

た
。

Ｄ
：

５
０

％
未

満
し

か
理

解
で

き
な

か
っ

た
。

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

説
明

会
の

印
象

に
つ

い
て

把
握

す
る

。
２

中
学

で
開

か
れ

た
中

高
連

携
ク

ラ
ス

の
説

明
会

で
Ａ

ま
た

は
、

ど
の

程
度

ま
で

内
容

を
理

解
で

き
ま

し
た

か
。

答
者

（
）

満
足

度
指

標

Ａ
．

ほ
ぼ

１
０

０
％

理
解

で
き

た
。

の
場

合

Ｂ
．

８
０

％
程

度
理

解
で

き
た

。
つ

い
て

再は
Ｂ

と
判

断
し

た
回

の
割

合
が

７
０

％
未

満

は
、

説
明

の
方

法
に

保
護

者

検
討

を
行

う
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
目

標
指

数
】

Ｃ
．

５
０

％
程

度
し

か
理

解
で

き
な

か
っ

た
。

Ｄ
．

５
０

％
未

満
し

か
理

解
で

き
な

か
っ

た
。

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上
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福

井
県

立
○

○
高

等
学

校
①

学
校

評
価

総
合

シ
ー

ト
事

例

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

・
目

標
指

数
判

断
基

準
判

定

 

基
準

回
答

者

１
学

年
１

日
の

平
均

遅
刻

者
数

を
３

名
先

生
の

ク
ラ

ス
の

１
日

の
平

均
遅

刻
者

数
は

Ａ
ま

た

以
下

に
す

る
。

Ａ
：

０
～

３
名

で
あ

っ
た

。
答

者
の

Ｂ
：

４
～

７
名

で
あ

っ
た

。
の

場
合

は
、

改
善

（
）

取
組

指
標

は
Ｂ

と
判

断
し

た
回

割
合

が
７

０
％

未
満

の
方

策
等

教
職

員

【
目

標
指

数
】

Ｃ
：

８
～

１
０

名
で

あ
っ

た
。

を
検

討
す

る
。

Ｄ
：

１
１

名
以

上
で

あ
っ

た
。

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

遅
刻

は
学

期
に

１
回

以
下

を
目

指
す

私
は

、
遅

刻
の

回
数

が
Ａ

ま
た

、
。

Ａ
：

学
期

に
１

回
以

下
で

あ
っ

た
。

答
者

の
割

合
（

）
成

果
指

標

生
活

規
範

確
立

の
た

め
、

Ｂ
：

学
期

に
２

～
３

回
で

あ
っ

た
。

の
場

合
は

、
指

導

は
Ｂ

と
判

断
し

た
回

が
７

０
％

未
満

の
方

法
に

生
徒

時
間

励
行

を
は

か
る

。
【

目
標

指
数

】
Ｃ

：
学

期
に

４
～

６
回

で
あ

っ
た

。
つ

い
て

再

Ｄ
：

学
期

に
６

回
以

上
で

あ
っ

た
。

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

検
討

を
行

う
。

朝
食

を
し

っ
か

り
と

ら
せ

、
余

裕
を

持
子

ど
も

の
生

活
基

盤
作

り
の

た
め

に
Ａ

ま
た

っ
て

子
ど

も
を

送
り

出
す

。
Ａ

：
朝

食
を

と
ら

せ
余

裕
を

持
っ

て
送

り
出

し
た

答
者

の
。

２
規

範
意

識
の

高
揚

と
マ

ナ
Ｂ

：
朝

食
は

と
ら

せ
た

が
、

時
間

に
余

裕
が

な
か

の
場

合
（

）
取

組
指

標

生
徒

指
導

部
ー

の
向

上
を

図
る

。
っ

た
。

を
検

討
す

る
。

Ｃ
：

時
間

に
間

に
合

っ
た

が
、

朝
食

を
と

ら
せ

ら

は
Ｂ

と
判

断
し

た
回

割
合

が
７

０
％

未
満

は
、

改
善

の
方

策
等

保
護

者

【
目

標
指

数
】

れ
な

い
こ

と
が

あ
っ

た
。

Ｄ
：

朝
食

を
と

ら
せ

ら
れ

な
い

こ
と

が
多

く
、

時
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０

％
以

上

間
的

に
も

余
裕

が
な

か
っ

た
。

身
な

り
の

注
意

指
導

に
取

り
組

む
。

身
な

り
の

注
意

指
導

を
Ａ

ま
た

Ａ
：

見
逃

す
こ

と
な

く
、

積
極

的
に

行
っ

た
。

答
者

の
（

）
取

組
指

標

Ｂ
：

だ
い

た
い

行
っ

た
。

の
場

合
は

、
改

善

は
Ｂ

と
判

断
し

た
回

割
合

が
７

０
％

未
満

の
方

策
等

教
職

員

【
目

標
指

数
】

Ｃ
：

少
し

し
か

行
わ

な
か

っ
た

。
を

検
討

す
る

。

Ｄ
：

ま
っ

た
く

行
わ

な
か

っ
た

。
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０

％
以

上

身
な

り
に

つ
い

て
、

注
意

指
導

を
受

け
私

は
、

身
な

り
の

注
意

指
導

を
Ａ

ま
た

き
ち

ん
と

し
た

身
な

り
が

な
い

こ
と

を
目

指
す

。
Ａ

：
全

く
受

け
な

か
っ

た
。

答
者

の

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
Ｂ

：
月

に
４

回
程

度
受

け
た

。
の

場
合

は
、

指
導

（
）

成
果

指
標

子
供

は
、

き
ち

ん
と

し
た

身
な

り
が

で
子

供
は

、
Ａ

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
回

き
て

い
る

。
Ａ

：
い

つ
も

き
ち

ん
と

し
た

身
な

り
で

あ
っ

た
。

答
者

の
割

合
が

７
０

％
未

満

Ｂ
：

ま
あ

ま
あ

き
ち

ん
と

し
た

身
な

り
で

あ
っ

た
の

場
合

は
、

指
導

の
方

法
に

保
護

者
（

）
満

足
度

指
標

。

は
Ｂ

と
判

断
し

た
回

割
合

が
７

０
％

未
満

の
方

法
に

生
徒

【
目

標
指

数
】

Ｃ
：

月
に

１
０

回
程

度
受

け
た

。
つ

い
て

再
検

討
を

行
う

。

Ｄ
：

ほ
ぼ

毎
日

受
け

た
。

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

【
目

標
指

数
】

Ｃ
：

と
き

ど
き

身
な

り
が

不
十

分
で

あ
っ

た
。

つ
い

て
再

検
討

を
行

う
。

Ｄ
：

い
つ

も
身

な
り

が
不

十
分

で
あ

っ
た

。
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０

％
以

上
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項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

・
目

標
指

数
判

断
基

準
判

定
基

準
回

答
者

成
さ

せ
る

。
生

徒
の

志
望

を
把

握
し

、
き

め
細

か
で

進
路

や
学

習
に

関
す

る
個

人
面

談
の

回
数

が
Ａ

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
回

適
切

な
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
行

う
。

Ａ
：

年
間

４
回

以
上

で
あ

る
。

答
者

の
割

合
が

７
０

％
未

満

Ｂ
：

年
間

３
回

で
あ

る
。

の
場

合
は

、
取

り
組

み
体

制
教

職
員

（
）

取
組

指
標

生
徒

の
学

力
向

上
の

た
め

の
取

り
組

み
○

○
高

校
の

学
力

向
上

の
取

り
組

み
は

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

回

が
十

分
に

行
わ

れ
て

い
る

。
A
：

十
分

に
行

わ
れ

て
い

る
。

答
者

の
の

割
合

が
７

０
％

未
生

徒

B
：

お
お

む
ね

行
わ

れ
て

い
る

。
満

の
場

合
は

、
取

り
組

み
体

保
護

者
（

）
満

足
度

指
標

路
情

報
の

提
供

に
努

め
る

。
十

分
な

進
路

情
報

が
提

供
さ

れ
、

進
路

○
○

高
校

の
進

路
に

関
す

る
情

報
は

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判
断

し
た

回

を
明

確
に

す
る

た
め

の
取

り
組

み
が

行
A
：

十
分

に
提

供
さ

れ
て

い
る

。
答

者
の

割
合

が
７

０
％

未
満

生
徒

わ
れ

て
い

る
。

B
：

ほ
ぼ

提
供

さ
れ

て
い

る
。

の
場

合
は

、
生

徒
や

家
庭

へ
保

護
者

C
：

や
や

不
十

分
で

あ
る

。
の

進
路

情
報

提
供

を
強

化
す

（
）

満
足

度
指

標

小
論

文
講

座
・

ハ
イ

レ
ベ

ル
特

別
講

座
小

論
文

講
座

や
ハ

イ
レ

ベ
ル

特
別

講
座

な
ど

学
力

向
Ａ

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
回

な
ど

を
計

画
的

に
実

施
し

、
生

徒
の

学
上

の
取

り
組

み
に

関
し

て
、

そ
の

内
容

や
回

数
が

答
者

の
割

合
が

７
０

％
未

満

力
向

上
に

つ
な

げ
る

。
A
：

適
切

で
あ

っ
た

。
の

場
合

は
取

り
組

み
方

法
等

教
職

員

B
：

ほ
ぼ

適
切

で
あ

っ
た

。
を

再
検

討
す

る
。

（
）

取
組

指
標
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福
井

県
立

○
○

高
等

学
校

①
学

校
評

価
総

合
シ

ー
ト

事
例

【
目

標
指

数
】

C
：

や
や

不
適

切
で

あ
っ

た
。

①
小

論
文

指
導

を
充

実
さ

せ
D
：

不
適

切
で

あ
っ

た
。

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

る
と

と
も

に
、

ハ
イ

レ
ベ

ル
小

論
文

講
座

や
ハ

イ
レ

ベ
ル

特
別

講
座

小
論

文
講

座
（

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

）
や

ハ
イ

レ
ベ

ル
Ｃ

、
Ｄ

の
場

合
は

実
施

方
法

特
別

講
座

を
実

施
し

、
学

力
に

積
極

的
に

参
加

す
る

。
(
３

年
)

特
別

講
座

は
役

に
立

っ
て

い
ま

す
か

。
等

を
再

検
討

す
る

。

の
向

上
と

進
路

志
望

の
実

現
小

論
文

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に
積

極
的

に
取

Ａ
：

役
に

立
っ

て
い

る
。

生
徒

を
図

る
。

り
組

む
。

(
１

，
２

年
)

Ｂ
：

お
お

む
ね

役
に

立
っ

て
い

る
。

Ｃ
：

あ
ま

り
役

立
っ

て
い

な
い

。
（

）
成

果
指

標

【
目

標
指

数
】

Ｄ
：

役
立

っ
て

い
な

い
。

Ｂ
以

上
で

あ
る

こ
と

３
生

徒
一

人
ひ

と
り

の
学

力
を

【
目

標
指

数
】

C
：

や
や

不
十

分
で

あ
る

。
制

等
を

再
検

討
す

る
。

進
路

指
導

向
上

さ
せ

、
進

路
志

望
を

達
D
：

不
十

分
で

あ
る

。
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０

％
以

上

【
目

標
指

数
】

Ｃ
：

年
間

２
回

で
あ

る
。

等
を

再
検

討
す

る
。

Ｄ
：

年
間

２
回

未
満

。
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０

％
以

上

生
徒

一
人

ひ
と

り
が

自
分

の
進

路
希

望
私

は
明

確
な

目
標

を
持

ち
、

意
欲

的
に

学
習

に
取

り
Ｃ

，
Ｄ

の
場

合
は

指
導

法
等

の
実

現
に

向
け

て
意

欲
敵

に
学

習
に

取
組

ん
で

い
る

か
。

を
再

検
討

す
る

。

り
組

ん
で

い
る

。
Ａ

：
取

り
組

ん
で

い
る

。
生

徒

②
１

・
２

年
生

が
早

期
に

進
Ｂ

：
お

お
む

ね
取

り
組

ん
で

い
る

。
（

）
成

果
指

標

路
志

望
を

明
確

に
す

る
た

め
【

目
標

指
数

】
Ｃ

：
あ

ま
り

取
り

組
ん

で
い

な
い

。

の
企

画
を

実
施

し
た

り
、

進
Ｂ

以
上

で
あ

る
こ

と
Ｄ

：
取

り
組

ん
で

い
な

い
。

【
目

標
指

数
】

D
：

不
十

分
で

あ
る

。
る

。

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

福
井

県
立

○
学

校
評

価
総

合
シ

ー
ト

事
例

○
高

等
学

校
①

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

・
目

標
指

数
判

断
基

準
判

定
基

準
回

答
者

清
掃

に
積

極
的

か
つ

能
率

的
に

取
り

組
清

掃
区

域
の

監
督

に
つ

い
て

回
答

ま
せ

る
。

Ａ
：

毎
日

監
督

し
て

真
面

目
に

取
り

組
ま

せ
た

。
判

断
し

Ｂ
：

２
日

に
一

度
は

監
督

し
た

。
満

の
場

合
は

、
方

（
）

取
組

指
標

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

た
割

合
が

７
０

％
未

法
等

を
再

教
職

員

【
目

標
指

数
】

Ｃ
：

週
に

一
度

は
監

督
し

た
。

検
討

す
る

。

Ｄ
：

ほ
と

ん
ど

監
督

し
て

い
な

い
。

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

真
面

目
に

清
掃

に
取

り
組

む
態

度
を

身
私

は
清

掃
活

動
に

回
答

①
快

適
で

安
全

な
環

境
を

つ
に

つ
け

る
。

Ａ
：

毎
日

真
面

目
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

判
断

し

く
る

た
め

，
毎

日
の

校
内

Ｂ
：

２
日

に
一

度
は

真
面

目
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

満
の

場
合

は
（

）
成

果
指

標

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

た
割

合
が

７
０

％
未

、
方

法
等

を
再

生
徒

清
掃

に
真

剣
に

取
り

組
【

目
標

指
数

】
Ｃ

：
ど

ち
ら

か
と

い
う

と
不

真
面

目
で

あ
る

。
検

討
す

る
。

む
。

Ｄ
：

ほ
と

ん
ど

取
り

組
ん

で
い

な
い

。
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０

％
以

上

身
辺

の
整

理
・

整
頓

に
留

意
す

る
態

度
お

子
さ

ん
は

家
庭

内
で

の
整

理
・

整
頓

を
回

答
者

の

を
身

に
つ

け
る

。
Ａ

：
毎

日
し

て
い

る
。

判
断

し

４
校

舎
内

外
の

環
境

美
化

を
促

Ｂ
：

１
週

間
に

一
度

は
し

て
い

る
。

上
の

場
合

は
（

）
満

足
度

指
標

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

た
割

合
が

５
０

％
以

良
好

と
み

な
保

護
者

保
健

管
理

進
す

る
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
：

１
ヵ

月
に

一
度

は
し

て
い

る
。

す
。

Ｄ
：

全
く

し
て

い
な

い
。

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
５

０
％

以
上

ゴ
ミ

分
別

の
仕

方
を

集
会

や
Ｓ

Ｈ
な

ど
ゴ

ミ
箱

の
表

示
に

従
い

生
徒

に
ゴ

ミ
分

別
を

回
答

者
の

機
会

あ
る

ご
と

に
指

導
す

る
。

Ａ
：

完
全

に
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
判

断
し

Ｂ
：

大
体

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

満
の

場
合

は
、

方
（

）
取

組
指

標

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

た
割

合
が

７
０

％
未

法
等

を
再

教
職

員

【
目

標
指

数
】

Ｃ
：

あ
ま

り
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
て

い
な

い
。

検
討

す
る

。
。

Ｄ
：

ほ
と

ん
ど

分
別

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

て
い

な
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０

％
以

上

い
。

②
ゴ

ミ
の

分
別

を
し

っ
か

り
ゴ

ミ
の

分
別

を
適

切
に

行
う

。
私

は
ゴ

ミ
分

別
を

回
答

者
の

行
い

，
減

量
化

に
協

力
す

Ａ
：

毎
日

で
き

て
い

る
。

判
断

し
た

割
（

）
成

果
指

標

る
。

Ｂ
：

ほ
ぼ

毎
日

で
き

て
い

る
。

満
の

場
合

は
、

方

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

合
が

７
０

％
未

法
等

を
再

生
徒

【
目

標
指

数
】

Ｃ
：

あ
ま

り
で

き
て

い
な

い
。

検
討

す
る

。

Ｄ
：

全
く

で
き

て
い

な
い

。
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０

％
以

上

ゴ
ミ

の
分

別
に

留
意

す
る

態
度

を
身

に
お

子
さ

ん
は

家
庭

内
で

ゴ
ミ

の
分

別
を

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

つ
け

る
。

Ａ
：

毎
日

で
き

て
い

る
。

判
断

し
た

割
合

が
５

０
％

以

Ｂ
：

ほ
ぼ

毎
日

で
き

て
い

る
。

上
の

場
合

は
良

好
と

み
な

保
護

者
（

）
満

足
度

指
標

【
目

標
指

数
】

Ｃ
：

あ
ま

り
で

き
て

い
な

い
。

す
。

Ｄ
：

全
く

で
き

て
い

な
い

。
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

５
０

％
以

上
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希
望

図
書

・
推

薦
図

書
の

購
入

に
つ

い
先

生
と

し
て

希
望

図
書

・
推

薦
図

書
の

購
入

に
つ

い
回

答
者

の
Ｄ

と
判

断
し

た
割

て
相

談
や

要
求

を
受

け
や

す
く

す
る
。

て
、

相
談

や
要

求
は

合
が

５
０

％
以

上
の

場
合

Ａ
：

大
変

し
や

す
い

。
は

改
善

策
等

を
検

討
す

る
教

職
員

（
）

取
組

指
標

、
。

②
図

書
の

貸
し

出
し

・
返

図
書

室
や

学
級

文
庫

の
利

用
に

お
い

あ
な

た
は

図
書

室
利

用
の

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
を

回
答

者
の

Ｄ
と

判
断

し
た

割

却
の

ル
ー

ル
遵

守
と

常
識

的
て

、
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

を
守

る
。

Ａ
：

き
ち

ん
と

守
っ

た
。

合
が

５
０

％
以

上
の

場
合

な
マ

ナ
ー

に
つ

い
て

の
自

覚
Ｂ

：
だ

い
た

い
守

っ
た

。
は

改
善

策
等

を
検

討
す

る
生

徒
（

）
成

果
指

標
、

。

 
福

井
県

立
○

○
高

等
学

校
①

学
校

評
価

総
合
シ

ー
ト

事
例

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

・
目

標
指

数
判

断
基

準
判

定
基

準
回

答
者

【
目

標
指

数
】

Ｂ
：

ま
あ

ま
あ

し
や

す
い

。

Ｃ
：

少
し

し
に

く
い

。
Ａ

＋
Ｂ

＋
Ｃ
の

合
計

が
５

０
％

以
上

Ｄ
：

全
く

で
き

な
い

。

購
入

希
望

図
書

に
つ

い
て

相
談

や
要

求
あ

な
た

は
希

望
図

書
に

つ
い

て
の

相
談

や
要

求
を

、
回

答
者

の
Ｄ

と
判

断
し

た
割

①
図

書
・

資
料

の
整

備
・

を
受

け
や

す
く

す
る

。
１

年
間

に
何

回
行

い
ま

し
た

か
。

合
が

５
０

％
以

上
の

場
合

。

充
実

に
努

め
る

。
Ａ

：
５

回
以

上
行

っ
た

。
は

改
善

策
等

を
検

討
す

る
生

徒
（

）
、

。
成

果
指

標

【
目

標
指

数
】

Ｂ
：

３
回

以
上

行
っ

た
。

Ｃ
：

１
回

以
上

行
っ

た
。

Ａ
＋

Ｂ
＋

Ｃ
の

合
計

が
５

０
％

以
上

Ｄ
：

全
く

行
わ

な
か

っ
た

。

図
書

室
・

学
級

文
庫

の
本

の
揃

え
方

を
あ

な
た

は
図

書
室

・
学

級
文

庫
の

本
の

揃
え

方
に

満
回

答
者

の
Ａ

ま
た

は
Ｂ

と
判

充
実

さ
せ

る
。

足
し

て
い

ま
す

か
。

断
し

た
割

合
が

７
０

％
未

満

Ａ
：

満
足

し
て

い
る

。
の

場
合

は
、

改
善

策
等

を
検

生
徒

（
）

満
足

度
指

標
。

Ｂ
：

ま
あ

ま
あ

満
足

し
て

い
る

。
討

す
る

。

５
図

書
・

資
料

の
整

備
と

充
【

目
標

指
数

】
Ｃ

：
あ

ま
り

満
足

し
て

い
な

い
。

図
書

整
備

実
を

図
り

、
利

用
し

や
す

い
Ｄ

：
不

満
足

で
あ

る
。

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

。

図
書

室
の

環
境

作
り

に
努

め
図

書
室

や
学

級
文

庫
の

利
用

に
お

い
指

導
を

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は

Ｂ
と

判

る
。

て
、

生
徒

に
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

を
守

る
Ａ

：
気

を
配

り
、

こ
ま

め
に

指
導

し
て

い
る

。
断

し
た

割
合

が
７

０
％

未
満

よ
う

に
指

導
す

る
。

Ｂ
：

必
要

に
応

じ
て

指
導

し
て

い
る

。
の

場
合

は
、

改
善

策
等

を
検

教
職

員

Ｃ
：

も
う

少
し

指
導

が
必

要
で

あ
る

。
討

す
る

。
（

）
取

組
指

標

【
目

標
指

数
】

Ｄ
：

指
導

が
必

要
で

あ
る

。

Ｅ
：

副
担

任
で

指
導

す
る

機
会

が
な

か
つ

た
。

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

を
促

し
、

図
書

利
用

に
お

け
【

目
標

指
数

】
Ｃ

：
先

生
や

図
書

委
員

に
注

意
さ

れ
て

守
っ

た
。

る
環

境
整

備
に

努
め

る
。

Ｄ
：

全
く

守
ら

な
か

っ
た

。
Ａ

＋
Ｂ

＋
Ｃ
の

合
計

が
５

０
％

以
上

図
書

室
や

学
級

文
庫

を
利

用
し

や
す

く
○

○
高

校
の

図
書

室
や

学
級

文
庫

は
利

用
し

や
す

い
回

答
者

の
Ａ

ま
た

は
Ｂ

と
判

す
る

。
で

す
か

。
断

し
た

割
合

が
７

０
％

未
満

Ａ
：

利
用

し
や

す
い

。
の

場
合

は
、

改
善

策
等

を
再

生
徒

（
）

満
足

度
指

標

Ｂ
：

お
お

む
ね

利
用

し
や

す
い

。
検

討
す

る
。

【
目

標
指

数
】

Ｃ
：

か
な

り
利

用
し

に
く

い
。

Ｄ
：

利
用

し
に

く
い

。
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０

％
以

上
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項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

・
目

標
指

数
判

断
基

準
判

定
基

準
回

答
者

福
井

県
立

○
○

高
等

学
校

①

十
分

な
計

画
の

も
と

生
徒

へ
の
指

導
を

商
業

科
の

土
曜

講
座

や
補

習
の

体
制

が
充

実
し

て
お

回
答

者
の

A
ま

た
は

B
と

判
断

実
施

し
、

個
に

合
っ

た
適

切
な

検
定

指
り

、
適

切
な

検
定

指
導

が
、

し
た

割
合

が
７

0
％

未
満

の

導
を

行
う

。
Ａ

：
十

分
行

わ
れ

た
。

場
合

取
組

体
制

、
指

導
方

法
教

職
員

Ｂ
：

ま
あ

ま
あ

行
っ

て
い

た
。

を
強

化
す

る
。

（
）

取
組

指
標

商
業

科
の

資
格

取
得

に
対

す
る

○
○

高
校

商
業

科
が

行
っ

て
い

る
資

格
取

得
に

対
す

回
答

者
の

A
ま

た
は

B
と

判
断

取
り

組
み

の
理

解
度

を
把

握
す

る
。

る
取

り
組

み
に

つ
い

て
、

し
た

割
合

が
７

０
％

未
満

の

Ａ
：

た
い

へ
ん

満
足

で
あ

る
。

場
合

は
家

庭
へ

の
連

絡
等

を
商

業
科

（
）

満
足

度
指

標

Ｂ
：

満
足

し
て

い
る

。
強

化
す

る
。

保
護

者

学
校

事
例

評
価

総
合
シ

ー
ト

【
目

標
指

数
】

Ｃ
：

あ
ま

り
行

っ
て

い
な

か
っ

た
。

Ｄ
：

全
く

行
っ

て
い

な
か

っ
た

。
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０

％
以

上

６
商

業
科

生
徒

の
資

格
取

得
の

全
商

関
係

の
資

格
取

得
の

資
格

取
得

に
対

し
て

高
い

意
識

を
持

あ
な

た
は

目
標

と
す

る
資

格
が

取
得

で
き

ま
し

た
回

答
者

の
A
ま

た
は

B
と

判
断

資
格

取
得

指
導

向
上

に
努

め
る
。

た
め

に
、

土
曜

講
座

、
長

ち
目

標
を

持
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

か
、

し
た

割
合

が
７

0
％

未
満

の
、

。
。

期
休

暇
中

の
補

習
を

充
実

Ａ
：

取
得

で
き

た
。

場
合

は
指

導
方

法
を

再
検

討
商

業
科

（
）

成
果

指
導

す
る

。
さ

ら
に

、
上

位
級

Ｂ
：

お
お

む
ね

で
き

た
。

す
る

。
生

徒

を
取

得
者

に
対

す
る

支
援

【
目

標
指

数
】

Ｃ
：

あ
ま

り
で

き
な

か
っ

た
。

を
充

実
す

る
。

Ｄ
：

で
き

な
か

っ
た

。
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０

％
以

上

【
目

標
指

数
】

Ｃ
：

あ
ま

り
満

足
し

て
い

な
い

。

Ｄ
：

不
満

足
で

あ
る

。
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０

％
以

上
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（
）

保
護

者
に

対
し

て
P
T
A
活

動
へ

の
参

加
P
T
A
活

動
の

案
内

の
配

布
と

生
徒

を
通

じ
て

、
保

護
回

答
者

た
だ

し
E
は

除
外

を
働

き
か

け
る

。
者

に
対

し
て

参
加

へ
の

働
き

か
け

を
の

A
と

B
と

判
断

し
た

割
合

が

A
：

常
に

行
っ

た
。

７
０

％
未

満
の

場
合

は
、

実
（
取

組
指

標
）

B
：

し
ば

し
ば

行
っ

た
。

施
方

法
等

を
再

検
討

す
る

。
教

職
員

C
：

あ
ま

り
行

わ
な

か
っ

た
。

D
：

ほ
と

ん
ど

行
わ

な
か

っ
た
。

福
井

県
立

○
○

高
等

学
校

①
学

校
事

例
評

価
総

合
シ

ー
ト

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

・
目

標
指

数
判

断
基

準
判

定
基

準
備

考
（

校
務

分
掌
）

【
目

標
指

数
】

E
：

担
任

で
は

な
い

の
で

、
特
に

関
わ

っ
て

は

①
P
T
A
活

動
（

総
会

・
夏

季
い

な
い

。
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０

％
以

上

研
修

会
・

秋
季

研
修

会
）

を
P
T
A
活

動
の

案
内

を
保

護
者

に
渡

す
。

私
は

、
P
T
A
活

動
の

案
内

を
保

護
者

に
回

答
者

の
Aと

B
と

判
断

し
た

よ
り

充
実

さ
せ

、
活

性
化

す
A
：

す
べ

て
渡

し
た

。
割

合
が

７
０

％
未

満
の

場
合

（
）

成
果

指
導

る
。

B
：

ほ
と

ん
ど

渡
し

た
。

は
、

実
施

方
法

等
を

再
検

討
生

徒

【
目

標
指

数
】

C
：

あ
ま

り
渡

さ
な

か
っ

た
。

す
る

。

７
開

か
れ

た
学

校
作

り
を

推
D
：

ほ
と

ん
ど

渡
さ

な
か

っ
た

。
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０

％
以

上

開
か

れ
た

学
校

進
す

る
た

め
に

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

と
P
T
A
活

動
の

企
画

や
内

容
に

満
足

し
て

金
津

高
校

の
PT
A
活

動
の

企
画

や
内

容
は

回
答

者
の

Aと
B
と

判
断

し
た

づ
く

り
の

連
携

の
強

化
に

努
め

る
。

い
る

。
A
：

十
分

に
満

足
で

き
る

も
の

で
あ

っ
た

。
割

合
が

７
０

％
未

満
の

場
合

B
：

お
お

む
ね

満
足

で
き

る
も

の
で

あ
っ

た
。

は
、

実
施

方
法

等
を

再
検

討
保

護
者

（
）

満
足

度
指

標

【
目

標
指

数
】

C
：

あ
ま

り
満

足
で

き
な

か
っ

た
。

す
る

。

D
：

ほ
と

ん
ど

満
足

で
き

な
か

っ
た

。
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０

％
以

上

「
P
T
Aだ

よ
り

」
を

読
ん

で
い

る
。

私
は

「
P
TA
だ

よ
り

」
を

回
答

者
の

A
と

B
と

判
断

し
た

A
：

２
回

と
も

読
ん

だ
。

割
合

が
７

０
％

未
満

の
場

合
（

）
成

果
指

標

B
：

１
回

だ
け

読
ん

だ
。

は
、

実
施

方
法

等
を

再
検

討
保

護
者

②
保

護
者

に
学

校
の

教
育

C
：

あ
る

こ
と

は
知

っ
て

い
る

が
読

ん
で

い
な

す
る

。

活
動

を
積

極
的

に
広

報
す

【
目

標
指

数
】

い
。

る
。

D
：

あ
る

こ
と

す
ら

知
ら

な
い

。
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

７
０

％
以

上

「
P
T
A
だ

よ
り

」
が

教
育

活
動

の
内

容
「

P
T
A
だ

よ
り

」
は

教
育

活
動

の
内

容
や

情
報

を
得

回
答

者
の

A
と

B
と

判
断

し
た

や
情

報
を

得
る

一
助

と
な

っ
て

い
る

。
る

上
で

割
合

が
７

０
％

未
満

の
場

合

A
：

大
い

に
役

立
っ

た
。

は
、

実
施

方
法

等
を

再
検

討
保

護
者

（
）

満
足

度
指

標

B
：

お
お

む
ね

役
立

っ
た

。
す

る
。

【
目

標
指

数
】

C
：

あ
ま

り
役

立
た

な
か

っ
た
。

D
：

ほ
と

ん
ど

役
立

た
な

か
っ

た
。

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上
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学
校

評
価

総
合

シ
ー

ト
事

例

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

・
目

標
指

数
判

断
基

準

私
は

、
具
体

的
な
達

成
目

標
を

Ａ
 
設

定
す

る
こ

と
が

で
き
た

。

Ｂ
 
お

お
む

ね
設

定
す

る
こ
と

が
で

き
た

。

Ｃ
 
十

分
に

設
定

す
る

こ
と
が

で
き

な
か

っ
た
。

Ｄ
 
全

く
設

定
す

る
こ

と
が
で

き
な

か
っ

た
。

私
の

、
目
標

達
成
度

は

Ａ
 
８

０
％

以
上

で
あ

る
。

Ｂ
 
６

０
％

以
上

で
あ

る
。

Ｃ
 
４

０
％

以
上

で
あ

る
。

Ｄ
 
４

０
％

未
満

で
あ

る
。

私
は

、
子
ど

も
の
変

容
が

Ａ
 
よ

く
分

か
っ

た
。

Ｂ
 
お

お
む

ね
分

か
っ

た
。

Ｃ
 
あ

ま
り

分
か

ら
な

か
っ
た

。

Ｄ
 
全

く
分

か
ら

な
か

っ
た
。

私
は

、
安
全

指
導
を

Ａ
 
ほ

ぼ
毎

日
行

っ
て

い
る
。

Ｂ
 
２

週
間

～
１

ヶ
月

に
1
回
程

度
行
っ

て
い

る
。

Ｃ
 
学

期
に

１
回

程
度

行
っ
て

い
る

。

Ｄ
 
全

く
行

っ
て

い
な

い
。
 

私
は

、
登
下

校
時
，

危
険

だ
と

思
う
こ

と
が

Ａ
 
全

く
な

か
っ

た
。

安
全

に
通
学

す
る
こ

と
が

で
き

る
。

（
成

果
指
標

）

回
答

に
Ｂ

，

回
答

者
の

Ａ
合
が

８
０

％
標
を

再
検

討

回
答

者
の

Ａ
合
が

８
０

％
目
標

や
目

標
て
等

を
再

検

回
答

者
の

Ａ
合
が

７
０

％
に
的

確
に

伝
善
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
合
が

８
０

％
達
成

す
る

た
し
、

安
全

指

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

子
ど

も
一
人

ひ
と
り

の
実

態
に

合
っ
た

具
体

的
な
達

成
目
標

を
設

定
す

る
。

（
取

組
指
標

）

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

個
々

の
目
標

を
達
成

す
る

。
　

（
成
果

指
標

）

児
童

生
徒
が

安
心
し

て
安

全
に

過

個
別
の

指
導

計
画

を
作
成

し
，

達
成

目
標

を
明

確
に

し
て
指

導
を

進
め

る
。

個
に

応
じ
た

指
導
の

充
実

を
め

ざ
し

て
、

工
夫

、
改
善

を
図

る
。

登
下
校

時
に

お
け

る
交
通

安
全

対

通
知

表
や
連

絡
帳
等

か
ら

子
ど

も
の
変

容
が

わ
か
る

。
　
（

満
足

度
指

標
）

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

ス
ク

ー
ル
バ

ス
乗
車

時
及

び
Ｊ

Ｒ
通
学

時
の

安
全
指

導
を
実

施
す

る
。

　
（
取

組
指

標
）

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

１
教

育
課

程
学

習
指

導
研
修

２

福
井

判
定

基
準

回
答

者

Ｂ
 
数

回
あ

っ
た

。
 

Ｃ
 
頻

繁
に

あ
っ

た
。

 

Ｄ
 
毎

日
あ

っ
た

。
 

子
ど

も
は
、

登
下
校

を

Ａ
 
安

全
に

行
う

こ
と

が
で
き

た
。

Ｂ
 
お

お
む

ね
安

全
に

行
う
こ

と
が

で
き

た
。

Ｃ
 
安

全
に

行
え

な
い

場
合
が

多
か

っ
た

。
 

Ｄ
 
全

く
安

全
に

行
え

な
か
っ

た
。

 

Ｃ
，

Ｄ
が

あ
れ

ば
、

危
険

箇
所

や
そ

の
状

態
を
把

握
し

、
改

善
の

た
め

の
検

討
を

行
う
。

回
答

に
Ｃ

，
Ｄ

が
あ
れ

ば
、

保
護

者
と

協
力

し
な

が
ら

、
目

標
を

達
成
す

る
た

め
の

手
だ

て
を

工
夫
、

改
善

す
る

。

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

未
満

の
場

合
は

,
個

々
の

目
す

る
。

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

未
満

の
場

合
は

、
個

々
の

を
達

成
す

る
た

め
の

手
だ

討
す

る
。

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

未
満

の
場

合
は

、
保

護
者

わ
る

表
現
等

を
工
夫

、
改

教
職
員

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

未
満

の
場

合
は

、
目

標
を

め
の

手
だ

て
を

再
検

討
導

を
推

進
す

る
。

ご
せ

る
学
校

作
り
に

努
め

る
。

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

子
ど

も
は
安

全
に
登

下
校

で
き

て
い

る
。

　
（
満

足
度
指

標
）

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

策
等
の

計
画

・
運

営
の
充

実
を

図
る

。

教
職
員

生
徒

保
護
者

生
徒
指

導

県
立

○
○

○
○

学
校

 
② 保

護
者

教
職
員

教
職
員 
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学
校

評
価

総
合

シ
ー

ト
事

例

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

・
目

標
指

数
判

断
基

準

私
は

、
ガ
イ

ダ
ン
ス

や
情

報
提

供
を

Ａ
 
学

期
に

2
回

以
上

行
っ

た
。

Ｂ
 
学

期
に

1
回

以
上

行
っ

た
。

Ｃ
 
年

間
に

1
回

以
上

行
っ

た
。

Ｄ
 
ま

っ
た

く
行

わ
な

か
っ
た

。

私
は

、
計

画
に

基
づ

き
、

関
係

者
と

の
情

報
交

換
や

相
談

を

Ａ
 
学

期
に

1
回

以
上

行
っ

た
。

Ｂ
 
半

年
に

1
回

以
上

行
っ

た
。

Ｃ
 
年

間
に

1
回

以
上

行
っ

た
。

Ｄ
 
ま

っ
た

く
行

わ
な

か
っ
た

。

私
は

、
進
路

先
や
主

た
る

支
援

者
と

私
は

、

Ｄ
 
あ

ま
り

関
心

を
も

つ
こ
と

が
な

か
っ

た
。

私
は

、
健
康

観
察
を

Ａ
 
毎

日
実

施
で

き
た

。

Ｂ
 
週

３
，

４
日

実
施

で
き
た

。
 
　

Ｃ
 
週

１
，

２
日

実
施

で
き
た

。
 

Ｄ
 
ほ

と
ん

ど
実

施
で

き
な
か

っ
た

。

Ｂ
 
面

識
が

あ
り

、
各

々
の
支

援
内

容
に

つ
い
て

お
お

む
ね

理
解
し

て
い
る

。

回
答

者
の

Ａ
合
が

８
０

％
画
の

様
式

の
に
、

教
職

員
組
み

を
行

う

回
答

者
の

Ａ
合
が

８
０

％
学
習

の
内

容
る
。

福
井

回
答

者
の

Ａ
合
が

８
０

％
へ
の

進
路

情
検
討

す
る

。
【

目
標

指
数

】
Ａ

＋
Ｂ

の
合

計
が

８
０

％
以

上

児
童

生
徒
の

、
社
会

生
活

へ
の

円
滑

な
移

行
を

実
現
す

る
。

個
別
の

教
育

支
援

計
画
を

活
用

し
、
本

人
(
保
護

者
)
・
学

校
・

関
係

機
関

が
、

支
援

調
整
や

情
報

交
換

を
行

う
機

会
を

も
つ
。

Ｄ
 
直

接
的

な
関

わ
り

が
な
く

、
各

々
の

支
援
内

容
に

つ
い

て
、
理

解
が
不

十
分

で
あ

る
。

３
進

路
指

導

本
人

(
保
護

者
)
に
対

し
、

進
路

ガ
イ
ダ

ン
ス

や
福
祉

サ
ー
ビ

ス
に

関
す

る
情
報

提
供

を
行
う

。
　
（

取
組

指
標

）

回
答

者
の

Ａ
合
が

８
０

％
察
の

実
施

体

Ｃ
 
話

し
合

い
を

進
め

て
い
る

が
、

生
活

像
が

あ
ま

り
見

え
て

い
な

い
。

Ａ
 
面

識
が

あ
り

、
各

々
の
支

援
内

容
に

つ
い
て

理
解

し
て

い
る
。

Ｃ
 
面

識
は

あ
る

が
、

各
々
の

支
援

内
容

に
つ
い

て
、

理
解

が
不
十

分
で
あ

る
。

関
わ

り
の
あ

る
進
路

先
や

主
た

る
支
援

者
に

つ
い
て

、
理
解

す
る

こ
と

が
で
き

た
。

　
（
成

果
指
標

）

ガ
イ

ダ
ン
ス

や
懇
談

等
を

通
し

て
、
今

後
の

生
活
に

つ
い
て

、
具

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を
も

つ
こ
と

が
で

き
た

。
（

満
足

度
指

標
）

Ａ
 
具

体
的

な
生

活
像

が
分
か

り
、

支
援

機
関
と

関
係

を
深

め
る
こ

と
が
で

き
た

。

Ｂ
 
話

し
合

い
を

し
、

今
後
必

要
な

支
援

に
つ
い

て
知

る
こ

と
が
で

き
た
。

個
々

の
実
態

や
生
活

環
境

等
に

応
じ
て

個
別

の
教
育

支
援
計

画
を

作
成

し
、
関

係
機

関
と
連

携
を
と

る
。

　
（

取
組
指

標
）

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

回
答

者
の

Ａ
ま

合
が

７
０

％
未

へ
の

進
路

情
報

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

児
童

生
徒
の

健
康
観

察
を

実
施

す
る
。

（
必

要
に
応

じ
て
検

温
も

行
う

）
（

取
組

指
標

）

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

判
定

基
準

回
答

者

私
は

、
児
童

生
徒
の

健
康

状
態

を

Ａ
 
９

０
％

以
上

把
握

で
き
た

。

Ｂ
 
７

０
％

以
上

把
握

で
き
た

。

Ｃ
 
５

０
％

以
上

把
握

で
き
た

。

Ｄ
 
把

握
で

き
た

の
は

５
０
％

未
満

だ
っ

た
。

私
は

、
子
ど

も
の
健

康
状

態
を

Ａ
 
毎

日
十

分
把

握
で

き
た
。

Ｂ
 
大

体
把

握
で

き
た

 

Ｃ
 
把

握
で

き
な

い
日

が
多
か

っ
た

。
 

Ｄ
 
全

く
把

握
で

き
な

か
っ
た

。
 

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

未
満

の
場

合
は

、
支

援
計

見
直

し
を
行

う
と
と

も
に

対
し
理

解
推

進
の

取
り

。 ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

未
満

の
場

合
は

、
進

路
の

や
実

施
方

法
を

再
検

討
す

県
立

○
○

○
○

学
校

 
② 教

職
員

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

未
満

の
場

合
は

、
教

職
員

報
等

の
提

供
の

方
法

を
再

４

保
健
管

理

教
職
員

児
童

生
徒
が

健
や
か

に
学

校
生

活
を

送
る

た
め

の
具
体

的
な

取
り

組
み

を
図

る
。

児
童
生

徒
の

健
康

状
態
を

的
確

に
把

握
す

る

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

未
満

の
場

合
は

、
健

康
観

制
を

再
検
討

す
る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

合
が

７
０

％
未

満
の
場

合
は

、
家

庭
と

の
連

携
強

化
策

を
検

討
す

る
。

教
職
員

教
職
員

保
護
者

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

合
が

８
０

％
未

満
の
場

合
は

、
健

康
観

察
の

実
施

方
法

を
再

検
討

す
る
。

教
職
員

生
徒

保
護
者

た
は

Ｂ
と
判

断
し
た

割
満

の
場

合
は

、
教
職

員
等

の
提

供
の

方
法
を

再
検
討

す
る

。

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

連
絡

帳
な
ど

に
よ
り

，
子

ど
も

の
健
康

状
態

を
把
握

す
る
こ

と
が

で
き

た
。

（
満

足
度
指

標
）

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

健
康

観
察
や

電
話
連

絡
な

ど
に

よ
り
，

児
童

生
徒
の

健
康
状

態
を

把
握

す
る
こ

と
が

で
き
た

。
　
（

成
果

指
標

）
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学
校

評
価

総
合

シ
ー

ト
事

例

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

・
目

標
指

数
判

断
基

準
判

定
基

準
回

答
者

私
は

、
施
設

・
設
備

等
の

点
検

を

Ａ
 
1
週

間
に

1
回

実
施

で
き
た

。

Ｂ
 
1
ヶ

月
に

1
回

実
施

で
き
た

。

Ｃ
 
2
ヶ

月
に

1
回

実
施

で
き
た

。

Ｄ
 
ほ

と
ん

ど
実

施
で

き
な
か

っ
た

。

私
は

、
危
険

箇
所
を

見
つ

け
た

ら

Ａ
 
す

ぐ
に

そ
の

場
へ

行
き
対

応
で

き
た

。

Ｂ
 
そ

の
日

の
う

ち
に

対
応
す

る
こ

と
が

で
き
た

。
 

Ｃ
 
少

し
日

が
た

っ
て

か
ら
対

応
す

る
こ

と
が
で

き
た

 

Ｄ
 
対

応
す

る
こ

と
が

で
き
な

か
っ

た
。

子
供

た
ち
は

、
学
校

で

Ａ
 
安

全
に

過
ご

し
て

い
る
。

Ｂ
 
安

全
に

過
ご

し
て

い
る
よ

う
に

思
う

。

Ｃ
 
安

全
に

過
ご

し
て

い
る
か

ど
う

か
わ

か
ら
な

い
。

 

Ｄ
 
安

全
に

過
ご

し
て

い
る
よ

う
に

思
え

な
い
。

 

私
は

、
校
内

研
修
・

校
外

研
修

へ
の
参

加
率

Ａ
 
校

内
研

修
会

に
８

０
％
以

上
参

加
し

、
校

外
研

修
も

受
け

た
。

Ｂ
 
校

内
研

修
会

に
５

０
～
８

０
％

参
加

し
、
校

外
研

修
も

受
け
た

。

Ｃ
 
校

内
研

修
会

に
５

０
～
８

０
％

参
加

し
、
校

外
研

修
を

受
け
な

い
。

Ｄ
 
校

内
研

修
会

へ
の

参
加
は

５
０

％
未

満
だ

っ
た

。

私
は

、
子
供

へ
の
支

援
に

Ａ
 
研

修
内

容
を

基
に

、
工
夫

し
、

授
業

に
生
か

す
こ

と
が

で
き
た

。

Ｂ
 
研

修
内

容
を

そ
の

ま
ま
利

用
し

、
活

用
で

き
た

。

Ｃ
 
授

業
に

取
り

入
れ

た
が
不

十
分

だ
っ

た
。

Ｄ
 
で

き
な

か
っ

た
。

 

私
は

、
教
師

か
ら
専

門
的

な
支

援
や
ア

ド
バ

イ
ス

を

Ａ
 
十

分
受

け
て

い
る

。

Ｂ
 
お

お
む

ね
受

け
て

い
る
。

Ｃ
 
ほ

と
ん

ど
受

け
な

か
っ
た

。

Ｄ
 
全

く
受

け
な

か
っ

た
。

早
期
に

危
険

を
発

見
し
事

件
・

事
故

の
発

生
を

未
然

に
防
ぐ

。

保
護
者

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

合
が

８
０

％
未

満
の
場

合
は

、
校

内
点

検
を

再
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

合
が

８
０

％
未

満
の
場

合
は

、
対

応
に

つ
い

て
再

検
討

す
る
。

回
答

者
の

Ａ
と

判
断
し

た
割

合
が

７
０
％

未
満

の
場

合
は
、

対
応

に
つ

い
て

再
検

討
す

る

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

校
内

点
検
を

実
施
す

る
。

　
（

取
組
指

標
）

危
険

箇
所
を

見
つ
け

対
応

す
る

。
（

成
果

指
標

）

5
安

全
管

理
安

心
し

て
学

校
生
活

を
送

る
こ

と
の

で
き

る
環

境
を
整

え
る

。

総
合

養
護
学

校
と
し

て
、

個
々

の
障

害
、

発
達

段
階
に

応
じ

た
支

援
を

行
え

る
教

員
の
養

成
を

図
る

。

教
職
員

に
対

す
る

校
内
研

修
の

実
施

と
校

外
研

修
・

研
究
会

へ
の

参
加

の
推

進
。

教
職
員

保
護
者

福
井

県
立

○
○

○
○

学
校

 
② 教

職
員

教
職
員

教
職
員

生
徒

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

合
が

８
０

％
未

満
の
場

合
は

、
教

職
員

へ
の

情
報

提
供

を
積

極
的

に
行
い

、
実

施
方

法
に

つ
い

て
も
再

検
討

す
る

。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

合
が

７
０

％
未

満
の
場

合
は

、
家

庭
と

の
連

携
強

化
に

つ
な

が
る

方
策
を

再
検

討
す

る
。

教
師

か
ら
専

門
的
な

支
援

や
ア

ド
バ
イ

ス
を

受
け
て

い
る
。

　
（

満
足

度
指

標
）

そ
れ

ぞ
れ
の

研
修
で

受
け

た
内

容
等
を

子
供

へ
の
支

援
に
生

か
す

。
　

（
成
果

指
標

）

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

児
童

生
徒
た

ち
は
安

全
に

学
校

生
活
を

送
っ

て
い
る

か
。
　

（
満

足
度

指
標
）

【
目

標
指
数

】
Ａ

が
７

０
％

以
上

校
内

研
修
（

発
達
検

査
講

習
会

・
伝
達

講
習

会
・
人

権
同
和

研
修

会
・

講
演
会

等
）

や
校
外

研
修
会

へ
積

極
的

に
参
加

す
る

。
　
（

満
足
度

指
標

）

６
教

員
研

修
回
答

者
の

Ａ
ま

た
は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

合
が

８
０

％
未

満
の
場

合
は

、
取

り
組

み
体

制
を

再
検

討
す

る
。

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上
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学
校

評
価

総
合

シ
ー

ト
事

例

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

・
目

標
指

数
判

断
基

準

私
は

、
支
援

の

Ｂ
 
場

所
と

そ
の

件
数

程
度
は

知
っ

て
い

る
。

Ｃ
 
場

所
程

度
な

ら
知

っ
て
い

る
。

Ｄ
 
ほ

と
ん

ど
分

か
ら

な
い
。

私
は

、
情
報

を
聞
く

機
会

が

Ａ
 
年

に
５

回
以

上
あ

っ
た
。

Ｂ
 
年

に
３

回
以

上
あ

っ
た
。

Ｃ
 
年

に
１

回
以

上
あ

っ
た
。

Ｄ
 
機

会
が

な
か

っ
た

。

私
は

、
支
援

の
た
め

に
校

外
に

出
か
け

る
こ

と
を

Ａ
 
聞

い
た

こ
と

が
あ

り
、
必

要
だ

と
思

う
。

Ｂ
 
聞

い
た

こ
と

が
あ

り
、
仕

方
が

な
い

と
思
う

。

Ｄ
 
聞

い
た

こ
と

が
な

い
。

私
は

、
校
内

L
A
N
の
使

用
満
足

度
は

Ａ
 
１

０
０

％
～

７
５

％

Ｂ
 
７

５
％

～
５

０
％

Ｃ
 
５

０
％

～
２

５
％

Ｄ
 
２

５
％

～
０

％

私
の

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

の
内

容
の

満
足
度

は

Ａ
 
１

０
０

％
～

７
５

％

Ａ
 
場

所
と

そ
の

件
数

、
具
体

的
な

支
援

内
容
を

あ
る

程
度

知
っ
て

い
る
。

Ｃ
 
聞

い
た

こ
と

が
あ

る
が
、

な
ぜ

必
要

な
の
か

分
か

ら
な

い
。

回
答

者
の

Ａ
合
が

７
０

％
を
検

討
す

る

回
答

者
の

Ａ
合
が

８
０

％
を
検

討
す

る

回
答

者
の

Ａ
合
が

８
０

％
制
な

ど
を

再

地
域

に
お
け

る
セ
ン

タ
ー

的
役

割
の

充
実

を
図

る
。

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

生
涯
を

通
し

て
気

が
か
り

な
子

ど
も

と
そ

れ
に

関
わ

る
人
た

ち
へ

の
支

援
を

行
う

。

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

快
適

な
校
内

L
A
N
の
環

境
を
整

え
る

。
（

取
組

指
標

）

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
の
内

容
、

見
や

す
さ
を

工
夫

、
改
善

す
る
。

　
（

成
果

指
標
）

回
答

者
の

Ａ
合
が

８
０

％
を
検

討
す

る

養
護

学
校
教

員
が
校

外
の

気
が

か
り
な

子
ど

も
の
支

援
に
携

わ
っ

て
い

る
こ
と

を
知

る
。
　

（
満
足

度
指

標
）

気
が

か
り
な

子
ど
も

と
そ

れ
に

関
わ
る

人
た

ち
へ
支

援
を
行

う
こ

と
を

理
解
す

る
。

　
（
取

組
指
標

）

気
が

か
り

な
子

ど
も

と
そ

れ
に

関
わ

る
人

た
ち

へ
の

支
援

に
つ

い
て

情
報

を
提

供
す

る
。

（
成

果
指

標
）

７
教

育
相

談

福
井

判
定

基
準

回
答

者

Ｂ
 
７

５
％

～
５

０
％

Ｃ
 
５

０
％

～
２

５
％

Ｄ
 
２

５
％

～
０

％

私
の

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

の
内

容
の

満
足
度

は

Ａ
 
１

０
０

％
～

７
５

％

Ｂ
 
７

５
％

～
５

０
％

Ｃ
 
５

０
％

～
２

５
％

Ｄ
 
２

５
％

～
０

％

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

合
が

８
０

％
未

満
の
場

合
は

、
改

善
策

を
検

討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

合
が

７
０

％
未

満
の
場

合
は

、
改

善
策

を
検

討
す

る
。ま

た
は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

未
満

の
場

合
は

、
改

善
策

。ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

未
満

の
場

合
は

、
改

善
策

。 ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

未
満

の
場

合
は

、
取

組
体

検
討

す
る
。

幼
児

児
童
生

徒
が
生

き
生

き
と

生
活

す
る

様
子

を
地
域

に
発

信
す

る
こ

と
で

連
携

の
輪
を

広
げ

る
。

校
内
L
A
N
お

よ
び

よ
り

よ
い

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

づ
く

り
の

た
め
の

工
夫

を
す

る
。

教
職
員

保
護
者

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
の
内

容
、

見
や

す
さ
を

工
夫

、
改
善

す
る
。

　
（

満
足

度
指

標
）

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

保
護
者

教
職
員

教
職
員

教
職
員

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

未
満

の
場

合
は

、
改

善
策

。

８
情

報
管

理

県
立

○
○

○
○

学
校

 
②
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学
校

評
価

総
合

シ
ー

ト
事

例

項
目

重
点

目
標

具
体

的
取

組
評

価
の

観
点

・
目

標
指

数
判

断
基

準

私
は

、
余
暇

時
間
の

充
実

の
た

め
に

Ａ
 
計

画
通

り
に

課
題

を
提
供

で
き

た
。

Ｂ
 
お

お
む

ね
計

画
通

り
に
課

題
を

提
供

で
き
た

。

Ｃ
 
あ

ま
り

計
画

通
り

に
課
題

を
提

供
で

き
な
か

っ
た

Ｄ
 
ま

っ
た

く
課

題
を

提
供
で

き
な

か
っ

た
。

子
ど

も
は
、

各
行
事

に

Ａ
 
終

始
興

味
を

持
っ

て
参
加

し
て

い
た

。

Ｂ
 
全

体
の

７
割

に
興

味
を
持

っ
て

参
加

し
て
い

た
。

Ｃ
 
全

体
の

３
割

に
興

味
を
持

っ
て

参
加

し
て
い

た
。

Ｄ
 
い

や
が

っ
て

参
加

し
な
か

っ
た

。

子
ど

も
は
、

家
庭
で

も
自

分
で

や
ろ
う

と
す

る
事

が

Ａ
 
増

え
た

。

Ｂ
 
や

や
増

え
た

。
 

Ｃ
 
あ

ま
り

か
わ

ら
な

い
。

Ｄ
 
減

っ
た

。

私
は

、
子
ど

も
達
に

寄
宿

舎
生

活
を
さ

せ
て

Ａ
 
と

て
も

良
か

っ
た

。

Ｂ
 
や

や
 
良

か
っ
た

。

Ｃ
 
わ

か
ら

な
い

。
 

Ｄ
 
良

く
な

か
っ

た
。

私
の

研
究
会

へ
の
参

加
率

は

Ａ
 
ほ

ぼ
す

べ
て

参
加

し
た
。

Ｂ
 
６

０
～

８
０

％
参

加
し
た

。

Ｃ
 
５

０
～

６
０

％
参

加
し
た

。

Ｄ
 
５

０
％

未
満

だ
っ

た
。

私
の

お
互
い

の
学
部

へ
の

理
解

は

回
答

者
の

Ａ
合
が

８
０

％
び
実

施
方

法

回
答

者
の

Ａ
合
が

７
０

％
を
検

討
す

る

回
答

者
の

Ａ
合
が

７
０

％
を
検

討
す

る

回
答

者
の

Ａ
合
が

８
０

％
法
を

再
検

討

集
団

生
活
や

余
暇
指

導
を

通
し

て
心

豊
か

な
生

活
を
め

ざ
す

。

各
行
事

を
計

画
・

立
案
し

、
一

人
ひ

と
り

の
課

題
に

応
じ
た

指
導

が
で

き
る

よ
う

工
夫

す
る
。

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

を
目

指
す

。

子
ど

も
達
が

興
味
を

持
っ

て
取

り
組

む
。

　
（
成

果
指
標

）

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

を
目

指
す

。

子
ど

も
達
は

寄
宿
舎

生
活

を
楽

し
ん
で

い
る

。
　
（

満
足
度

指
標

）

一
人

ひ
と
り

に
応
じ

た
内

容
及

び
課
題

を
計

画
的
に

提
供
す

る
。

　
（

取
組
指

標
）

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

を
目

指
す

。

基
本

的
生
活

習
慣
を

確
立

し
、

余
暇
時

間
を

充
実
さ

せ
る
。

　
（

成
果

指
標
）

回
答

者
の

Ａ
合
が

８
０

％
を
再

検
討

す

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

を
目

指
す

。

小
低

と
小
高

、
中
と

高
で

の
合

同
研
究

会
を

通
し
て

、
互
い

の
学

部
へ

の
理
解

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

を
目

指
す

。

年
１

０
回
以

上
、
校

内
研

究
会

（
合
同

研
究

・
学
部

研
究
）

に
参

加
す

る
。

（
取

組
指
標

）

９
寄

宿
舎

福
井

判
定

基
準

回
答

者

Ａ
 
十

分
深

ま
っ

た
。

Ｂ
 
お

お
む

ね
深

ま
っ

た
。

Ｃ
 
あ

ま
り

深
ま

ら
な

か
っ
た

。

Ｄ
 
深

ま
ら

な
か

っ
た

。

子
ど

も
の
指

導
が

Ａ
 
十

分
引

き
継

が
れ

、
指
導

に
生

か
さ

れ
て
い

る
。

Ｂ
 
引

き
継

が
れ

て
い

る
。

Ｃ
 
あ

ま
り

引
き

継
が

れ
て
い

な
い

。

Ｄ
 
全

く
引

き
継

が
れ

て
い
な

い
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

合
が

８
０

％
未

満
の
場

合
は

、
内

容
や

実
施

方
法

を
再

検
討
す

る
。

回
答

者
の

Ａ
ま

た
は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

合
が

７
０

％
未

満
の
場

合
は

、
学

部
間

の
連

携
強

化
に

つ
な

が
る

方
策
や

指
導

法
等

を
再

検
討

す
る
。

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

未
満

の
場

合
は

、
内

容
及

を
再

検
討

す
る

。

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

未
満

の
場

合
は

、
改

善
策

。 ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

未
満

の
場

合
は

、
改

善
策

。 ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

未
満

の
場

合
は

、
実

施
方

す
る

。

家
庭

や
前
担

任
か
ら

の
情

報
が

、
子
ど

も
の

実
態
把

握
や
指

導
に

生
か

さ
れ
て

い
る

。
　
（

満
足
度

指
標

）

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
７

０
％

以
上

を
目

指
す

。

幼
児

児
童
生

徒
一
人

ひ
と

り
の

将
来

像
を

見
据

え
た
つ

な
が

り
の

あ
る

支
援

を
め

ざ
す
。

学
部
を

超
え

た
連

携
を
密

に
し

、
支

援
・

指
導

に
つ

い
て
相

互
理

解
を

深
め

る
。

保
護
者

教
職
員

教
職
員

保
護
者

保
護
者

【
目

標
指

数
】

Ａ
＋

Ｂ
の

合
計

が
８

０
％

以
上

を
目

指
す

。

教
職
員

教
職
員

ま
た

は
Ｂ

と
判

断
し

た
割

未
満

の
場

合
は

、
課

題
等

る
。

を
深

め
る
。

　
（
成

果
指

標
）

１
０

全
体
研

究

県
立

○
○

○
○

学
校

 
②
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平成１８年度 学校評価モデル校一覧 

 

  小学校（１４校）  

   福井市森田小学校    敦賀市立粟野小学校   小浜市立西津小学校 

   大野市上庄小学校    勝山市立野向小学校   鯖江市鳥羽小学校 

 

   あわら市金津東小学校  越前市北日野小学校   坂井市立明章小学校 

   永平寺町松岡小学校   池田町池田第一小学校  美浜町美浜南小学校 

   高浜町立青郷小学校   若狭町立鳥羽小学校 

 

  中学校（７校） 

   福井市森田中学校    敦賀市立気比中学校   大野市尚徳中学校 

   越前市万葉中学校    坂井市立坂井中学校   南越前町立今庄中学校 

   おおい町立名田庄中学校 

 

  県立学校（１０校） 

   足羽高等学校      福井農林高等学校    金津高等学校 

   大野高等学校      鯖江高等学校      武生商業高等学校 

   敦賀工業高等学校    若狭高等学校      福井養護学校 

   嶺南東養護学校 

 

 

 

 この参考資料は、県教育庁義務教育課および高校教育課から閲覧およびダウンロー

ドすることができます。 

 

 記載されている学校経営方針や学校評価総合シート等は、あくまでも「例」です。 

 これらの資料を参考に、各学校が、創意工夫を生かして、自校の教育目標に基づい

た適切な学校経営方針や学校評価総合シート等を作成し、学校評価システムの確立に 

取り組んでください。 

 

 

   県教育庁義務教育課ホームページ http://info.pref.fukui.jp/gimu/ 
       

   県教育庁高校教育課ホームページ  http://info.pref.fukui.jp/koukou/ 
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